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柔道整復師とは

長野県柔道整復師会憲章

　平成24年９月16日に日本医療福祉新聞社の発行した「営業法の解説」に、厚生省としての正式

な見解を述べている。（これは昭和23年に厚生省の医務課現在の医事課で作成されたものの現代

語版）

　結論として、「本来は医師が当然行うべき医業の一部を免許により行うものである」こと、そ

の業務は免許範囲内のものに限られる。営業法第一条は、国民医療法第一項に対する例外法、あ

るいは特別法として業務の範囲内において、医業の一部をなし得ることを規定している。

　ここにいう免許は、医療禁止の一部解除を内容とする国家の行為であり、免許を受けた者は、

夫々の業務の範囲内で医業の一部を行うことが許されることになる。そこで柔道整復師は、医業

の一部を免許によって国から許された国家資格者である。

　すなわち、柔道整復師は医業の一部を免許によって国から許されている柔道整復術について、

国民が医療選択肢の一つとして理解できるように、自分たち柔道整復師も行政の行動を待つので

はなく自分たちから情報発信するものである。

　2014年の医療法の改正によって、医療法第６条の２の３項に「国民の責務」が盛り込まれた。

　「国民は、良質かつ適切な医療の効率的な提供に資するよう、医療提供施設相互間の機能の分

担及び業務の提携の重要性についての理解を深め、医療提供施設の機能に応じ、医療に関する選

択を適切に行い、医療を適切に受けるように務めなければならない。」

　よって、国民が責任を負わされていることから、行政は国民のために、この条文に記載されて

いる責務を果たすための必要かつ正確な情報提供を発信しなければならない。

１．清潔で美しい柔道整復師会をつくります。

１．人間性を尊重し、お互いに協力します。

１�．教養を深め、医療を研さんし、社会的信用を高め

ます。

１．心身ともに健康で仕事に励みます。

１．明るく心を豊に、融和団結します。
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巻頭挨拶

　2021年の年頭に当たり、一言ご挨拶申し上げ
ます。
　昨年は、未知の新型コロナウイルスが蔓延し
全世界に大きな影響をおよぼしました。日本国
内も同様で今、医療と経済の難解な問題に直面
しています。
　本会は昨年、緊急に会員の感染対策の周知徹
底と会費の減免等を行いました。同時に事業な
どを見直し経費の削減に努めました。療養費の
取扱いが昨年６月は対前年比で71.2パーセント
まで落ち込みましたが、11月には101パーセン
トに回復しました。これは会員が日々感染予防
に取り組み、日頃培った技術と患者さんを思う
気持ちが反映されたものと思っています。今後
はコロナ社会に順応した生活様式が求められま
す。
　
　さて、保険代行業者による行き過ぎた患者照
会が、真面目に仕事をしている多くの柔整師を
苦しめています。また、併給問題は解決の糸口
が見えていません。これに対処するには公益社
団がリードして社会から信頼され、求められる
柔整師像を構築することが肝要です。法令順守
は勿論のこと、日々学術技術を研鑽し良質な医
療を患者さんに提供してください。
　昨年３月４日に長野県議会県民文化健康福祉
委員会と初の懇談会を開催することができまし
た。会議では、当会の概要と事業内容を説明
し、フレイル予防や通いの場参入に向けての支
援を求めました。この会議で柔整師の認知度を
広める必要性を再認識しました。
　

　ところで、今まで県に陳情を続けてきた「こ
ども医療」の現物給付が今年8月から柔整療養
費にも適用されることになりました。また、予
定ではマイナンバーカードが今年６月から柔整
でも保険証として利用できるようになります。
そこで、国の施策に協力するためにもマイナン
バーカードの取得をお願いします。
　昨年６月に長野県から新型コロナウイルス感
染症への対応に関する補正予算で新型コロナウ
イルス危機突破支援金支給対象（健康・理美容
サービス業等対応型に含まれる）業種として各
施術所に10万円が支給されました。その時に分
かったことですが、柔整師は厚生労働省の職業
大分類で「専門的・技術的職業」中分類で「そ
の他の保険医療の職業」に分類されています。
ところが総務省の産業分類コードでは「療術
業」の括りになっています。これは時代にそぐ
わない分類なので、９月1４日に行われた自民党
長野県連との県政懇談会の中で改善を求めまし
た。並行して国の補正予算で一般の「医療機
関・歯科・薬局に対する感染拡大防止等支援事
業」の対象に柔整師も組み入れてもらえるよう
県などに働きかけを行います。
　
　接骨師協同組合では今後も組合を通して指定
業者の利用をお願いします。また、連盟活動で
は政治に積極的に参画し業界の発展に努めてま
いります。
　
　年ごとに厳しさを増す柔整業界ですが、コロ
ナの状況を踏まえながら本年も行政や保険者及
び医師会等関係諸団体の皆様とさらなる信頼構

高田　　保

新年のご挨拶

公益社団法人長野県柔道整復師会
会　長
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� 巻頭挨拶

築に努めてまいりますので、皆様のご協力をお
願いいたします。
　

　結びに、会員そしてご家族の皆様方の益々の
ご健勝とご発展をご祈念申し上げ、新年のご挨
拶とさせていただきます。
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巻頭挨拶

　新年あけましておめでとうございます。
　会員の皆様におかれましては、清々しい新春
をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　昨年は、大きな自然災害こそ無かったもの
の、流行語大賞が「３密」であった様に新型コ
ロナウイルス感染症に始まり、新型コロナウイ
ルス感染症に終わった一年でした。東京オリン
ピックまでも延期され、生活様式も大きく様変
わりしたという意味では、歴史に残る一年であ
ったと思います。
　しかし、ここに来て、ワクチンの供給に目処
がついてきたとの報道がなされ、今年は、従来
に近い活動が出来るのではないかと期待をして
おります。
　本会も昨年は、コロナ一色となり、４月初旬
には支部総会の中止、下旬には本会総会の延期
を決定。それ以降は、審査会・理事会を除くほ
ぼ全ての会議を延期又は中止として対応してま
いりました。その間、会費の減額、携帯用アル
コールボトルや非接触型体温計の配布、マメー
ルによる注意喚起、感染予防策等を徹底して行
いました。
　その成果もあったのか整骨院・接骨院を起点

としたクラスターは、現在のところ発生してお
りません。しかし、気を緩めることなくマス
ク、手指の消毒、手洗い、換気使用ベットの消
毒等を確実に実行していただきたいと思いま
す。
　また、収入減を補うための給付金、助成金、
補助金等の担当に西條義明総務副部長に就任い
ただき各方面の調査研究を行っていただきまし
た。
　柔道整復師業界は、長期に亘っての急激な右
肩下がりが続いておりますが、最近になって、
我々を一番苦しめてきた患者さんへの照会の
内、健康保険法87条の解釈で動きがあったとの
情報が入って参りました。ただ、詳しい事は分
からないのでこれ以上は申し上げられません
が、いずれにしろ、これを機に、特に保険者と
の信頼関係を取り戻して頂きたいと願っており
ます。
　本年も、収入増は見込めないと思いますが、
来院いただく患者さんの痛みや症状をとること
が我々の最大の使命でありますのでその点に邁
進し、笑顔で今年を乗り切りましょう。
　本年もよろしくお願いいたします。

酒井　正彦

新年のご挨拶

公益社団法人長野県柔道整復師会
副会長
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　関係者の皆様、新年おめでとうございます。
2020年の幕開けはクルーズ船ダイアモンド・プ
リンセスの乗員・乗客の新型コロナウィルス感
染に始まり瞬く間に国内、海外も同様に爆発的
に感染者が激増し我々の日常が一変しました。
全国民、全人類が新型コロナウィルスに翻弄さ
れました。2021年も決して楽観的なものではな
いと思われます。今後のワクチン開発と実用化
に望みを託すところであります。
　さて、このような状況下、私ども（公社）長
野県柔道整復師会の事業計画は見直しを迫られ
計画事業の規模の縮小・中止等、全ての変更を
強いられました。そればかりか支給申請書（レ
セプト）審査会自体の開催をも危ぶまれまし
た。結果的に３密を避け消毒・マスクの着用・
会場分散・適宜の換気等コロナ対策を徹底し開
催する運びとなりました。
　我々の日常業務にあたって行政指導は元より

（公社）日本柔道整復師会・（公社）長野県柔道
整復師会指導のコロナ対策マニュアルに基づき
師会の支給物資等で各会員に対応をして頂いて
いるところでありますが、今後もコロナ感染防
止対策を継続的によろしくお願いいたします。
　このコロナ禍は日本のすべての産業・経済に
莫大な影響を及ぼしています。政府はコロナの
抑え込みと経済の正常化という非常に困難な舵
取りを担っています。コロナ対策関係の費用と
して日本政府は莫大な金銭支出をしております
が、私見として国庫の回収、しっぺ返しが危惧
されます。

　経済的影響として我々の業務と密接に関係す
る健康保険連合会情報についてマスコミで発表
された情報では健康保険組合連合会は新型コロ
ナウィルス感染症が健康保険財政に与える影響
の試算を公表しました。2021年度加入組合全体
で6,700億円2022年度は9,４00億円の赤字になる
と予想したそうです。
　企業業績が悪化し、従業員の賃金低下それに
伴い保険料収入が減収することが要因とされて
います。試算は団塊の世代が75才以上になり始
める22年度は医療費が増大するため６千億程度
の赤字の予想、コロナの追い打ちで赤字幅が左
右されるとの事。健康保険連合会のみならず国
民健康保険団体連合会それぞれの財政引き締め
はコロナ禍により一層深刻となります。
　ここまで説明すれば我が業界にどのような波
及的影響が表れるか予想がつくと思います。当
然、どんな形にせよ日整はもとより県保険部と
して対応すべく諸問題をはらんでいるという事
です。
　健康保険・受領委任制度に係わる柔道整復師
は支払い側の苦境を理解し今後も正しい健康保
険取り扱い業務をよろしくお願いします。
　with　corona　・after　corona　 ど ん な 世
界になろうとも我々の使命は患部に手を当てる
事・手当です。より多くの患者さんに心のこも
った手当を提供し国民福祉の期待に応えましょ
う。
　本年も（公社）長野県柔道整復師会の活動に
ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

新年のご挨拶

公益社団法人長野県柔道整復師会
副会長・保険部長 柏木　久明
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巻頭挨拶

　謹んで新年のお喜びを申し上げます。

　昨年中は、長野県柔道整復師会の皆様方には
大変お世話になり、厚く御礼申し上げます。高
田会長をはじめとした、これまでの貴会のご尽
力により、柔道整復師が自らの技量や専門知識
を十分に発揮し、活躍できる環境が整えられて
きたことに感謝しております。また、柔道整復
術により、国民が日々の生活を健康的に暮らせ
ることについても、その大きな貢献について、
大変ありがたく思っております。
　さらに、柔道整復師の皆様方には、今般の新
型コロナウイルス感染症の状況下においても、
社会生活を維持するうえで必要な施設として、
感染予防対策をとりながら、施術を続けご尽力
されていることに、深く感謝いたします。

　我が国の医療は高齢化が進む中にあっても、
公平性を担保し、一定の質を達成した点で世界
的にも高く評価されております。高齢化がさら
に進む中で、この保健医療システムを保持・発
展させるため、効率的な医療提供を進めていく
など、継続的な努力を怠ってはならないと考え
ます。また、これからの保健医療システムは、
こうした状況に柔軟に対応していくことができ
るものでなければなりません。

　団塊の世代が75歳を迎える2025年を目途に、
介護が必要となった場合にも住み慣れた地域で
自分らしい暮らしを人生の最期まで続けること
ができるよう、医療、介護、予防、住まい、生
活支援が一体的に提供される地域包括ケアシス

テムの構築を進めています。
　こうした中で、柔道整復の果たす役割や、柔
道整復に対する国民の期待は、今後ますます大
きくなっていくものと考えます。

　このような状況の中、貴会が柔道整復師の資
質向上のために積極的な取組を進められている
ことを、大変心強く思います。こうした取組を
通じて、高い資質を持った柔道整復師が養成さ
れ、良質な施術が提供されることを願っており
ます。
　
　加えて、療養費制度をめぐるさまざまな課題
については、厚生労働省の専門委員会で議論さ
れ、平成29年10月より、各都道府県の全国健康
保険協会や国民健康保険団体連合会にある「柔
整審査会」の権限を強化し、しっかりと調査を
行えるようにするとともに、平成30年４月よ
り、受領委任を取り扱う施術管理者について、
質の向上を図るため、実務経験と研修を受講す
ることとなりました。
　これらに取り組むことにより、適正な保険請
求が推進される仕組みが構築され、国民がこれ
まで以上に安心して施術を受けられる制度とな
ることを期待しています。

　私としましても、本年も皆様方とともに、柔
道整復師が活躍できるような環境を整えられる
よう、これからも努力を重ねたいと思います。
皆様方にとって、この新しい年がより佳き年で
ありますよう、心から祈念して新年のご挨拶と
させていただきます。

新年のご挨拶

後藤　茂之
自民党政調会長代理、

社会保障制度調査会事務局長
長野県連会長　衆議院議員
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� 巻頭挨拶

　長野県柔道整復師会の先生方には、日頃よ
り、温かいご指導・ご支援を頂くとともに、長
野県民の健康長寿を支えてくださっていること
に心から御礼を申し上げます。また特に、先生
方が自民党に対して、一貫して力強いご支援を
頂いておりますことに対し、深く感謝を申し上
げます。
　昨年は、新型コロナウイルス感染症の拡大や
７月豪雨による土砂災害などの被害が発生し、
経済が大きな打撃を受けた年でした。また、政
治の面では、９月に安倍晋三総理が辞任され、
総裁選挙の結果、菅義偉総理大臣が誕生し、新
たな内閣がスタートしました。
　私は、９月まで西村経済再生担当大臣のもと
で、内閣府副大臣として新型コロナウイルス感
染症対策も担当し、新型インフルエンザ等対策
特措法の改正や、事業者向け持続化給付金や国
民一人10万円の特別定額給付をはじめとする緊
急経済対策の策定などに関わるとともに、金融
担当副大臣として無担保・無利息・５年間元本
据え置きによる融資の実施など、金融による事
業支援の実現にも努力しました。
　10月には、菅内閣の発足に伴い、新たに自由
民主党の農林部会長と経済成長戦略本部の事務
局長を拝命しました。
　農林部会長として、新型コロナウイルス感染
症拡大による需要減少問題、鳥インフルエンザ
等の家畜伝染病対策、農林水産物・食品の輸出
拡大などの課題に取り組むとともに、農林関係
分野の税制改正や予算編成に努力しました。
　また、経済成長戦略本部の事務局長として、

「新たな経済対策に向けた提言」のとりまとめ
に関わりました。これを踏まえて策定された政
府の「新たな経済対策」には、ワクチン・治療
薬の開発・確保とワクチン接種体制の整備をは
じめとする新型コロナウイルス感染症の拡大防
止策や医療・福祉体制の確保のための支援、オ
リンピック・パラリンピック競技大会に向けた
諸準備、ポストコロナに向けて、デジタル化や
グリーン社会の実現を通じて経済構造を転換
し、好循環を実現すること、防災・減災・国土
強靭化の事業を５か年・15兆円規模で推進する
こと、活力ある地方を創造することなどが明記
され、ここでの考え方が、令和２年度第３次補
正予算や令和３年度予算編成・税制改正に活か
されました。
　私は、これらの予算・税制の早期成立を図る
ことにより、感染症対策を推進し、国土強靭化
により地域の安心・安全を確保し、地方創生の
基盤である交通網等の整備や農林水産業・中小
企業の振興を図るとともに、デジタル化・グリ
ーン化を通じて経済を成長させていくため全力
で努力してまいります。
　また、長野県柔道整復師会の先生方がさらに
ご活躍いただけるよう、制度問題などにも取り
組んでまいります。
　結びに、先生方の益々のご活躍と長野県柔道
整復師会のご発展をお祈りするとともに、今年
がさまざまな危機を乗り越えて素晴らしい一年
となることを心から願い、年頭にあたってのご
挨拶とさせて頂きます。

宮下　一郎

年頭のご挨拶

衆議院議員
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巻頭挨拶

　令和３年の新年を迎え、皆様に心からお祝い
を申し上げるとともに、長野県柔道整復師会の
皆様も新型コロナの影響を大きく被っておられ
ることに対してお見舞いを申し上げます。
　新型コロナ感染症の蔓延の背景には、急速に
進む地球温暖化の影響があるように思えて仕方
がありません。今や地球温暖化対策は、やるか
やらないかの議論ではなく、如何にこれをスピ
ーディーに効率的に実施していくかが世界中の
政府の共通した目標にならなければなりませ
ん。
　その意味では、我が国は不幸な歴史を辿って
しまいました。福島原発の事故により日本中の
原発が止まってしまい、不足分が火力発電所で
代替されることになり、電源構成をみると8割
近くが火力発電という世界でも不名誉な状態に
あります。これを改善していくのが再エネの主
力電源化です。
　現在のエネルギー基本計画では2030年の再エ
ネ比率は22-2４%とされていますが、この目標
を大幅に上乗せ前倒ししなければなりません。
幸い、経済同友会もこの割合を４0%に引き上げ
るとの提言を出しました。この問題には本来慎
重な経済界からこうした意見が出てくることは
大きな援軍です。というのも、アップルなど世
界の主要企業がアップルのサプライチェーンを
含め、再エネによる電源調達を求め、それがで
きない企業はアップルと取引できない状態にな
るとのリスクを負うことになりかねないとの懸
念があるのかもしれません。事業機会を失うリ
スクは企業の存続にも関わるのです。
　コロナ後の世界を見据えたグリーンリカバリ

ーという考え方も、当然だと思います。防災の
世界で被災前よりも強靭な状態になることをビ
ルトバックベターと言っていますが、環境問題
でも同じ考え方が適用できると思います。
　問題はこれを実現するために制度や設備の制
約をどのように取り除いていくかです。例え
ば、再エネ電源の送電線への接続に大きな制約
があります。先着優先の現行接続ルールでは、
後発の再エネは系統接続ができません。こうし
た課題を一つ一つ解決するために、政治が政府
をしっかりと後押ししなければなりません。
　再エネは国内産業も元気にします。化石燃料
の太宗は輸入です。再エネは国内に資源が賦存
しています。国際再エネ機関によると、日本で
は、FIT導入以降大規模水力を除いて26.7万人
の雇用を創出したとの調査もあります。国富を
国外に持ち出さないエネルギーは地域経済に大
きなメリットです。
　全国の自治体の動きも活発です。2050年に排
出実質ゼロを目指す自治体は人口で7000万人を
超える150超の自治体をカバーしています。し
かし、自治体によってはピンと来ないところも
あります。私の地元でも、市役所の建て替えで
地中熱設備を入れるようにお勧めしましたが、
金がかかると一蹴され退けられた苦い経験があ
ります。
　政府もついに2050年の時点でカーボンニュー
トラルを目指す宣言を行いました。国民の皆様
も巻き込みどうしたらこの目標が達成できるか
考えていかなければなりません。長野県柔道整
復師会の皆様にも、自らの立場で何ができるか
共に考えていこうではありませんか。

務台　俊介

国民全てで考える
地球温暖化対策を

衆議院議員
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� 巻頭挨拶

　新年明けましておめでとうございます。皆さ
まには新しい年を健やかにお迎えのこととお慶
び申し上げます。
　昨年は台風19号が及ぼした甚大な被害からの
復旧もままならない中、新型コロナウイルスの
猛威が全世界を襲いました。今までに経験した
ことのない一年でありました。新しいウイルス
であるが故、医学的にもまだまだ不明な点も多
いのですが、ようやくワクチンの開発など光も
見えてきたように思います。
　そんな中、日ごろから患者さんを身近で治療
にあたる先生方にとって、感染症対策に神経を
すり減らす日々であったと思います。同時に、
新型コロナウイルスという感染症が世の中すべ
てを変えてしまう、という事実を目の当たりに
して、「健康」がいかに大事かを再認識した一
年でもありました。
　本年は丑年ということで年男として私も還暦
を迎えます。まだまだそんな年寄りではない、
と抵抗したくなるわけですが、実際、昔に比べ
て医学的な年齢は間違いなく若くなっていま
す。
　今でもテレビ放映されているサザエさん、新
聞の連載が始まったのが昭和26年（1951年）で
すが、あの磯野波平さんの年齢が5４歳という設
定だったのは有名な話です。昭和26年当時、男
性の平均寿命は59.6歳、65歳の平均余命11.４歳
でした。令和元年には、男性の平均寿命は81.４
歳、65歳の平均余命は19.8年となりました。乳

幼児死亡率の減少により70年前に比べ平均寿命
は20歳以上伸び、65歳の平均余命も8歳以上伸
びました。昔に比べ高齢者の「見た目年齢」は
10歳くらい若くなっているという実感は、数字
から見ても正しいのです。
　だからこそ、これから、日本が体も心もシャ
キッとしながら老いてゆくためには、柔道整復
師会の先生方の力が必要です。病気の予防支
援、生活支援サービスや地域支援事業の担い手
として、また介護保険サービスにおける機能訓
練指導員や認知症の初期支援においての活躍な
ど、「健康」にかかわる柔道整復師の先生方の
活躍の場を、医師会ともお互いに連携しあいな
がら作っていかねばならならない、と感じま
す。
　本年は新型コロナで一年延期された東京オリ
ンピックパラリンピックの年でもあります。こ
のような状況の中で本当に開催できるのだろう
か、と不安な気持ちの方が大半であると思いま
す。しかし、一方で22年前の長野オリンピック
を経験した我々は「自国で開催するオリンピッ
クの価値、素晴らしさ」も実感しています。私
も現在の立場で、どうすればみんなが不安を感
じることなく開催できるか、知恵を絞って考え
ていきたいと思います。
　本年が皆様にとって素晴らしい一年となるこ
とを祈念し、年頭のご挨拶とさせていただきま
す。

小松　　裕

「健康」を担っていただく！

前衆議院議員
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巻頭挨拶

　明けましておめでとうございます。新春を健
やかにお迎えの事とお慶び申し上げます。日
頃、先生方には、長野県民の健康な生活を向上
させるため大いにご貢献されていることに敬意
を表します。また、自由民主党職域支部の中で
も、常に先頭に立って支援をして頂いています
事、心から感謝申し上げます。

　昨年は、百年に一度の新型コロナウイルスに
よるパンデミックという事態にあって、世界中
がその対応に明け暮れる一年となりました。新
型コロナウイルスにより犠牲になられた方のご
冥福をお祈りし、今なお闘病されている方の快
復を祈念いたします。また、自らの感染リスク
を顧みず、昼夜奮闘頂いている先生方のような
医療関係従事者やエッセンシャルワーカーの皆
さんへ敬意と感謝を申し上げます。未だに、国
内では、感染拡大第３波が押し寄せており警戒
が必要です。当面は、まず、現在の感染拡大を
抑えていくため「感染しない。感染させない」
との思いを共有して、皆でこの難局を乗り越え
て行きたいと思います。

　欧米ではワクチン接種が始まり、国内におい
ても承認申請がなされました。日本でも、年度
内には接種が開始されるとの事です。暗闇の中
で出口への光が見えて来ました。夏には東京オ
リンピックが開催されます。人類が新型コロナ
ウイルスに打ち勝った証として、日本から世界
に発信して行きたいものです。

　パンデミックによる経済の落ち込みは大き

く、地方経済の状況は深刻です。国政復帰を果
たし、先頭に立って、地域経済の再生に取組ん
で行きたいと思っています。

　さて、今年は衆議院議員の任期が10月には訪
れるため必ず解散総選挙のある年となります。
平成28年参議院選挙で議席を失って５年目を迎
えています。この間、私の政治活動にご理解ご
支援を頂いてきたことに心から感謝申し上げま
す。いよいよ決戦の時を迎えます。全国４7都道
府県で比例復活を含め県庁所在地のある1区で
自民党代議士が一人もいないのは長野県だけと
なっています。コロナ後の社会は、国内外とも
に大きく変わっていきます。北信では台風19号
災害からの復興、千曲川流域の整備も抱えてお
り、中山間地対策、インフラ整備と、課題山積
です。この大事な時、是非、国政での与党議席
を回復して、地域の将来に責任の持てる政治体
制を取り戻して行きたいと奮闘して参ります。
どうかご支援の程お願い申し上げます。

　柔道整復師会では、急増する柔道整復師、経
験不足で開業のため発生するトラブルや未入会
の診療所問題、業界としての質の維持、柔道整
復療養費の被保険者照会問題など、取り巻く課
題が山積しています。残念ながら、この大事な
時に議席を失っており、お役に立てない事が悔
しくてなりません。七転八起。柔道整復師会の
先生方には、現在の厳しい時も変わらぬご支援
を頂いている事に感謝申し上げながら、頂いた
ご恩に報いていくべく、必ず現役復帰して、お
役に立っていけるように頑張って参ります。

若林　健太

ご　挨　拶

前参議院議員
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� 巻頭挨拶

　平素の恩情に心から御礼申し上げ、皆様の今
年一年のご活躍、健やかな年となりますように

ご祈念申し上げ、新春のご挨拶とさせて頂きま
す。
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巻頭挨拶

年頭ご挨拶

　新たな年を迎え、お健やかな新春をお迎えの
こととお慶び申し上げます。日頃温かいご支援
賜り、心より感謝申し上げます。長野県柔道整
復師会の皆様の職務は、国民の健康にとって欠
かせないものであり、皆様の職務環境の向上に
向けて、さまざまな課題解決に取り組みたいと
思っています。本年も変わらぬご指導ご鞭撻賜
りますようお願い申し上げます。
　さて、この度は、私が1年前に自由民主党入
りしたことがきっかけで、貴会顧問就任と寄稿
依頼をいただいたと承知しています。初めての
方も多いかと存じます。私は元々NHKの記者
として、全国で、災害や事件、裁判、格差の問
題など、人の命と暮らしに関わる問題を取材し
てきました。2010年、参議院選挙を機に両親の
地元、佐久市臼田を拠点に政治活動を始め、参
議院選挙は悔しい結果となりましたが、2012年
12月、衆議院議員に初めて当選し、現在三期目
となります。10年前、みんなの党で活動を始
め、その後政界再編の波の中でいくつかの政党
を転々として来ました。そうした中、数年前か
ら、「この先どのように活動をしていくのか」

「井出ようせいの政治的立ち位置はどこなの
か」という声をたくさんいただいてきました。
ご批判を含め、さまざまなご意見がある中で自
民党入りを決断し、地域に根をはって、腰を据
えて活動する状況を整えることができたと考え
ています。この1年間、新型コロナウイルス対
策、台風19号被災地の復旧、中部横断道や国道
18号など地元長年の課題、そして、女性に関係
するさまざまな課題解決に取り組んで参りまし
た。一人でも多くの皆様にご理解ご支援いただ

けるよう、これからも全力で政治活動に邁進し
て参ります。
　昨年は新型コロナウイルス感染症対策が政治
の最重要課題となりました。予断を許さない状
況は今年に入っても変わりません。柔道整復師
会の皆様も、利用者の減少はじめ、日々の暮ら
しに至るまでさまざまなご苦労をおかけしてい
ます。感染抑制と社会経済活動の両立をはかり
ながら、1日も早く、社会が落ち着きを取り戻
せるよう取り組んで参ります。
　今年は、10月の衆議院任期満了までの間に解
散・総選挙が、また９月には自民党総裁選が予
定されています。新型コロナウイルスは、人口
集中のリスクを改めて浮き彫りにし、地方の重
要性を再提起しました。また、受付や接客など
対面業務に従事する女性が、男性よりも高い割
合で離職を迫られ、非正規採用が多い、賃金が
安いことなど、労働分野の男女格差解消の必要
性を改めて突きつけました。そして企業も個人
も、投資や消費を控え内部留保や貯蓄を意識せ
ざるを得ない状況が色濃くなっています。若年
層は進学、結婚、出産、子育て等に対する不
安。高齢者は年金等、あらゆる世代が、日々の
暮らしだけでなく将来に対し、経済的に大きな
不安を抱えていると言っても過言ではありませ
ん。全世代型社会保障、全ての人の暮らしを支
援するためには財源議論が欠かせません。きた
る解散・総選挙や自民党総裁選では、行き当た
りばったりのサービス合戦のような論争ではな
く、こうした大きな政治課題に対し、実現可能
な政策を示し、国民の信とともに、課題解決に
取り組みたいと思っています。

井出ようせい衆議院議員
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� 巻頭挨拶

　時節柄ご健康にご留意いただき、皆様のいっ
そうのご活躍をご祈念申し上げますとともに、

本年が良き一年となりますようお祈り申し上げ
ます。
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特　集

あなたにもできる！ZoomでWeb会議
広報部　三澤　茂明

　中華人民共和国湖北省武漢市で令和元年12月
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の発
生が報告されて以来、世界各地で感染が拡大
し、令和3月11日WHOはパンデミックを宣言
しました。
　日本においては令和２年１月中旬に初めての
新型コロナウイルス感染者が報告されていま
す。その後４月1６日には緊急事態宣言が政府よ
り発令され、現在まで感染者は増加を辿ってい
ます。
　コロナ禍において生活様式も様変わりし、密
閉・密集・密接のいわゆる3密を避けるような
努力を強いられています。そして会議において
も3密を避けることができるWeb会議を行う
ところが増えてきました。
　我々（公社）長野県柔道整復師会（以後本
会）も長野県という地理の特性を考えると
Web会議の導入を考えていく必要があると思
われます。南信の会員が本会会館のある北信へ
往復をしなければならない現状は不公平感を生
み負担も増します。Webにより会議ができる
のならば自宅や施術所で部会などに参加でき負
担もかなり軽減できるでしょう。
　さて、そうは言っても実際に会議を行うには
ど う す れ ば 良 い の で し ょ う か？ Zoomや
Microsoft Teams、Skype Meet Nowなどたく
さんのWeb会議システムがあるようですが（公
社）日本柔道整復師会よりZoomのWeb会議マ
ニュアルが本会をはじめ各都道府県の柔道整復
師会に送付されましたのでこれに沿って設定を
してみました。
　まず迷ったのがカメラとマイクとイヤホン。
パソコンによって揃えるものが違います。最近
のノートパソコン（デスクトップパソコンの一

部）にはカメラが内蔵されマイクやイヤホンが
いらないものが多いのですが私のものはカメラ
が内蔵されていませんでした。つまりウェブカ
メラ（外付けのカメラ）が必要でした。このカ
メラも最近のものはマイク内蔵のものがほとん
どですが私のタイプは画面だけを映すもの。
 

　そこでマイク付きのヘッドホンを3000円ほど
で購入することにしたのですがここでも疑問
が？
 

　パソコンへの差込口が一つのものやふたつの
もの、USBのものなどがあることでした。
Web会議マニュアルの１ページの（イヤホン
ジャック）にあるようにマイク付きイヤホン対
応のパソコン（差込口が一つ）とイヤホンとマ
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イクが別になっているパソコン（差込口が二
つ）があるのでそれぞれに対応したものが必要
です。私はマイクとイヤホンの差込口が別にな
っていたので写真にあるようなマイク付きヘッ
ドホンを選択しました。
 

　さて、ここまで来ればパソコンの差込口にイ
ヤホンのマークとマイクのマークを間違えずに
挿入するだけです。しっかり奥まで差し込んで
ください。私は音が聞こえないなぁと思った
ら、差込が甘かったことがありました。
　次はZoonアカウントの作成です。これは
Web会議マニュアルの２ページから5ページ
を参考にして行えば問題なくできると思いま
す。
　Web会議を行うにあたってミーティングを
行う主催者はアカウントを作成する必要があり
ます。ミーティングを行う手順については
Web会議マニュアルの6ページ7ページを参
考にしてみて下さい。
　参加をする方は必ずしもアカウントを作成す
る必要はありません。主催者からメールやライ
ンなどで送付されたURL（インターネット上
のホームページの場所をお知らせする住所のよ
うなもので　http://で始まる文字列です）を
クリックするだけです。これはWeb会議マニ
ュアルの8ページ9ページにありますのでご参
考に。

　Web会議の流れとして・・・
１） 主催者はZoomを起動してサインインをす

る。
２） ミーティングをクリックし【招待をコピ

ー】をクリック
3） 参加者のメールに貼り付け＊会議時間を記

入し送付
４） 参加者は会議時間にURLをクリックし参

加要請をする
5） 主催者は参加者からの要請に対し【許可す

る】をクリック
以上で会議に参加できます。会議が終了したら
主催者は【全員に対してミーティングを修了】
をクリックすれば閉会となります。
　パソコンだけでなくスマートフォンでも参加
可能です。カメラもマイクももともと内蔵され
ていますので必要なくお手軽ですが、参加人数
が多いと画面が小さいだけに見にくいかもしれ
ません。まぁ会議では声さえ聞こえれば相手の
顔は必要ないですが（笑）
 

　何度かZoomによるミーティングを行ってみ
ましたが5～6名の会議ならば問題なく行えそ
うです。人数が増えると発言が被り聞きにくく
なるので何らかのルールが必要ではないかと感
じました。またパソコンのスペック（性能）に
より画像がフリーズ（動かなくなる）したり音
声が聞こえなかったりすることもありました。
一度設定できてしまえば二度目からは問題なく
利用できるように思えます。
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　本会で活用するならば各部会での会議（５, 6
名）には最適だと思われます。事前に資料をメ
ールなどで送付しておきWeb会議では内容に
ついて議論するという形が取れれば時間の短縮

にもつながります。本会への移動時間も無くな
りますので本会部員等の負担の軽減が期待でき
ます。
　新形コロナウイルが全世界に流行し生活も行
動も制限されてしまっていますが、これを機に
新しい会議の形を導入するのも悪くないはずで
す。広報部では全力でフォローしていきます。
一歩踏み出しましょう！

参考　（公社）日本柔道整復師会　
　　　　　　 Ｗｅｂ会議　マニュアル
＊ （公社）長野県柔道整復師会広報部により一

部追記してあります
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� PC編①
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� PC編②
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� PC編③
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� PC編④
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� ipad編①―１
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� ipad編①―２
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� ipad編②
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� ipad編③
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（公社）長野県柔道整復師会
中信支部賀詞交歓会

中信支部　下里　泰伸

　元号が「令和」となって初めての中信支部賀
詞交歓会が令和2年1月25日（土）午後6時30分
よりホテルブエナビスタ2F「メディアーノ」
にて開催されました。
　新たな時代の幕開けを多くの会員の皆様方と
お祝いするとともに2020年という節目の年が柔
道整復師会全体にとって飛躍の年になるよう意
を強くする思いであります。また、昨年は長野
県下でも災害に見舞われ大変な被害に遭われた
地域もあり、我々が出来ることの確認やこれか
らの災害への意識を高めていきたいと思いま
す。
　さて当日は44名の会員が参加し、ご来賓とし
て衆議院議員・務台俊介様　前衆議院議員・小
松ゆたか様　長野県県会議員・本郷一彦様　松
本市医師会庶務理事・唐沢博之様　前長野県健
康福祉部部長・大月良則様　宮澤整形外科医院
院長・宮澤美智彦様　独立行政法人松本医療セ
ンター整形外科医長・磯部研一様　瀧本庨税理
士事務所　所長・瀧本庨様がお忙しい中にも関
わらずご列席いただきました。
　ご来賓の皆様には日頃から（公社）柔道整復

師会中信支部にご尽力いただき誠に感謝してお
ります。
　賀詞交歓会は降籏秀徳副支部長の開会の辞に
始まり、三澤茂明支部長より挨拶並びに業界の
現状と今後についての話がありました。ご来賓
の皆様よりご祝辞を頂戴し、宮澤美智彦様の乾
杯のご発声で祝宴がはじまり、和やかに親睦を
深めました。
　その後、中信支部顧問の磯部栄二会員が万歳
三唱でご来賓の皆様へご祈念を申し上げたとこ
ろ、ご来賓の皆様から万歳返しを頂戴しまし
た。
　最後に、三間慎一郎副支部長の閉会の辞で滞
りなく幕を閉じました。
　「多くの会員が参加することによりお互いを
知り、顔の見える関係を作ることで健全な業界
が育っていくのではないか」と考えます。ぜひ
支部会活動にも積極的に参加いただければと思
います。
　来年も素晴らしい賀詞交歓会が出来るよう会
員の方々のご協力をお願いいたします。

衆議院議員・務台俊介様 長野県県会議員・本郷一彦様
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松本市医師会庶務理事・唐沢博之様 宮澤整形外科医院院長・宮澤美智彦様

独立行政法人松本医療センター
整形外科医長・磯部研一様

瀧本庨税理士事務所
所長・瀧本庨様

前衆議院議員・小松ゆたか様 前長野県健康福祉部部長・大月良則様
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　令和元年度救急救命法講習会が令和2年2月
16日（日）松本市松南地区公民館に於いて中信
支部会員20名が参加して開催されました。足場
の悪い雨模様でしたが一昨年の前回講習会に続
き今回も松本広域消防局の渚消防署より吉田翔
太郎様、山本隼巳様2名の救急救命士を講師に
招いて、実際の救急処置や救護活動等で活動さ
れている消防署員による現場の声を交えた「普
通救命講習」を行いました。
　先ずJRC蘇生ガイドライン2015に沿った「応
急手当講習テキスト改訂5版」を基に「心肺停
止者の発見からダミーによる心肺蘇生」までの
手順をAEDの操作方法や注意点等を含めた説
明の後、個人、グループに分かれて2名の救急
救命士指導のもとダミーにて心肺蘇生法、
AEDの実施練習を行った。高田会長はじめ参
加会員全員が和気あいあいと訓練を行い非常に
有意義な講習会となりました。

1、応急手当の基礎知識としてのポイント
　①�救急車が到着するまでには全国平均約9分

かかるので、「救命の連鎖」と「救命のリ
レー」が大切である。

　②心停止の予防
　　（自分自身の予防も含まれる）
�　③早期認識と通報
　　�（固定電話か携帯・スマホではGPS機能を

使うと位置確認が早い）
　④�「日本救急医療財団全国AEDマップ」の

活用を！
　　（http//www.qqzaidanmap.jp）
　⑤�心停止の予防、早期認識と通報
　　�一次救命処置の心肺蘇生とAEDの３つが

住民に関わってくる協力が必要な役割であ
る。

　⑥�急性心筋梗塞、脳卒中等の病気以外では運
動中の心臓震盪やアナフィラキシー等の環
境が影響する場合での発生がある。

2、救命処置でのポイント
　①�10秒間確認して呼吸の有無が不明な時や痙

攣のような全身ひきつけのような動きは
「反応なし」と判断する。

　②�胸骨圧迫のリズムを100〜120回/ 1分間の
テンポで30回手を胸から離さず絶え間なく
行う。押す深さは約5㎝。小児は胸の厚さ
約1/ ３が沈むまで圧迫。

３、その他
　�痙攣や熱中症等の注意点や異物除去について
　この「救急救命法講習会」は我々の日々の業
務、災害現場での活動、救護訓練またスポーツ
現場でのトレーナー活動等において必要となる
内容ですので、定期的に開催し確認しておくこ
とが大切であると感じました。
　最後に吉田翔太郎様、山本隼巳様2名の救急
救命士には、お忙しい日々の業務の中ご講義頂
き大変感謝申し上げます。休日の早朝より参加
頂いた各会員も大変お疲れ様でした。

令和元年度中信支部救急救命法講習会
中信支部事業部長　権藤　俊和
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　諏訪市介護予防事業「健康柔ら体操教室」は
諏訪市内6軒の接骨院、整骨院の仲間で構成
し、平成28年10月より始まり、今年で4年目と
なりました。年々参加者も増加傾向でしたが、
新型コロナウイルス感染拡大防止の為、行政か
らの要望で中止せざるをえなくなりました。高
齢者が身体的要素・社会的要素・精神的要素が
原因となりフレイルに陥らぬよう懸念される
中、全国各地で３密を避けようと、高齢者がデ
イサービスや運動教室などへの足が遠のき、そ
の結果、筋力が低下し転倒したなどの報告がさ
れております。
　諏訪市の担当者から「柔道整復師会の皆さん
でYou�Tubeの諏訪市公式チャンネル内で介護
予防運動はできないか」という要望があり今回
の撮影に至りました。

　第1回目の撮影は4月27日（月）に行われ阿
部光典代表と濵ひろみ副代表が撮影に参加し、
諏訪市社会福祉協議会の皆さんが考案した「す
わっ子いきいき体操　温泉編・八ヶ岳編」の体
操、自宅にあるタオルを使った運動、筋トレ及
び脳トレを行いました。2回目の撮影は5月14
日（木）に行われ他4名も参加し撮影を行いま
した。高齢者の皆様がどのくらいインターネッ
トの環境下にあるのかは未知数ですが、少しで
も多くの皆様にご覧いただき、何より介護予防
教室早期再開を祈るばかりです。

You Tube諏訪市公式チャンネル   
介護予防体操撮影会に参加して

南信支部　広報部　野口　邦治
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　新型コロナウイルスに関する国内での初報道
は令和元年12月31日でした。その頃は、対岸の
火事と思っていたものでしたが徐々にニュース
での報道時間も多くなり３月中旬まで予定して
いた「健康柔ら体操教室」も感染拡大防止のた
め2月後半より急遽中止となりました。また例
年は、4月より健康柔ら体操教室を開始する予
定でしたが、感染拡大防止の為、新型コロナウ
イルスが落ち着くであろう10月からの開始に変
更となりました。ただ、もっと早く新型コロナ
ウイルスが落ち着けば、早期に開催する事も視
野に入れての延期となりました。
　健康柔ら体操教室の参加者も年々増加傾向に
ありましたが、思わぬ形で中止せざるをえなく
なり参加者のフレイル予防対策が心配されまし
た。全国各地で３密を避けようと、高齢者がデ
イサービスや運動教室などへの足が遠のき、そ
の結果、筋力が低下し転倒したなどの報告があ
りました。
　そこで諏訪市では、参加者のフレイル予防に
と、濵ひろみ先生が作成した体操資料を健康柔
ら体操教室全参加者に郵送・配布して自宅でも
体操を継続し、健康な状態を維持してもらうよ
う呼び掛けました。可能であればタブレット端
末やオンラインを駆使して教室ができればと思
いましたが、設備、整備には時間が掛かる為、
運動法など分からない点があれば、電話にて予
約などしてもらい諏訪市内6軒の各接骨院・整
骨院で対応する事になりました。
　そんな中、諏訪市の健康柔ら体操教室担当者
から「You�Tube�諏訪市公式チャンネル内で私
達講師の先生方で介護予防運動を幾つかできな
いか」という問い合わせがあり動画の撮影に至
りました。第1回目の撮影は、濵ひろみ先生と

私が出演し、思わぬ形でYou�Tubeデビューと
なり晴れてYou�Tuberになりました（笑）動画
内容は、すわっこいきいき体操温泉編・八ヶ岳
編という体操と自宅に有るタオルを使った運動
法や筋トレ、おまけとして脳トレの4本構成
で、オープニングからエンディングまで問題な
く撮影が終了しました。2回目の撮影は、同会
場にて他4名の会員も参加し各パートを担当し
行われました。

-----------※詳細は同広報誌に掲載-----------

　7月に入り、コロナウイルスが落ち着いて来
た為、予定より早く中止としていた健康柔ら体
操教室を8月20日より再開する運びとなりまし
た。再開にむけて、体操教室を行う会場の注意
点や参加される皆様へのお願い等、感染予防対
策を行っての条件付きの教室再開となりまし
た。
・�各施設の大きさや冷房、換気等の対策の有無

により人数制限をし、申し込み制としまし
た。

・�感染が確認された時の追跡調査の為、申し込
みをしていない飛び入り参加は認めない事と
しました。

・�体操教室への入室前に検温、アルコールでの
消毒、マスクの着用をお願いする事としまし

健
けん

康
こう

柔
やわ

ら体
たい

操
そう

教
きょう

室
しつ

　再開に向けて
南信支部　諏訪市介護予防事業　阿部　光典
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た。
・�冷房設備のある施設でも必ず換気を実施する

事としました。
・�再度、感染の拡大が起こった場合は教室の中

止もありうる事となりました。

　また、私たち講師側の注意点として
・�正・副講師　共に消毒用アルコール、ポータ

ブル拡声器、掃除用キッチンペーパーを持参
し教室を行う。

・�検温は非接触式で測定し、37.5度以上は入室
せず参加を見合わせてもらう。

・�通常より少し早めに終了し、椅子やテーブル
など使用したものの消毒を行う。

・�熱中症対策として休憩、水分補給の時間をこ
まめに取る。

・�講師のマスク着用については教室をやってみ
てベストな方法をとる。

・�椅子の配置は円にならないように前後左右の
間隔やソーシャルディスタンスを心掛ける。

・�講師、参加者共に原則マスク（フェイスシー
ルド）着用とするが、参加者からマスクを外
したいとの希望が出た場合、隣同士が2ｍ以
上の間隔を確保でき換気が十分な環境である

場合のみ着脱を許す。
　以上の事を徹底し、毎回無事に教室を終了で
きるよう細心の注意を払い進めていく事になり
ました。
　再開された8月20日は、天気予報で「危険な
暑さなので外出を控えるように」と放送された
猛暑日。参加者の皆様から「マスク着用での体
操は、かなり厳しい」との声が多数聞かれ、中
には我慢できずマスクを外す参加者もいまし
た。その対応に市の担当者や私たちも戸惑った
ものの、再開2日目からは空調の効いた施設で
の開催や、9月に入り陽気も次第に涼しくなり
問題無く教室を進められました。現在は予約制
で各会場人数制限を設けているので容易に教室
参加ができず、参加回数が以前より減ってしま
うので自宅でも行える体操や運動を中心に指導
しています。新型コロナウイルス感染を恐れ運
動はもちろん買い物や公民館等で行う集いなど
の外出をためらい、身体活動の低下がみられま
した。フレイルに陥らないよう健康柔ら体操を
通じて、地域の方々の健康維持を目指しチーム
一丸で取り組んでいきたいと思います。
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　令和２年２月９日（日）早朝からの雪による
悪天候の中、午前１０時の開会を待ちわびるよう
に、参加予定者を上回る９４名（東信２１名、北信
３６名、中信２０名、南信１４名、会員外３名）が参
集し、本会３階柔道場で９０分に及ぶ講習会が開
催されました。
　講師には信州大学医学部保健学科理学療法学
専攻、理学療法士　百瀬公人教授をお迎えし、

「転倒予防のための指導法について」というタ
イトルでご専門の立場からご講演頂きました。
　転倒の要因を内的要因（加齢変化・身体疾
患・薬物）と外的要因（物的環境）に分類し、
特に加齢変化である「筋力低下」「筋持久力低
下」「運動速度低下」「反応時間低下」「巧緻性
低下」「視覚低下」にスポットを当て医学的根
拠の重要性を強調されました。
　効果的な介入を果たすためには動作の練習、
筋力の維持向上、適切な補助具の選定、活動性
の向上に伴う機能の改善が不可欠であり、リス
クを管理しながら最大の効果を生む積極的な介

入が大切であるとまとめられました。
　講義の合間合間に参加者全員が自身の心拍数
を計測し、運動負荷強度の計算方法を体験する
など実践的なセミナーとなりました。
　既に転倒予防教室等の現場で指導に当たられ
ている会員にとっては、「高齢者に対して運動
負荷を最大限に与える、若しくはそれに相当す
る時間を使わなければ筋力の維持向上は難し
い」という、かなり厳しい内容の講習会となり
ました。
　しかしながら、柔道整復師として今後どのよ
うに介護予防に関わっていくべきかを示唆す
る、大変有意義な講習会であったことは事実で
す。
　令和２年度から導入される「通いの場」で、
私たちの持っている知識、技術、人間力に益々
磨きをかけ、県民にとってなくてはならない存
在へと昇華していく大変良い機会に恵まれた、
と喜んでいる会員も多数見受けられました。

令和元年度   
機能訓練指導員・フォローアップ講習会

東信支部　金児　　充



54

　毎年恒例の理事研修会が令和２年２月１３日
（木）の午前１１時から正午まで本会会館にて開
催されました。本会の理事を対象に資質向上等
を主目的に毎年継続的に行われておりますが、
審査会・理事会の開催日という事と相まって今
回は特別に理事以外の監事・審査補助委員の先
生方をお誘いしたところ全員に快諾頂き受講い
ただく運びとなりました。本会の参加者は
　・高田　　保　会長　　
　・酒井　正彦　副会長
　・柏木　久明　副会長
　・宮下　　厚　南信支部長
　・石坂　秀司　東信支部長
　・西條　賢治　北信支部長
　・三澤　茂明　中信支部長
　・西條　義明　理事
　・原　　　隆　理事
　・田中　健一　監事
　・伊藤　　睦　監事
　・金児　　充　審査補助員
　・鶴田　　隆　審査補助員
　・降籏　秀徳　審査補助員
　・渡邊　　尋　審査補助員
　　計１5名でした。

　指導関係機関の講話担当は下記の皆さまでし

た。講話の要点とともに記載させていただきま
す。
○長野労働局労働基準部労災補償課　
� 労災医療指導官　小林秀光様
・労働基準部労災補償課分室の移転についての

説明・療養費の請求に関して、様式7号につ
いては月毎提出ですが（基本的に）例えば初
検時に今後３カ月ぐらいの加療が必要と思わ
れれば見込みで必要枚数３枚を用意してもら
ってもよいとの事・療養の給付の時効が２年
であること・政府の働き方改革の推進等の説
明。

○全国健康保険協会長野支部業務部　
� 部長　上村克也様
・平成３０年度・令和元年度柔道整復療養費支給

決定状況については一施術所あたりの請求減
少あり。今後、被保険者、配偶者増により２
〜３％増加の見込みあり。多部位・長期・頻
回の文書照会については抑止力的に捉えてい
る。返戻については相変わらず受領委任欄の
記載間違いが多く今回元号の改訂に伴う用紙
変更等あり印字ずれが多く見受けられる。

○長野県国民健康保険団体連合会
� 審査業務課　主査　藤木　勝様
・全体費用として２６年度から３０年度までの推移

２６年前年比１００.7％〜９7.３%となっている。３０

令和元年度理事研修会報告
保険部長　柏木　久明
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年度の返戻状況については療養を受けた者の
氏名、性別、保険証情報・受領委任欄の間違
い等、事務的ミスで返戻の４5.5%を占めてい
る。再審査取り扱い状況では施術中断後等の
初検料誤りが多数である。

　講話終了後、理事から患者調査についてと事
務的な支払い側関係者の柔道整復師への対応態

度等についての要望がありました。
　一講話２０分程度でお願いし、短時間ではあり
ましたが中身の濃い研修会となったと思いま
す。
　出席者の皆様、お疲れ様でした。
　次年度も理事研修会を開催する予定です。
� 以上
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　令和２年２月２7日（木）午後1時３０分より、
長野県庁西庁舎１１２号会議室にて長野県健康福
祉部・介護支援課主催で、「介護予防事業の評
価項目等に関する検討会」が開催されました。
　この会の目的は介護予防等について、市町村
の取組成果を評価する仕組を構築するため、研
究機関等と連携しながら、介護予防・フレイル
予防等に資する具体的な取組を基に、評価指標
の検討を行い効果的な介護予防事業を推進する
ことです。
　上記により研究機関からは、理化学研究所の
ユニットリーダー、室長代理兼上級研究員のお
二人を迎え、専門職団体の代表として柔道整復
師会以外に理学療法士会、作業療法士会、市町
村より保健師等の資格を有する３市町村の代表
者に県の担当者4名が加わり１３名で構成されて
います。

　開会前に、以前から運動指導の要請があった
「通いの場」について介護支援課の担当者から
当会と理学療法士会、作業療法士会に説明があ
りました。具体的には来年度の予算が可決すれ
ば実施すること。県の事業として以下の３点あ
るということでした。
1．住民主体の通いの場が全県で実施できるよ

う市町村の担当者向けの研修会を開催する。
２．市町村によっては初の試みであるためアド

バイザーを派遣する。
３．実際に始めるにあたり効果的な事業にする

ため当会を含め専門職３団体に派遣を依頼す
る。

　以上ですが、詳細については決定後連絡を頂
けるということでありました。

　本題の会議事項は、
　⑴　�事業概要及び国動向、県内の介護予防教

室実施状況等
　⑵　高齢者の運動機能計測と運動教室の効果
　⑶　各機関からの取り組み報告等
　ということで、最初に篠原長久長野県健康福
祉部介護支援課長より、出席者に対し日頃から
長野県高齢者福祉の推進に対し大変ご尽力頂い
ていることに御礼がありました。続いて長野県
は全国トップレベルの健康長寿県であり介護認
定率や介護費用に関しても低い水準で来ている
が、今後ますます高齢化が進むなか少子高齢化
により支える年代の人口が減少していくため、
元気な高齢者を一層増やす必要があることを強
調されました。その上からも介護予防が重要と
なるが、実施されている介護予防教室等につい
て効果的な取組ができますようご助言を頂きた
いとの話がありました。
　
　続いて自己紹介の後に今回の介護予防評価事
業について詳細な説明がありました。事業内容
としては単年度だけでなく令和4年度まで検討
会を以下のような予定で実施するとのことで
す。
　令和元年度、２年度：
　・研究機関等との検討会の実施
　　�評価実施市町村、リハビリテーション専門

職等団体関係者及び学識経験者で構成する
検討会を通じて、市町村で実施可能な評価
項目（案）や評価項目に対して効果が得ら
れる運動プログラム等を検討する。

　令和３年度：
　・�モデル市町村において評価項目（案）や運

動プログラムを試行

— 介護予防事業の評価項目等に関する検討会 —
保険部　介護班長　原　　　隆
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　・研究機関等との検討会の実施
　　�モデル市町村での実施結果を踏まえ、評価

項目や運動プログラム等の効果的な実施方
法の検討を行い、評価項目等を決定する。

　令和4年度：
　・評価項目等に関する研修会の実施
　　�評価項目を活用した予防事業の効果、検証

を促す。
　　�リハビリテーション専門職派遣事業の活用

を促す。
　上記の説明の後に基となった国の動向また介
護予防教室や通いの場に関し、令和元年度の県
内実施状況の集計結果等について説明がありま
した。
　
　次に、姫野龍太郎理化学研究所本部�計算工
学応用開発ユニット・ユニットリーダー�運動
機能の脆弱化予知予防研究室・主査より「高齢
者の運動機能計測と運動教室の効果」について
パワーポイントを用いて講演を頂きました。始
めに理研では後期高齢者になると急増する要介
護を防ぐため「健康脆弱化を予知・予防する」
ことを課題に「高齢による脆弱」、「認知症等の
精神神経疾患」、「関節疾患」、「転倒・骨折」を

「脆弱化」と定義し、脆弱性の把握また是正手
段の導入により個々人の健康力を最大化するこ
とを目標として活動を推進されている説明があ
りました。続いて運動機能に関する開発と研究
のなかで実証されている運動トレーニングメニ
ュー、計測技術や方法等を解説頂き県内３市町
村でも実施され、この取組により参加者の運動
機能だけでなく認知機能も含め効果があったと
報告がありました。次に効果を上げるため多角
的な提言等がありましたが、以下の「運動機能
脆弱化予知予防に向けた提言」は今後の重要な
課題になると感じました。
　①�標準値や個人に適した目的値の提示法の開

発
　②個人に適した歩行のアドバイス法の開発
　③個人に適した歩行グッズの提示法の開発

　④運動機能計測技術の標準化
　⑤�運動機能計測継続の重要性、対象年齢層の

拡大
　⑥�地域的な高齢者健康づくりや地域活動への

参画の支援
　⑦健康設計コンシェルジュへの展開
　⑧�本コンソーシアム活動成果の継続的コホー

ト評価
　以上、短時間ではありましたが分析を生業と
する専門家の講義に初めて接することができ、
感銘とともに大変勉強になりました。

　最後に専門職や市町村の各機関の介護予防事
業の取組状況の報告の時間となり、当会として
は＜別紙＞のように本会の概要から4市町村の
データを基に介護予防教室の取組状況を発表し
ました。その後は、意見交換の時間となりまし
たが、理研の先生より当会に対し資料に提出し
た「介護予防事業冊子�改訂第３版」について

「ずいぶん立派な冊子ですね」とお褒めのお言
葉を頂き、さらに「第３版ということは歴史が
あるんですね。こういう活動をされているとは
知らなくて凄いと思いました。」と称えて頂い
たうえに長野県独自で作成ということも驚かれ
ていました。
　
　今回、理研の先生のご意見からも当会を広め
る良き機会になったことを実感するとともに、
プレゼンするにあたりデータ作成等のご協力頂
いた会員を始め、全国に先駆け介護予防教室の
礎を作ってくださった諸先輩へ、あらためて感
謝の思いで一杯になりました。
　新型コロナウイルスにより社会全体としても
新しい生活様式となるなか、介護予防事業も同
様に則した対応が必要となり講師等を担当頂く
会員の皆様には大変ご苦労を頂いていますこと
も、心より感謝申し上げます。
　
　この検討会を重ね長野県として一定の効果を
上げるカリキュラムが出来れば、大変有意義な
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長野県庁外観

正面玄関

事業になると思いますし、介護予防事業は今後
ますます高齢化が進むなか、社会保障を維持す
る上で重要な事業であります。私たちが、その
一端を担える立場にあることは誇りでもありま
すが、成果を期待する声に応える責任も重大で
あります。その地道な努力の結晶として私たち
介護班としましては、長年にわたり真摯に取り

組まれている会員の皆様、また新たに参入頂き
共に努力頂いている会員の皆様の実績を基盤
に、今後は当会また公益ならではの事業として
施術所内で介護予防の業務が可能となるよう推
進して参りたいと思いますので、今後もご理解
ご協力のほど何卒宜しくお願い申し上げます。
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　令和２年３月4日（水）午後5時より、ホテ
ル国際２１「弥生の間」において長野県議会県民
文化健康福祉委員会の皆様と本会理事による初
の懇談会が開催されました。（出席者名簿は別
紙資料参照）
　会議の目的は、「県民文化健康福祉」に関連
する当会の事業内容をご理解いただき、本会が
その分野で今後さらに活動範囲を広げられるよ
う委員会に協力を求めるということです。今
回、介護班長の私が当会の介護予防事業の活動
の場を拡大できるよう委員会に働きかけたこと
が発端となったため私の方で会議の取り纏めを
させて頂きました。
　この時期、新型コロナウイルスの感染状況に
よっては開催も危ぶまれましたが、議会事務局
の指示のもとホテル側にもご協力を頂き、万全
な感染対策を行ったうえで懇談会・懇親会を開
催することができました。（次第等は別紙資料
参照）
　会議では、各部長が本会の概要や日頃の公益

活動、台風１９号のときにボランティア活動とし
て避難所で被災者のケアをしたことなどを報告
しました。委員会からは歯科医師会と当会が共
同で口腔フレイル予防を推進したらどうかと提
案されました。加えて、委員ご自身の体験をも
とに、フレイル予防は高齢者だけでなく若い世
代から大切であり、そのためにも柔道整復師が
必要だと感じているので新たな分野を開拓して
ほしいと要望されました。本会の活動に関して
委員会の皆様の前向きなご助言と各方面への働
きかけは大変有り難いと思いました。
　今回、特筆すべきことは県議会との会合も初
の試みですが、会議２日後の３月6日に開催さ
れた「令和２年２月定例会　県民文化健康福祉
委員会」のなかで２名の委員に当会のことを取
り上げて頂き、その発言が公の会議録に掲載さ
れたことも初めてだと思います。
　詳細は、長野県議会のＨＰ（https://www.
pref.�nagano.�lg.�jp/gikai/chosa/）の会議録検索
のバナーより委員会の閲覧を選択し「県民文化

— 県民文化健康福祉委員会との懇談会について —
保険部　介護班長　原　　　隆
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健康福祉委員会」の令和２年をクリックすると
一覧が表示されます。その中の「令和２年２月
定例会県民文化健康福祉委員会０３月０６日-０１号」
をクリックすると閲覧できますので是非ご覧く
ださい。
　この事業は本会全体に関係する事案なので、
次回の開催から総務部が担当することになりま
した。草の根運動のように、こういった場を持
ち続けることが当会や柔整師の認知度を高める
ことになりますので、会員の皆様にはご理解と
ご協力をお願い致します。
　以下は、資料として実際の会議録より当会に
関わる発言部分を転記し当会の名称等を赤字に
したものであります。※掲載するかどうかにつ
いては広報部でご検討をお願いいたします。
　
◆宮本衡司　委員　分かりました。いろいろな
幅広いお仕事に従事されておられるので、そう
いった中でも、お一人で、中と外といろいろと
お仕事をなさっている中で、また、これが、や
っぱり本庁にいてもらいたいとか、いや、この
ままでいいとか、いろいろな意見が出ると思い
ますけれども、臨機応変な対応をお願いできれ
ばと思います。
　それと、公益社団法人の長野県柔道整復師会
という会があるということです。いろいろ、こ
の会、話を聞いたら、昨年の台風１９号のときも
リハビリということで、大勢の会員の皆さん方
が現場で避難しておられる方のリハビリをやら
れたり、かなりいろいろとボランティアで協力
をしていただいておられます。何か歴史を聞い
たらかなり古いですよね。大正１３年に会が立ち
上がって、昭和１１年には、もう既に、どういう
方式か分かりませんけれども、保険を使ってい
ろいろ治療に当たってきたというので、かなり
歴史のある組織ですけれども。
　そういった中で、言うなればこのフレイルの
一翼を担うような事業をやっている方々の集団
です。いろいろ見てみると、中に口腔体操とい
うのも推進しているんです、口の運動ですね。

これによって歯を丈夫にしたり、口の中の筋肉
の機能を維持するとか、口の中のいろいろな機
能も強化できるような、そういう体操も考案し
てやっているというところもあったんです。
　そんな中で、健康福祉部のパンフレットの中
に、このフレイルについて、情報を書いてある
中で、フレイルに関わる関係機関の一覧表とい
うのがここにあるんです。まずここにいろいろ
上から下まであるんですが、これは、ここに書
いてあるとおり、代表的な団体の連絡先を記載
していますと言うんですけれども、フレイル予
防のためにいろいろやっていただいている組織
というのは、これ以外にもあるということです
か。
◎原啓明　健康増進課長　フレイル予防に関す
るお尋ねをいただきました。私ども、昨年度か
らフレイル対策を進めるために、いろいろな専
門職種の方々にお集まりをいただきまして、検
討会をやっているところでございます。このパ
ンフレット自体は、やはりそういった専門職種
の方々に、よりフレイルに関する知見を深めて
いただくということをまず目的に作ったという
ことと、市町村等の現場でフレイル対策をして
いる方々にも、こういった団体を知っていただ
きたいということで、パンフレットを作成して
ございます。全ての団体がここに網羅されてい
るかと言われますと、そこははっきり全てとは
申し上げにくいんですけれども、私どもがお集
まりいただいた団体につきましては、ここに全
て掲載をさせていだいているということでござ
います。
◆宮本衡司　委員　フレイル予防の住所・連絡
先ということで、こういう組織がこういう一覧
になっているというのは非常にありがたい話で
す。それで願わくは、例えば今の話、歯科医師
さんと柔道整復師さんなんかの、ほんの一例で
すけれども、同じ歯だとか口腔の関係で共通点
があるので、こういう挙がっている方々が一堂
に会して、いや、それだったら連携してできる
なとかね、ではうちもちょっとそっちのほう一
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緒にやってみようかとか、常に連絡を密にして
やっていけば、より一層、フレイル予防のため
に、何かしらの成果が上がるんじゃないかなと
思っています。そんなようなことで、またお願
いいたします。
◆共田武史　委員　ありがとうございます。体
についての、健康維持という意味で、運動と別
に、実は私もずっとトレーニングしたりしてい
る中で、体が硬くなっていることがあって、ス
トレッチの専門家のところに行ってみた。そう
したら、体が大分快適になることが分かったん
ですね。
　フレイルの前のまだ健康の方々に対しての、
体のメンテナンスの指導、アドバイスというも
のが、多分、今、求められている気がという
か、求められてないんですけれども、やらなけ
ればいけないような気がしているのです。先
日、柔道整復師の方々と話をしました。そのと
きに出てきた話が、介護が必要な人たちも、介
護度が改善するという取組をして介護教室をや
っている、もっと活用してくれっていう話をし
ながら、もっと話をしている中で、私が言っ
た、その体のメンテナスをするということを、
そのチェックと同じようにやっていかなければ
いけないのではないかと。そんな意味で、柔道
整復師というものが、介護改善、または体のメ
ンテナンスをするという意味で、必要だとも感
じているんです。そういった考え方、また柔道
整復師に対しての認識というのは、どのように
考えているのか、教えてください。
◎原啓明　健康増進課長　体のメンテナンスに
関する柔道整復師の方の関わりに関するお尋ね

をいただきました。私ども、先ほどのフレイル
対応の話の中でも少しお話が出ておりましたけ
れども、実は柔道整復師会さんでは、市町村が
行う介護予防事業などの場面で、そういう教室
で活動をされていただいています。ロコモティ
ブシンドロームとか、いわゆる関節とか筋力の
低下、そういうものが進行しないような取組を
されていると承知をしてございます。若い段階
から体のメンテナンスをしていくというのは、
意識の高い方でないと、現状ではなかなか難し
いのかなと感じておりますけれども。委員御指
摘のとおり、やはりそういうことを続けている
方が、一定の年齢になったときに健康で過ごさ
れているということも、今、お聞きしましたの
で、やはりそういう視点も、健康経営とか、そ
ういうセミナーとか、そういった機会を捉え
て、また発信ができればと思います。
◆共田武史　委員　ありがとうございます。正
直、少子化対策とか、この健康福祉に関しての
お取組は、国の取組が後手に回っている感じが
するんです。明らかに３０年後のことを考えれ
ば、今の若い人たちに対して、教育なり習慣づ
けていくことのほうが、重要性が高いはずなの
に、そこには目を向けずに、生まれてきてしま
う要介護者に対しての支援を考えている。その
状況が、対症療法ばかりやっていて、対因療法
をやっているようには思えないものですから、
ぜひ、新しい分野として、柔道整復師の方々と
か、そういったストレッチをやる方とか、体の
メンテナンス、また介護が改善するような取組
を、また研究して進めていただければと思いま
す。



72



73



74



75



76



77



78



79



80



81



82



83



84



85



86

　令和２年6月１２日（金）（公社）長野県柔道
整復師会高田保会長と私とで日本赤十字社長野
県支部を訪問し、令和２年度の寄付金を日本赤
十字社長野県支部事務局長　清水深様　に寄付
金２０万円を手渡しました。
　昨年は台風１９号による被害により日赤との合
同災害救助訓練は中止となるなど予定していた
事業が全部中止となってしまいました。　
　今年度はコロナ禍で日本赤十字社長野県支部

と長野県柔道整復師会日赤ボランティアとの事
業が中止せざるを得ないことになってしまいま
したが、来年度は是非とも開催出来る事を祈っ
ていますと短い時間でしたが事務局長とお話す
ることが出来ました。
　帰る際に担当している方々からコロナ禍が早
く終息して日本赤十字社長野県支部と共に事業
が出来る様にお願いしますとお話がありまし
た。

日本赤十字社長野県支部に寄付金の寄贈
事業部長　宮下　　厚
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日　時　7月4日（土）
　　　　午後３時から午後4時３０分
場　所　日本赤十字社　長野県支部
出席者　高田　保・宮下　厚・上原　哲・
　　　　小林　毅・権藤　俊和・山内　明
　　　　日本赤十字社長野県支部
� 事業推進課長　山﨑　慎哉　様
　　　　救護業務調整担当監　須藤　晴彦　様
� 事業推進課主事　内堀　　渉　様
　　　　日本赤十字社長野県支部　救護隊
　　　　長野県赤十字救護隊　隊長
� 福島　朝雄　様
　　　　長野県赤十字救護隊
� 　北信方面隊副隊長　伊藤　浩一　様

【　議題　】
⑴�　日本赤十字社長野県支部からの事業報告・

要望等
　・令和元年の事業報告
　　�日本赤十字社長野県支部としての活動報

告、予定していた訓練などの報告。
　　�台風１９号災害の時に、当会会員が赤十字マ

ークを使用して活動を行ったことに、感謝
のお言葉を頂戴いたしました。

　・令和２年の事業計画
　　�コロナウイルスの影響で、上半期はほとん

ど訓練など実施できていない。
　　�今後も実施できないのではと予想される。
　　�１１月7日に予定していた第３ブロック支部

合同災害救護訓練は中止。１０月の県防災は
未定。

⑵�　日本赤十字社長野県支部　救護隊からの要
望等

　・�（公社）長野県柔道整復師会赤十字特殊奉
仕団との合同訓練

　　1　無線の使い方
　　２�　救護隊がどういう処置・訓練をしてい

るか。
　　３�　柔道整復師が応急処置でどういうテー

ピングをしているか。
⑶�　（公社）長野県柔道整復師会赤十字特殊奉

仕団からの要望等
　・�訓練はなるべく当会会員が出席できるよう

日曜日に実施していただきたい。

　今年はコロナウイルスの影響で、懇親会は行
われませんでした。

令和２年度日本赤十字社長野県支部・長野県赤十字救護隊
（公社）長野県柔道整復師会赤十字特殊奉仕団との懇談会　議事録

北信支部事業部長　山内　　明

高田会長挨拶 日赤長野県支部　須藤晴彦救護業務調整担当監
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日赤長野県支部　内堀渉事業推進課主事 右：長野県赤十字救護隊隊長　福島朝雄様
左：長野県赤十字救護隊北信方面隊副隊長　伊藤浩一様

日赤長野県支部・長野県赤十字救護隊と
（公社）長野県柔道整復師会赤十字特殊奉仕団との集合写真

懇談会風景

宮下厚県事業部長 日赤長野県支部　山﨑慎哉事業推進課長
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　新型コロナウイルス感染防止のため、延期さ
れておりました令和２年度（公社）長野県柔道
整復師会通常総会及び長野県接骨師協同組合通
常総会が、令和２年8月３０日（日）午前９時３０
分より本会会館にて開催されました。尚、新型
コロナウイルス感染対策として、当日の総会会
場への来場は極力ご遠慮いただき本会通常総会
は委任状での参加、協同組合通常総会は書面議
決書を提出して頂き、ご来賓招待や表彰などは
行わず規模を縮小して実施されました。

【（公社）長野県柔道整復師会通常総会】
　石坂秀司理事の司会進行により、開会に先立
ち物故会員黙祷、令和元年度4名の会員が亡く
なられたことを報告し、ご冥福をお祈りしまし
た。続いて南信支部、原隆理事より柔道整復師
倫理綱領の朗読がありました。続いて、酒井正
彦副会長より、定款第１９条「開会の定足数」の
報告がありました。
　現正会員数　　４２7名
　　　　本日出席者数　２０名
　　　　委任状提出者　２8２名� 計３０２名
　定款第１９条の定めるところにより、過半数に
達し本総会は成立することを宣しました。
　そして、柏木久明副会長より開会の辞が述べ
られました。
　高田保会長より「会員の皆様におかれまして
は日頃から本会の運営にご理解とご協力を賜
り、厚く御礼申し上げます。また、昨年度は台
風１９号の災害ボランティアを始め本会の各種公
益事業に積極的にご参加・ご協力をいただき、
ありがとうございました。本会の社会貢献は関
係団体から高い評価をいただいております。社
会貢献は業界の存続に大いに必要なことだと思
っています。

　さて、いつ終息するか分からない新型コロナ
ウイルス感染症の世界的大流行により日本社会
も大変な状況に直面しています。お亡くなりに
なった方にはお悔やみ申し上げると共に感染さ
れた皆様には心よりお見舞い申し上げます。
　本会も昨年の台風１９号被害に増し一層厳しい
状況を迎えています。このような状況を受け、
コロナ対策などに関する情報は会員の皆様に逐
一発信しております。また、本会の会員への経
済的支援につきましては、中止となった事業予
算をやり繰りして定額会費を減免しました。今
回は、連盟費と互助会費を特例として減免する
ことにしました。それらを合算すると僅かでは
ありますが、正会員一人当たり総額で３３,5００円
の減免となります。また、理事・監事の報酬を
２割削減し来季の運営に充てることにしまし
た。ご承知の通り本会は会費のみで運営されて
いますので政府や地方自治体のような大規模な
経済支援はできません。今後は会費のさらなる
減少も見込んでの運営が必要です。引き続き業
界支援を自民党などに要望してまいります。日
常の生活および業務におきましては感染予防を
徹底しながら今後も続くと思われる状況に順応
することが肝要です。
　保険取り扱いにおきましては平成３０年6月２４
日付で厚生労働省から不適切な患者照会の改善
を求める「柔整療養費の被保険者等への照会に
ついて」の事務連絡が保険者などに発出されま
したが、改善されないばかりか事態は一層激化
しています。適正な保険請求を行っている本会
会員は大きな迷惑を被っています。対応として
は、不適切な患者照会の事例を厚労省の相談窓
口に1件でも多く挙げて下さい。柏木保険部長
は保険者等に直接電話をして問題解決に努めて

令和２年度　公益社団法人長野県柔道整復師会通常総会
長野県接骨師協同組合通常総会　開催報告

総務部　西條　義明
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います。出来るだけ早い時期に厚労省も交えて
保険者と協議することが日整に求められていま
す。
　こんな時だからこそ、明るく前向きに日々の
生活と業務に向かい合ってください。困った時
は一人で悩まず相談してください。皆で力を合
わせて頑張りましょう。」とご挨拶がありまし

た。
　続きまして、酒井正彦総務部長より会務報
告、事務局の霜村巌常務より会員異動について
新入会員・退会者の報告がされました。
　表彰及び記念品の授与を行うところですが、
コロナウイルス感染防止のため表彰式は行いま
せんでした。

　議事に入る前に、定款第１６条の規定により、
議長に中信支部の保尊伸昭会員、副議長には北
信支部の鶴田隆会員が選出、議事録署名人には
定款第２０条により、三澤茂明理事が選出されま
した。続いて審議に入り「平成３１年度（令和元
年度）事業報告」「各支部における地域に対す
る公益事業報告」、「各支部活動報告書」「平成
３１年度（令和元年度）歳入歳出決算書及び監査
報告」が一括上程され、田中健一監事より監査
結果が適正かつ正確であるとの報告がされまし
た。続きまして、「令和２年度事業計画書」「令
和２年度歳入歳出予算」が一括で報告され慎重

審議のうえ全ての議案が滞りなく承認されまし
た。議事関連議案といたしまして、別冊の「平
成３１年度（令和２年度）長野県柔道整復師会会
員互助会収支決算書」の報告もされました。長
時間にわたる慎重審議、有難うございました。
宮下厚専務理事より閉会の辞が述べられ終了致
しました。

【長野県接骨師協同組合通常総会】
当組合の現組合員数　　　　４２7名
　　　本日出席者数　　　　 １8名
������　書面議決書提出者数　２7３名

令和２年度被表彰者ご芳名（敬称略）
〇長　 寿 　祝　　　　東信支部　浅川辰雄
　　　　　　　　　　　中信支部　磯部栄二　永澤清志
　　　　　　　　　　　南信支部　大島久和　小嶋静人
〇永年功績5０年　　　　南信支部　酒井省志
〇永年功績２０年　　　　東信支部　坂口　卓
　　　　　　　　　　　北信支部　大滝修二　高原義勝　田中恭子　福澤　亮
　　　　　　　　　　　中信支部　石田和子　甲斐沢稔　北沢　玄　郷津　純
　　　　　　　　　　　　　　　　榊原弘幸　高木肇男　中村吉孝
　　　　　　　　　　　南信支部　飯塚郁代　尾曽共春　小松孝史
〇第２8回日本柔道整復接骨医学会発表
　　　　　　　　　　　井出和光　伊藤　篤　牛山正明　國友康晴
　　　　　　　　　　　原　　隆　廣川喜博　矢嶋大輔
〇生涯学習関係　　　※生涯学習高単位取得者
　　　　　　　　　　　廣川喜博　高橋文彦　廉澤大輔　肥後和樹
　　　　　　　　　　※ボランティア高単位取得者　
　　　　　　　　　　　松澤　真　松本　毅　矢口　修　佐藤賢司
〇令和２年度知事表彰（保健衛生表彰）
　　　　　　　　　　　安藤恒久　保尊伸昭
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　以上、半数以上の出席を戴いておりますの
で、定款第４１条の規定により、本日の総会が成
立することをご報告申し上げます。
　酒井専務理事より開会の辞
　高田保理事長ご挨拶
　「日頃は、長野県接骨師協同組合の運営にご
理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、平成３１年度（令和元年度）の共同購買
等販売高は1億1千5百万円で前年比９１％とな
り約1千5百万円減少しました。それに伴う事
業収入は６,０85,４９４円で前年度より約7万３千円
減収となりましたが、組合を利用された皆様に
割戻金をお支払いすることができる状況になり
ました。
　昨年7月に開催された本協同組合設立２5周年
記念事業で組合員の皆様へ記念品を贈呈させて
いただき、組合の収益を有効に活用することが
できました。
　組合の運営状況としましては、昨年１０月に消
費税が１０％に引き上げられましたが、組合員の
メリットを考慮して日々の診療に関わるカルテ
や申請書等の値段は据え置きました。また、経
費削減のため通信理事会を5回開催し電磁的議
決を行いました。以前から指定業者の営業活動
を後押しする目的で、消費税を除外した斡旋手
数料の設定、広告発送手数料の引き下げ、支払
期日の短縮等を行ってまいりました。斡旋手数
料未払いの指定業者には酒井専務理事が交渉窓
口となり、手数料回収に取り組んでいます。現
在、トーク社並びにメディカルシステム社を買
収したエス・エス・ビー社が支払いに応じてい
ます。東和ハイテック社におきましては、新協

定書の取り交わしと斡旋手数料支払いについて
再三催促を行っております。
　少額の購買も積もれば、まとまった売り上げ
となります。組合の収益が組合員の皆様の一助
になるよう、できるだけ協同組合を通して商品
を購入してください。また、物品を購入した際
は指定業者に協同組合に報告するようお話しく
ださい。また、今年から協同組合のホームペー
ジも立ち上げましたのでご活用ください。
　これからも長野県接骨師協同組合の発展に鋭
意努力して参る所存でございますので引き続き
のご利用をお願い申し上げます。」と述べられ
ました。
　定款４２条の規定により議長の選出について

「総会の議長は総会毎に出席した組合員のうち
から選任する」ことになっており司会者から議
長に中信支部・保尊伸昭組合員、議事録署名人
に柏木久明理事が指名され議事に入りました。
第1号議案「平成３１年度（令和元年度）事業報
告承認の件」及び、第２号議案「平成３１年度

（令和元年度）収支決算承認及び財産目録剰余
金処分（案）承認の件」について伊藤睦監事よ
り、監査報告され本案は原案どおり承認されま
した。
　続きまして、第３号議案「令和２年度事業計
画書（案）決定の件」及び、第4号議案「令和
２年度収支予算（案）決定の件」の件につい
て、慎重審議され本案は原案どおり承認されま
した。
　本日は、長時間にわたり慎重審議ご苦労様で
した。酒井専務理事より閉会の辞が述べられ終
了しました。
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　（一財）全日本労働福祉協会のご協力により
まして「令和２年度生活習慣病予防健診」が１０
月4日長野会場、１０月１１日に松本会場で行われ
ました。
　健診は超音波エコー検査、腫瘍マーカー検査
を採り入れたＡコース（ドック健診）と若年者
層にお勧めのＢコース（基本コース）があり、
前立腺腫瘍マーカー検査、乳房超音波検査、ア
ミノインデックス検査（新しいがん検診）など
のオプション検査を希望された会員も多数いま
した。�
　近年、食生活や運動不足により、糖尿病、高
血圧症、高脂血症といった生活習慣病が問題に

なっています。これらの病気はなかなか自分で
は気づかないものです。体調が悪くなって病院
に行った時には、症状がかなり進行しているケ
ースも少なくありません。生活習慣病予防健診
は自覚症状が現れる前に病気や体の状態をチェ
ックする良い機会です。今まで難病とされてき
た癌も、現在は早期発見、早期治療により治る
ケースが増えています。
　健康のためには、病気の早期発見、早期治療
が大切ですので、少なくとも年に一回の定期健
診をお勧めします。日曜日に健診をして頂けま
すので、来年度も是非多くの会員のご参加をお
願いします。

令和２年度　生活習慣病予防健診
北信支部・事業部　山内　　明
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　令和２年度JA共済連長野自動車損害調査部
と（公社）長野県柔道整復師会との懇談会が令
和２年１０月２９日（木）にJAビル会議室で開催
されました。毎年新年度早々に開催されていま
したが、全世界的コロナ禍という事で延び延び
となっておりコロナ対策を考慮しながら苦渋の
開催でありました。
　JA側参加者は自動車損害調査部部長始め小
諸・伊那・松本・長野各センターの課長クラス
計7名。本会からは高田会長、酒井副会長、柏
木副会長、宮下専務理事の計4名。総勢１１名の
参加でした。会議内容につきましては毎年JA
側から本会への質問事項に本会が返答するとい
う形式が殆どでしたが、今回は本会より数項目
の要望をお伝えしました。
　JA側からは主に4項目の質問がありました。

各項目について（公社）長野県柔道整復師会側
より詳しく説明を加え回答いたしました。また
JA側より本会会員以外の柔道整復師の広告宣
伝において［厚労省認可・交通事故・むち打ち
の専門機関］などの広告を出す者がおり社会的
混乱が起きることを危惧しているので貴会から
の働きかけは可能でしょうか?という要望事項
がありました。本会としては毎年自由民主党長
野県連（県会議員）を通じて各方面へ働き掛け
ている趣旨説明しました。また各保険者からも
関係各位へ違法広告の撤廃ができるよう働きか
けて欲しいとお願いしました。
　今後もJA共済長野自動車損害調査部との懇
談会を通じ潤滑に自賠責の保険診療請求が行え
るように努めてまいりますので宜しくお願いし
ます。

JA共済との懇談会
保険部長　柏木　久明
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　令和２年１１月１３日（金）審査会終了後、本会
会館３階道場にて、福田顧問弁護士を講師に理
事・監事・審査補助委員１5名が出席し研修会を
以下の通り開催した。

1．開会の辞　酒井正彦副会長
２．会長挨拶　高田保会長
　　講師挨拶　福田雅春顧問弁護士
　　　　　　　演題「損保会社の対応について」
３．閉会の辞　宮下厚専務理事

　高田保会長より、自賠責請求について色々被
害もあります。問題点や対処ついてどうか詳細
にご説明を頂きたいとの挨拶がありました。ま
た、福田雅春弁護士は、最近交通事故の請求に
ついて調査が頻繁にあると言う事で少しでも先
生方のお役に立てるお話ができればと思いま

す。引き続き講話に入りますが、何時でも質問
をお受けいたしますし、発言していただければ
より有意義な勉強になりますのでよろしくお願
いいたしますと挨拶されました。
　始めに不正請求や間違った請求で何が問題と
なるか。一番深刻な問題は刑事事件詐欺罪で保
険者が警察に告発する。柔整の不正は何処から
発覚するのでしょう。調査の対象となる請求は
どの様な請求でしょう。保険者は患者からも情
報提供を求める。個人情報開示については保険
者に権限はないので対応も心得る必要がある。
裁判等に持ち込むことは心労が有るので止めた
方が良い。トラブルを起こさないためには担当
者とよく話をして信用を得る。等々再認識させ
られ大変有意義な研修会になったと実感いたし
ました。以上、損保会社への対応について懇切
丁寧にご説明を頂きました。

福田雅春顧問弁護士による研修会開催報告
総務部　西條　義明
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　令和２年度現在、5４名の会員の協力を得て県
内１２市町村（東信1・北信３・中信３・南信
5）で介護予防教室が行われています。柔整師
は運動器の専門職であり、長年の努力と実績か
ら介護予防事業に適職であることから、県は他
の専門職と同様にフレイル予防の分野において
も大きな期待を寄せています。それに応えて、
本会が介護予防事業を拡大するには未実施の各
自治体への働きかけが必要なため令和２年4月
に新規参入希望者を募ったところ、コロナ禍で
ありながら介護予防事業に参入していない１４市
町村の会員を含め、６０名という多くの会員に参
入希望を頂くことができ大変うれしく思ってい
ます。
　長野県も今年の３月後半より新型コロナウイ
ルス感染者が増加傾向にあったため、不要不急
の外出を控える自粛要請が出され介護予防教室
も全県で一時中止になるなど、業界同様に多大
な影響を受け心配しましたが、現在は再開され
ています。

　そこで、介護班は皆様の期待に沿えるよう次
のように対応しました。
　前年に県から介護予防事業として、「介護予
防教室」と「通いの場」での指導要請が本会に
ありましたが、コロナの関係で２月以降協議が
中断していました。そこで、介護予防教室に絞
り、参入していない各自治体に当会の事業内容
をご理解頂き、来年4月からの参入を目指すこ
とにしました。それには来年度の予算や事業計
画を立案する前の時期が良いと判断し、各自治
体と参入交渉会議を行ったところ反響がありま
した。市長や行政担当者とつながりがない市町
村との交渉に当たっては、３月に「県民文化健
康福祉委員会」と本会理事との懇談会でお世話
になった当時委員長の清水純子県会議員に相談
したところ、地元の公明党の市町村議員をご紹
介頂き、当会の都合に合わせ、速やかに日程調
整が行われ会議にも同席してくださいました。
　以下が交渉会議の一覧です。

— 介護予防事業・新規参入の経過について — 
保険部 介護班長　原　　　隆
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　今回は、すでに参入が決定している須坂市以
外の１３市町村と交渉しました。各市町村で、市
長を始め介護予防事業担当者に当会の概要や介
護予防教室の実績を説明し、参入を希望したと
ころ、どこも真摯に対応され、前向きに検討頂
く約束が取り付けられた旨の報告書が担当者か
ら届いています。
　その後、複数の市町村から再度の会議要請や
実際に指導している教室の視察や動画を見たい
等の要望がありました。来年度より新たな教室
を開始できるよう介護班としても鋭意努力して
参ります。

　参入希望の皆様には、早い時期に具体的な日
程等をお伝えしたいと願っていますが、講師と
して実際に介護予防教室で指導ができるまでに
は、見学や練習等の準備期間が必要となりま
す。そこで、実技指導のイメージを少しでも理
解してもらえるよう３教室のDVDを過日配布
しましたので、参考にしてください。
　今後も感染症予防に留意しながら実践的な研
修会や見学会等を計画して参りますので、ご理
解ご協力のほど何卒宜しくお願い申し上げま
す。

8月19日　佐久市役所

8月19日　松本市役所

8月25日　千曲市役所

9月9日　茅野市役所
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　令和２年１１月5日（木）午後２時より、長野
県庁議会棟２階自民党県議団室において、自民
党県議団所属県議会議員と本会より、高田保会
長・酒井正彦副会長・柏木久明副会長・宮下厚
専務理事・西條義明の5名が出席し開催され
た。当初予定されておりました以上に大勢の自
民党県議団の皆様方の出席に大変驚き入りまし
た。高田保会長より、当会は公益社団法人とし
て、２０２5年問題と２０４０年問題を背景に、柔道整
復師の果たす役割や機能訓練指導員と言う立場
で、県民の健康保持・増進に貢献したいと思っ
ておりますと挨拶されました。そして当会のみ
出席者の自己紹介をさせて頂き懇談に入りまし
た。懇談内容は、令和３年度、国・県の予算・
施策に対する重点要望について、当面する諸課
題について、県議会・自民民主党に対する要望
等、既に提出いたしました要望事項について、
追加資料を含め以下の通り要望を申し上げまし
た。

【要望事項】介護保険の基準緩和型通所サービ
スAについて。

【要望内容】サービス提供時間や職員配置等の
基準を緩和したサービスとして基準緩和型通所

サービスAが、加齢や疾病により下肢の筋力低
下や意欲の低下により外出する機会が減少し、
生活が不活発になりがちな方について、生活機
能維持、向上のために利用することができるよ
うになりました。県民のために全市町村で同じ
サービスが受けられるように要望します。

【現状・課題等】伊那市が平成２９年度より国の
介護計画に基づき実施している。長野市、須坂
市では、指定業者は緩和されず法人のみ実施。
県内高齢化率が３２.３％と過去最高になり、２０２5
年問題は既に始まっています。医療保険制度な
のか、介護保険制度なのか。はざまで不自由を
強いられている高齢者は存在していると考えら
れる。短時間で体力を考慮しつつ行われる運動
機能回復等に特化した通所型サービスAの有効
活動は医療費削減、介護保険費用削減にも繋が
る有効手段だと思います。尚、当会では、２０２5
年問題を背景に、機能訓練指導員講習会を毎年
開催し認定しております。公益法人として県民
健康保持・増進に貢献したいと思っておりま
す。県民が平等にサービスを受けられます様
に、県下全市町村が統一された介護法の条例を
緩和されますことを願っております。

県政党懇談会の開催報告
総務部　西條　義明
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� 北信越ブロック報告

主な議題等
１�．台風19号災害見舞申請について
　�　長野県は３会員が半壊と認定され日整から

各1０万円が支給された。
２�．台風19号豪雨災害による救護活動助成金申

請について
　　長野県は現在申請中。
３�．日接医学会理事候補者の推薦について
　　萩原日整副会長を推薦済み。
４．全国国民年金基金からの提案について
　�　加入率が伸びないので引き続き加入を啓蒙

する。
５．パソコンの入れ換えについて
６�．救護トレーナー活動に係る助成金支給対象

大会の追加申請について（北海道・山口県・
福岡県・大分県）

　�　２０２０年度の救護トレーナー活動助成金申請
は４月３０日までに行う。それ以降は認められ
ない。大会参加規模が３０００名から5０００名に引
き上げる。国際大会に対する助成金は別枠。
長野県の申請状況確認。

７．令和２年度療養費改定について
　�　令和２年１月２３日付日整保健部発「令和２

年度療養費改定について（案）を参照。基本
的スタンス：療養費改定を求めず併給調整問
題及び保険者等の要求事項の凍結を厚労省に
求める。

８．地方共済協議会との協定の改定について
９．NPO法人JUDOSについて
1０．会員向け情報発信方法について
　　全会員へ日整トピックスなど配信する。

11�．令和２年度日整学術大会開催担当都道府県
について

　�　日整学術大会２０２２年度（北信越は富山学
会）より日整主導で毎年開催する。

1２�．令和２年度学術大会及び匠の技プロジェク
ト等について

1３�．５月３1日「匠の技講習会」を開催するので
各県から若手指導者を１名推薦する。「匠の
技」指導者は各県で匠の技を普及する。日整
主催講習会は年４回開催するが２回までは指
導者本人が受講して、他の会員は２回代理受
講できる。一人分は日整から費用弁償され
る。

1４�．日整会長学術賞受賞候補者と帰一学術賞内
規の解釈について

　　長野県の対象者なし
15．その他　報告事項
　①�　令和２年度日整通常総会開催日
　　　令和２年６月２８日（日）正午
　②�　柔道整復施術療養費等疑義解釈の改定に

ついて
　　�　令和２年１月２３日付日整保健部発柔道整

復施術療養費等疑義解釈の改定について
（報告）を参照。

　③�　施術管理者研修申し込み方法の変更につ
いて

　　　優先度により受講者を決定。
　④　日整柔道大会の日程について
　　　11月２1日（土）　�日整学術・生涯学習講

習会　
　　　11月２２日（日）　日整柔道大会

北信越ブロック会長会報告
� 令和２年2月8日　諏訪市

会　長　高田　　保
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北信越ブロック報告

主な議題等
１．北信越ブロック関係
　⑴　６月２０日（土）北信越ブロック柔道大会

及び２1日（日）北信越ブロック学会は中止
とするが、学会誌は発行する。各県で発表
者の発表DVDを作成し、６月末までに石
川県ブロック事務局に送付する。全会員に
学会誌とDVDを送付される。

　⑵　５月３０日（土）長野県主管で開催予定の
北信越ブロック理事会は５月の連休明けに
開催の有無を判断する。＊開催する場合は
５月３1日（日）に行い宿泊・懇親会は行わ
ない。本県の出席者は正副会長と専務理事

（ブロック監事）の４名としたい。
　⑶　石川県では面接確認を社団会員に対して

行った。毎月の公的審査会で多部位・長
期・頻回の施術者リストが提示され、改善
が見られない施術者として対象にあがる。

　　　新潟県・富山県も公的審査で特出した上
位のリストが提示される。

２．日整関係　
　⑴　全国規模の大会における救護トレーナー

活動支援金は大会規模を３,０００人から5,０００
人に引き上げる。

　⑵　今年は療養費の料金改正あり。�
　⑶　来年の北信越学会は富山県主管で行う

が、この学会から日整主導となる見込み
（詳細不明）

　⑷　今年の日整通常総会は書面決議の方向で
検討中

　　　日整全国柔道大会は中止「４月６日連絡
あり」

　⑸　５月開催予定の「匠の技」指導者講習会

は中止「４月６日連絡あり」
　⑹　会員のメリットとして２０２1年度の日整会

費を1,０００円下げる。

３．日整理事会報告関係
　⑴　令和２年度事業計画案について　ほぼ従

来通り
　⑵　令和２年度収支予算案について　ほぼ従

来通り
　⑶　内閣府への令和２年度事業計画書等に係

る提出について
　⑷　常置機関所管事項規程の改正について
　　　事業部→事業運営部へ変更
　⑸　災害見舞申請等について（台風19号長野

県会員）
　　　半壊で１名の追加承認
　⑹　台風19号に係る災害救護活動助成金申請

について（長野県）
　　　総額で9２０，9３６円支給される。
　⑺　NHKラジオ深夜便定期購読の更新等に

ついて
　⑻　講師派遣について
　　　山形県・伊藤保険部長　兵庫県・三橋総

務部長　愛媛県・伊藤保険部長
　⑼　学術講師派遣依頼について
　　　富山県・長尾学術教育部長
　⑽　柔道整復教育評価機構設立準備委員会委

員委嘱依頼（研修試験財団から）
　　　萩原日整副会長が委嘱される
　⑾　各種委員会委員候補の推薦依頼（研修試

験財団から）
　⑿　宮崎県柔道整復師会社団法人設立４０周年

記念式典に係る表彰申請について
　⒀　会費未納者の除籍手続きについて

北信越ブロック会長会報告
� 令和２年４月５日　上越市

会　長　高田　　保
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　　　長野県の該当者なし
　⒁　新入会員の初年度会費分割納入について
　　　４期に分けて分納案に対し令和３年度よ

り実施予定
　⒂　救護トレーナー活動に係る助成金支給対

象大会の追加申請について
　　　石川県・大分県
　⒃　会館改修工事業者の選定について
　　　約１億円の改修工事（リフォーム）
　　
〇長野県からのご提案など
　昨今の社会情勢の変化に伴い来院患者の減少
が進んでいる上に厚労省の事務連絡を遵守しな
い保険代行会社による行き過ぎた患者照会や併
給問題、さらには新型コロナウイルスの拡大が
追い打ちをかけ、業界は厳しさを通り越し、死
活問題に差し掛かっている状態と言っても過言
ではありません。
　この苦境を少しでも改善するために以下の項
目に関して協議をお願いいたします。

１．組合健保などが行っている不適切な患者照
会に関して

　　厚労省保険部保険課から平成３０年５月２４日
付「柔整療養費の被保険者等への照会につい
て」（別添資料１）の事務連絡が健康保険組
合などに発出されていますが一向に改善され
ていません。そこで、厚労省の相談窓口へ１
例でも多くの不適切な事例を報告して改善を
求めます。

２．併給問題について
　　健保ニュース２０２０／３月上旬号（別添資料

２）で健保連の幸野理事が令和１年1２月1０日
付日整発出「療養の給付と柔道整復師の併給
調整について」の文章に対し検討する余地は
ないと断じています。また、厚労省の樋口保
険医療企画調査室長も、日整の一方的な通知
に対し行政の立場から遺憾の意を示しまし
た。

　　併給については平成15年９月２日の国会で
公明党の斎藤鉄夫議員が質問し当時の小泉首
相が以下の通り答弁しています。

　質問⑥　
　　鍼・灸師の取り扱う療養費の支給原則とし

て療養の給付との併給を禁じられているがこ
の事に関しての法的根拠をお示し下さい。ま
た、柔道整復師の取り扱う療養費が療養の給
付との併給が認められている法的根拠をご呈
示下さい。

　答弁⑥について　
　　健康保険法においては、保険医療機関が被

保険者に対して療養の給付を行うことが原則
とされる一方、第八十七条第一項により、保
険者は、療養の給付を行うことが困難である
と認めるとき等は、その費用の一部を療養費
として支給できることとされているが、現に
医師が治療を継続している疾患に対してはり
師、きゅう師、あん摩マッサージ指圧師又は
柔道整復師が施術を行ったとしても、療養費
を支給することは認められていない。

　　増加する併給の理由による返戻に対し日整
がアクションを起こしたのは、当然だと思い
ますが、健保連は健康保険法第８７条「療養の
給付が困難な場合に療養費を支給できる」を
根拠に解決済みとの見解です。併給返戻は、
今のところ組合健保が主ですが、今後は国保
や協会けんぽまで波及する恐れもあるので、
患者の便宜を大前提とした理論で、早い時期
に医師会・厚労省・健保連・自民党などに法
改正を働きかけていただきたい。

　
３．市町村職員共済組合療養費請求書内容審査

等に係る外部委託について
　　公立学校共済組合は平成２9年４月から民間

調査会社に調査を委託していますが、市町村
職員共済組合も本年４月１日より柔整療養費
の内容審査事務などを（株）オークスに委託
することになりました。長野県では市町村職
員共済組合の担当者が外部委託に伴う説明に
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来館された時に、当会保険部長が立ち会い、
不適切な調査の実例を挙げ、厚労省の事務連
絡に則り適正な調査を行うこと等を要請しま
した。市町村職員共済組合の外部委託によ
り、患者の受診が減少することを危惧しま
す。調査実態を注視しながら、問題がある場
合は逐次、地方公務員共済へ問題提起を行う
べきだと思います。

　
４．往療料（距離）の算定について
　　柔整の往療療は、医科（条件付きで1６キロ

以上の往診算定不可は柔整と同じ）と異なり
直線距離で算定されています。長野県の国保
連合会ではグーグルマップを参考に施術所か
ら患家への直線距離が申請書の距離と余りに
懸け離れている場合は返戻します。ただ、地
域の道路事情等により患家へ赴くのに直進距
離一辺倒では往療に要する拘束時間が反映さ
れません。平成２６年の丸山穂高議員の質問に
関する国会答弁書（別添資料３・３−２）で
安倍首相は往療距離の移動に要する時間は、
その間における施術料の補填だと答弁してい
ます。本県審査会におきましても往療料の距
離算定については実測の方向で検討しており
ます。

　各県の状況　

　〇富山県は１週間まで毎日の往療可、その後
は一日おき、総回数で15回まで認めている
医師が同時に往診している場合は回数制限
しない。医師の審査員の意向が強く反映さ
れる実情あり。

　〇石川県は都心部では直線距離で算定するが
僻地はある程度実測を認める。

　〇他県は直線距離で算定。

５．新型コロナウイルスによる会員の収入減に
対する措置について

　　本県では、新型コロナウイルス拡散の影響
で患者の受診率が下降しています。そこで、
貴県におかれましては施術所での衛生管理指
導と会員の収入減に対してどのような策を講
じておられるかお聞かせください。できれ
ば、日整会費の減免をお願いしたいところで
す。

　各県の状況　
　〇衛生管理は情報を入手して会員に通知して

いる。
　〇会費の減免や支援金を会員に支給すると会

の運営が成り立たなくなる可能性があるの
で、今のところ特別な経済措置は考えてい
ない。
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主な議題等
①コロナに関する富山県の対応
　　自民党県会議員に支援要請をお願いしたと

ころコロナ感染防止の設備投資や消耗品（マ
スク・消毒液）で1２5,０００円以上の購入に対
し５万円〜７5,０００円の補助金が支給されるこ
とになった。領収書を添付。

②石川県の対応
　　感染拡大防止対策をした場合５万円〜上限

２０万円の補助金が支給される。
③柔整師の職業分類について
　　総務省の職業分類第８３5―８３51で、あん摩

マッサージ指圧師・はり師・きゅう師・柔道
整復師の施術所は療術業に分類されている。

　　その他の療術業として第８３59にカイロ・療

法業・温泉療法・ボデーケア等があるが、有
資格者も無資格者と同分類の療術業に組み込
まれているので、差別化が必要。

④マイナンバーカードが保険証としても使用で
きるようになるが（２０２1年３月予定）柔整師
の場合は、３種類の添付書類が必要となるた
め医科と同様にしてもらうよう日整では動い
ている。

⑤�併給問題の顛末は近日中に日整から発信され
る。

⑥今年度の北信越ブロック会費は徴収しない。
⑦新潟県国保連合会は長期・多部位・頻回施術

の患者照会を実施するよう県内の全市町村に
対し通知した。

� 以上

北信越ブロック会長会報告
� 令和2年6月7日　直江津市

会　長　高田　　保
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主な議題等
①会員の旅費及び手当の支給に関する規定につ

いて
　「Web会議」の手当ては１日３,０００円とする
（施行令和２年９月２４日）

　会議時間　１時間（システム契約・料金の関
係）年内はWeb会議を行う。

②【一般表彰内規】改正案について　
　これまで運用実績がなかった「柔道功労表

彰」に関し表彰状や申請様式なども精査して
受賞要件を整理。現行に加え帰一賞内規第９
条の取得点数が5０点以上の会員を表彰対象と
した（施行令和２年９月２４日）

③災害見舞申請について
　福岡県から７月７日豪雨に係る床上浸水３件

の災害見舞金申請有り。災害対策積立金規程
により支給される。

④日整グループ保険・医療保険（死亡・高度障
害）などについて

　日整は従来の日整グループ保険（生命保険）
を取りやめて各県に任せるのではなく、今後
も各県の協力のもと日整グループ保険を継続
する。還付金がある、大樹生命保険（株）と
の日整グループ保険・医療保険の加入者が
1００人（成立者は全国で1２０名）を超え成立

（1０月１日発足）したことを受け、今後もス
ケールメリットを活かす趣旨からも各県には
加入促進を図っていただきたい。次回の募集
は来年２月〜３月の予定。＊長野県は独自に
会員向けに一括加入を行っている（死亡・高
度障害）

　今回、会員に周知するも入会者ゼロ。PRは
するも加入はあくまで会員の任意としたい。

⑤日整の保有する医療費データの貸し出しにつ

いて
　岡山県社団会員より岡山大学大学院での研究

論文名：「医療経済学からみた柔道整復師の
社会的存在意義」目的：国保の患者調査が及
ぼす医療費の動向を調査するため日整が持つ
療養費データの資料貸し出しの要望が有り承
認される。

⑥プロジェクトチームを設置し課題を検討する
ことについて

　市川政策部長を主査にして会員増を図るプロ
ジェクトチームを設置した。他団体等から日
整に入会してもらうための方策を検討する。

⑦ベトナム事業について
　渉外部活動（JICAベトナム活動関係）の派

遣目的で浪尾敬一（香川県）奈須崇倫（宮崎
県）原澤研祐（群馬県）会員を令和２年９月
２４日付で日整特別諮問委員に委嘱した。

⑧令和２年度日整学術大会延期に伴う諸経費の
精算について

　北信越ブロックの追加申請が（DVD作成費）
承認された。各県発表者に３万円支給する。
隔年開催の北信越ブロック学術大会（富山県
担当）はオリンピックの延期等の事情により
２０２２年の開催となる見込み。今後の学術大会
は日整主導で行われる。来年度ブロック柔道
大会が開催されるとしたら富山県が当番とな
るが、日整全国大会が行われない場合はブロ
ック柔道大会も中止となる可能性がある。北
信越東部の柔道大会少年の形代表及び監督は
毎年スライドとするので２０２1年は新潟県から
選出する。

⑨学術教育部から（eラーニング・対面講義等
について）

　日整水準の確立と指導者育成1０年プロジェク

北信越ブロック会長会報告
� 令和２年10月４日　長野市

会　長　高田　　保
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ト工程表の提示
　骨折・脱臼患者の取り組みと「匠の技」伝承

プロジェクト事業として
⑩オリパラ延期に伴う情報提供並びに協力依頼

について（東京２０２０組織委員会より）
⑪NHKラジオ深夜便掲載記事「柔整師から学

ぶコツコツ健康術」７〜９月号について　
　住友生命のSUMISEI　WEEKLYに掲載され

る。
⑫日接医学会からの顧問委嘱について　
　工藤会長が日接医学会顧問に推戴される。
⑬日本医師会役員について
　中川日本医師会長より新役員に係る案内とお

礼状届く。
⑭マイナンバーカード取得の促進について
　日整会員がマイナンバーカードを取得して政

府に協力してもらいたい。
　柔整は来年６月をめどに保険証を使用できる

ようにする。カード読み取り機購入費用や委
任状の取り扱い等を日整で今後検討する。

⑮有給財産規制違反及び収支相償違反について
　内閣府の指摘を受ける。
　１．流動資産である現金預金がここ数年増加

している。
　２．公益目的事業が減少している。
　３．来年度は必ず解消すること。
　対応策
　１．年会費の減額
　２．各種教育研修セミナーの開催
　３．各種スポーツ大会等支援事業
　４．周年事業特定準備資金の一括積み立て
　会館改修工事費用の一括積み立て　など
⑯日整保険部関係説明会の実施について

　今年度開催できない場合はPDFファイルを
作成し各県に配布予定。

⑰協定通りの申請書の取り扱いの改善状況（令
和２年８月1７日現在）について　

　各県から進捗状況の報告あり。
⑱日整トピック19号（令和２年７月発行）につ

いて
⑲渉外部報告（Web会議ツール比較表）につ

いて
　LiveOn　Skypeに比べてZoomが料金的にも

安価（月２,０００円）。通信も安定している。最
大接続人数1００人。1００回線２４時間通話可能。
セキュリティーの脆弱性あり。

⑳公認私的研究会の廃止・変更申請について
㉑令和３年度の柔道大会などについて（各県ア

ンケート結果）
㉒今後の会議について
　例年1２月の第２日曜日に開催していた日整合

同部会懇親会は中止とする。今年1２月1２日ま
での理事会はWeb会議とする。

　北信越ブロック会理事会について
　令和２年1０月３1日（土）午後３時　ホテルハ

イマート
　その他
　日整が健保連に発出した併給問題に関する文

書が健保連から強い反感をかった。それに対
処するため日整・健保連・厚労省の三者で意
見交換が行われた。組合健保で償還払いに変
更する動きがある。複委任の問題で、代行会
社は返戻書類を施術者に返さないで再提出し
ているものがある。日整としては患者のため
にも受領委任制度の継続を求めていく。
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主な議題等
１．大阪府柔道整復師会公益社団法人認定1０周

年記念式典に係る表彰申請について
　　会長表彰１名、感謝状２名、永年表彰４1

名、柔道功労表彰８名が受賞要件を満たして
いることを確認済み。

２．全国会長会の開催方法等について
　　開催時期、方法、内容等については部長連

絡会議に一任。例年会長会は３月第４日曜日
に開催しているが、コロナ禍等の状況を見な
がら今後決定する。

３．選挙管理委員会委員候補者の推薦及び総会
開催日について

　　従前どおり、全国11地区から委員候補の推
薦を受ける。北信越ブロックは石川県の堂本
副会長を推薦する。令和３年度の総会開催は
６月２７日（日）正午より日整会館にて行う。

４．日整会員拡充に係る案「日整登録柔道整復
師」の創設

　　組織力強化のため日整会員外も取り込む
（勤務柔整師等）入会金は徴収しない。平成
２６年に約４０００名の登録があった。

５．令和３年度日整柔道大会開催について
　　11月1４日（日）２1日（日）の日程案で令和

３年１月に決定する。大会規模は検討中。
６．令和３年度日整学術大会開催担当都道府県

について
　　令和３年度開催の４地区（担当都道府県）

東北（宮城県）、関東（群馬県）、大阪（大阪
府）、中国（山口県）。２０２２年は富山県開催予
定。北信越ブロック柔道大会もブロック学術
大会と同時に開催する予定。２０２1年度ブロッ
ク柔道大会開催はコロナの状況により判断す
る。

７．２０２1年度からの「匠の技伝承」プロジェク
トと日整学術大会について

　　２０２２年度から新たな開催要項で行う。匠の
技コーナー・エコーコーナーを新設。匠の技
長野県指導者として北信支部井出会員を推
薦。

８．その他　
　　東京都の山口登一郎会員を令和２年11月２７

日付で特別諮問委員に委嘱。
９．令和２年秋の叙勲・褒章受章者について
　　叙勲（旭双）　宇井元栃木県会長
　　褒章（藍綬）　�川口奈良県会長・奈須宮崎

県会長
1０．日整グループ保険配当金等について
　　令和３年１月までに配当送金予定。長野県

配当分1,０1８,６２０円（11月５日）
11．各地区との意見交換について
　　順次開催中。北信越ブロックは11月1２日に

開催し報告済み。
1２．NHKラジオ深夜便1０月号〜11月号記事掲

載。sumisei�weeklyに記事を転載。日整名入
りの花カレンダーを11月末までに各県宛て４
部送付。

1３．第１回柔道整復教育評価機構設立準備委員
会（1０月２６日）について

1４．日整職員のテレワーク実施方法等について
　　日整職員が自宅からほぼ通常の業務ができ

るような仕組みを構築。
15．理事会議事録（９月２４日開催分は1０月に開

示済み）
1６．全国国民年金基金都道府県別契約状況
1７．予算管理月報（９月分）
1８．収支相償違反・遊休財産規制違反の解消策

について

北信越ブロック会長会報告
� 令和２年12月５日　福井市

会　長　高田　　保



107

� 北信越ブロック報告

　　内閣府から今年度中の解消を求められてい
る。２億６００万円ほどオーバーしている。

　　対応方法の提案事項　
　１）超音波観察装置（エコー）の各都道府県

社団へ貸与２００万円×４８台　１台は日整
（約１億円）

　２）各都道府県でエコー普及に関する講習会
開催などの開催支援金　

　３）コロナ禍で会員の負担軽減に関する支援
金（９月までの会費納入者に対し一人
３,０００円程度（総額４,３８5万円）　

　４）会館大規模改修工事費（令和15年予定）
約１億円　

　５）社団設立７０周年記念（令和４年度）に向
けた積立金（約２,０００万円）

　これにより公益目的事業比率が６６パーセント
位になる見込み。代替案があれば日整に提案
すること。それを受け令和３年１月に日整理
事会で決定予定。

19．令和３年度予算作成準備資料（各部申請11
月６日現在）

２０．日本柔整会館改修工事について
２1．JIMTEF災害医療委員会報告
２２．JIMTEF災害医療研修について
　　２０２1年１月３０日（土）３1日（日）11月２４日
（火）までに各団体から推薦する。

２３．日整トピック（1０月１日発行号）
２４．日整広報誌やホームページの運用等につい

て
２5．「匠の技�伝承」プロジェクト施術動画の提

供について
　　各都道府県社団に提供の要請あり。
２６．令和２年度日整学術大会延期に伴う諸経費
（準備費）の精算について

２７．日整会長学術賞受賞者の推薦依頼（1０月２８
日各県宛て発信済み）

　　長野県の対象者無し。
２８．「からだケアEXPO」への後援について
　　２０２1年３月1７日〜19日東京ビックサイト開

催に名義後援を行う。
２9．学術発表のための日整会員意識調査に係る

依頼（愛知県より）
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　令和２年1０月３1日、令和２年度日本柔道整復
師会北信越ブロック秋の理事会が新潟県上越市
のホテルハイマートにおいて午後３時より開催
された。
　コロナ禍の中、３密に十分配慮した会場で、
各県から事前に提出された下記の議題について
今までにも増して熱の入った討論が行われた。
《議　題》
　【長野】
　　激化する患者照会や併給問題、さらには新

型コロナウイルス感染症の影響で保険業務が
一層厳しい状況に置かれている。昨年度の同
時期と比較して今期の保険請求件数および請
求額はどのような割合で推移しているか。

　【福井】
　　面接確認委員会及び柔整審査会で判断に迷

う事例についてお聞きしたい。�面接確認委
員会については、既に石川県では２回同委員
会を開催したとの事だが、各県ではその後何

か具体的な動きがあるか。また、柔整審査会
で判断に迷う事例を聞きたい。

【石川】
　　公職選挙法に照らし、衆議院議員、参議院

議員、県議会議員、市町議会議員、県知事、
市長等における、個人演説会・決起大会の動
員について会員への依頼をどのようにしてい
るかご教授願いたい。

【富山】
　　各県の今年度及び来年度の会費（定額・定

率）の徴収・取扱いについてご教示願いた
い。

【新潟】
　　コロナ禍における令和３年度の会務運営及

び事業実施予定について。総会（来年度は役
員選挙が行われる県もあると思います）並び
に各種研修会及び講習会等の事業について、
来年度の開催方針、方法等各県の考え方につ
いてご教示をお願いしたい。

令和2年度　日本柔道整復師会���
北信越ブロック理事会（秋）報告

副会長　酒井　正彦
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� スポーツ支援部の活動報告

令和２年度　スポーツ支援部救護活動報告書
スポーツ支援部

救護員氏名 活動日 競　　技　　名 会　　場
市川　　敦 2月23日 東信少年柔道大会 小諸市武道館
内山　貴之 2月2日 長野県柔道選手権大会 安曇野市三郷体育館

10月10日 東信高校新人大会柔道 小諸市武道館
小平　一人 11月3日 佐久市柔道選手権大会 長野県立武道館
竹田　悠毅 10月31日 長野県高校サッカー選手権大会 松本平広域公園

11月3日 長野県高校サッカー選手権大会 松本平広域公園
11月7日 長野県高校サッカー選手権大会 松本平広域公園

寺嶋　久程 9月22日 東信高校総合体育大会空手道 小諸高校
11月15日 佐久市小学生駅伝大会 佐久総合運動公園

内藤　守春 11月3日 佐久市柔道選手権大会 長野県立武道館
柳原　　靖 2月16日 立科町ふらばーるバレー大会 権現山体育センター

救護員氏名 活動日 競　技　名 会　　場
小林　克徳 7月24日 バスケットボール男子 三陽中学校
赤沼　将充 7月24日 バスケットボール男子 東部中学校
山岸　大心 7月24日 バスケットボール男子 櫻ヶ岡中学校
小林　廣幸 7月24日 バスケットボール男子 西部中学校
古岩井裕之 7月24日 バスケットボール男子 篠ノ井西中学校
久井　　真 7月24日 バスケットボール女子 北部中学校
西澤　　亘 7月24日 バスケットボール女子 裾花中学校
福澤　　亮 7月24日 バスケットボール女子 川中島中学校
西條美由紀 7月24日 バスケットボール女子 犀陵中学校
小林　秀樹 7月24日 バスケットボール女子 飯綱中学校
福澤　　亮 7月24日 卓球 南長野運動公園体育館 （中止）
三澤　勇斗 7月24日 剣道 女子 松代中学校
久井　　真 7月26日 ソフトテニス　男子 南長野運動公園庭球場
倉石　雅之 8月2日 バレーボール男子 篠ノ井西中学校
高原　義勝 8月2日 バレーボール男子 篠ノ井東中学校
三澤　勇斗 8月2日 バレーボール男子 松代中学校
小林　克徳 8月2日 バレーボール男子 裾花中学校
柳澤　英翔 8月2日 バレーボール男子 櫻ヶ岡中学校

スポーツ支援部の活動報告

東信支部　救護活動報告書

　北信支部　救護活動報告書

 担当部員　横関　泰寿

 担当部員　高原　義勝
長野上水内中学校夏季交流大会
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救護員氏名 活動日 競　　技　　名 会　　場
小島　弘光 7月23日 水泳 アクアウイング
久井　　真 7月23日 サッカー 千曲市サッカー場
高原　義勝 7月23日 軟式野球 須坂市営球場
廣川さつき 7月23日 軟式野球 飯山市営球場
石坂　智毅 7月23日 軟式野球 木島平中央グラウンド
西澤　　嶺 7月23日 軟式野球 更埴西中学校
小林　克徳 7月23日 軟式野球 高社中学校
吉澤　賢治 7月23日 軟式野球 中野平中学校
石田　拓未 7月23日 軟式野球 広徳中学校
山口　智弘 7月23日 軟式野球 若穂中学校
石田　拓未 7月24日 軟式野球 須坂市営球場
廣川さつき 7月25日 軟式野球 飯山市営球場
窪田　　勝 7月26日 バドミントン ことぶきアリーナ千曲
高原　義勝 7月26日 バドミントン 戸倉上山田中学校
吉澤　賢治 8月2日 ソフトボール 高社中学校
久井　　真 8月2日 ハンドボール 埴生中学校

救護員氏名 活動日 競　　技　　名 会　　場
藤田　卓也 8月2日 バスケットボール男子 戸倉上山田中学校
松林　　豊 8月2日 バスケットボール女子 屋代中学校
窪田　　勝 8月2日 バレーボール 更埴西中学校
辻　　竜也 8月2日 バレーボール 更埴西中学校

救護員氏名 活動日 競　　技　　名 会　　場
山岸　大心 8月2日 バスケットボール男子 相森中学校
水橋　拓也 8月2日 バスケットボール女子 東中学校
大口　友久 8月2日 バレーボール女子 高山中学校

北信　中学校夏季交流大会

更埴 中学校夏季交流大会

上高井 中学校夏季交流大会

柳澤　卓三 8月2日 バレーボール女子 更北中学校
牧野　紘大 8月2日 バレーボール女子 更北中学校
武士　和哉 8月2日 バレーボール女子 更北中学校
小林　秀樹 8月2日 バレーボール女子 北部中学校
堀内健太郎 8月2日 バレーボール女子 川中島中学校
西條美由紀 8月2日 バレーボール女子 三陽中学校
淵田　高章 8月2日 ソフトテニス男子 長野運動公園庭球場
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救護員氏名 活動日 競　　技　　名 会　　場
大口　友久 7月23日 ソフトテニス女子 臥竜公園庭球場
松本　　毅 8月2日 バレーボール男子 南宮中学校
松田　和也 

8月2日 バレーボール女子 中野平中学校
野本　綾子

救護員氏名 活動日 競　　技　　名 会　　場
佐藤　晃次 8月2日 バスケットボール 飯山市民体育館

救護員氏名 活動日 競　　技　　名 会　　場
小島　弘光 8月30日 水泳 須高広域総合プール
柳澤　卓三 9月20日 サッカー 千曲川リバーフロント（2面）
牧野　紘大 9月20日 サッカー 千曲川リバーフロント（2面）
松田　和也 9月20日 サッカー 中野市サッカー場
野本　綾子 9月20日 サッカー 中野市サッカー場
久井　　真 9月20日 サッカー 千曲市サッカー場
高原　義勝 9月20日 サッカー 坂城中学校
吉原　貴宏 9月20日 サッカー 日大富竹グラウンド
花岡　大成 9月20日 サッカー 日大富竹グラウンド
丸山　　桂 9月20日 ソフトボール　19日開催 若穂中央公園運動場
三澤　勇斗 10月11日 サッカー 千曲川リバーフロント（3面）

救護員氏名 活動日 競　　技　　名 会　　場
西條美由紀 10月11日 ソフトテニス 長野運動公園庭球場
丸山　　桂 10月25日 バスケットボール男子 篠ノ井西中学校
小林　克徳 10月25日 バスケットボール男子 飯綱中学校
久井　　真 10月25日 バスケットボール女子 川中島中学校
小林　秀樹 10月25日 バスケットボール女子 犀陵中学校
古旗　賢史 11月 1日 バレーボール男子 篠ノ井西中学校
西澤　大介 11月 1日 バレーボール男子 篠ノ井東中学校
山内　　明 11月 1日 バレーボール男子 松代中学校
西澤　　亘 11月 1日 バレーボール男子 裾花中学校
小林　克徳 11月 1日 バレーボール女子 東部中学校
堀内健太郎 11月 1日 バレーボール女子 更北中学校
小林　秀樹 11月 1日 バレーボール女子 北部中学校
高原　義勝 11月 1日 バレーボール女子 三陽中学校
石田　拓未 11月 1日 バレーボール女子 東北中学校
古岩井裕之 11月 1日 卓球 南長野運動公園体育館
高原　義勝 11月3日 バドミントン 南長野運動公園体育館

中野・下高井 中学校夏季交流大会

飯水　中学校夏季交流大会

北信　中学校新人大会 

長野上水内　中学校新人大会 
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倉石　雅之 10月18日 軟式野球 長野オリンピックスタジアム
吉澤　賢治 10月18日 軟式野球 中野市営球場
廣川さつき 10月25日 軟式野球 飯山市営球場
三澤　勇斗 10月25日 剣　　道 松代中学校
宮本　義豊 11月 1日 ソフトテニス 長野運動公園庭球場
久井　　真 11月 3日 体　　操 ホワイトリング
高原　義勝 11月 8日 バスケットボール男子 篠ノ井西中学校
久井　　真 11月 8日 バスケットボール女子 戸倉上山田中学校
三澤　勇斗 11月 8日 剣　　道 松代中学校
武士　和哉 11月15日 バレーボール男子 篠ノ井西中学校
高原　義勝 11月15日 バレーボール女子 東部中学校→三陽中学校
小林　秀樹 11月15日 バレーボール女子 東北中学校
久井　　真 11月15日 ハンドボール 戸倉体育館
篠崎　裕一 11月15日 ハンドボール 戸倉上山田中学校
堀内健太郎 11月22日 バドミントン 南長野運動公園体育館
西條　雅貴 11月22日 柔　　 道 長野運動公園柔道場
北山　文明 11月29日 卓 　　球 ホワイトリング

救護員氏名 活動日 競　　技　　名 会　　場
高原　義勝 10月18日 バドミントン 上山田農業者トレーニングセンター
窪田　　勝 10月18日 ハンドボール 埴生中学校体育館
辻　　竜也 10月18日 ハンドボール 埴生中学校体育館
松林　　豊 10月25日 バスケットボール男子 屋代中学校
高原　義勝 10月25日 バスケットボール女子 戸倉上山田中学校
久井　　真 11月1日 バレーボール女子 坂城中学校体育館

更埴 中学校新人大会 

救護員氏名 活動日 競　　技　　名 会　　場
山岸　大心 10月18日 バスケットボール男子 相森中学校体育館
廣川さつき 10月18日 バスケットボール女子 東中学校体育館
野本　綾子 10月18日 バスケットボール女子 東中学校体育館
大口　友久 11月1日 バレーボール女子 墨坂中学校体育館

救護員氏名 活動日 競　　技　　名 会　　場
大口　友久 10月18日 卓　　球 中野市民体育館
松田　和也 11月1日 バレーボール女子 中野市立中野平中学校
野本　綾子 11月1日 バレーボール女子 中野市立中野平中学校

上高井 中学校新人大会

中野・下高井 中学校新人大会 
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救護員氏名 活動日 競　　技　　名 会　　場
畔上　英樹 7月19日 松本市中大会バスケットボール 信明中学校
今村　勇治 8月2日 長野県中学校大会相撲 木曽町民相撲場

9月21日 新人戦中信大会相撲 木曽町民相撲場
太田　　遵 9月21日 安曇野市新人戦サッカー 豊科南中学校
小澤　成幸 7月19日 中信大会軟式野球 開成中第2グラウンド

7月23日 松本市中大会バレーボール 清水中学校
7月24日 松本市中大会バレーボール 清水中学校
9月20日 塩筑新人戦サッカー 中央スポーツ公園サッカー場
9月21日 塩筑新人戦サッカー 中央スポーツ公園サッカー場
10月11日 新人戦中信大会サッカー 豊科南中学校グラウンド
10月18日 新人戦中信大会軟式野球 富士電機グラウンド
10月25日 新人戦中信大会軟式野球 塩尻市営球場
11月1日 松本市新人戦バレーボール 清水中学校
11月8日 新人戦中信大会バスケットボール 穂高東中学校体育館
11月15日 新人戦中信大会バレーボール 三郷文化公園体育館

折口　裕史 7月19日 松本市中大会バスケットボール 丸ノ内中学校
11月1日 松本市新人戦バレーボール 松島中学校

河西　　伸 7月26日 塩筑大会男子バスケットボール 塩尻中学校体育館
倉科　　正 10月25日 新人戦中南信大会新体操 三郷文化公園体育館

11月15日 新人戦中信大会バレーボール 三郷中学校講堂
権藤　俊和 7月24日 塩筑大会ソフトテニス 中央スポーツ公園テニスコート
下里　　遼 8月2日 安曇野市中大会男子バスケットボール 穂高東中学校体育館・講堂

10月25日 新人戦中信大会ソフトテニス 豊科南部公園テニスコート
下里　泰伸 7月24日 安曇野市中大会ソフトテニス団体 豊科南部公園テニスコート

9月20日 安曇野市新人戦サッカー 豊科南中学校グラウンド
関崎　直樹 7月19日 松本市中大会バスケットボール 明善中学校

7月23日 松本市中大会バスケットボール 丸ノ内中学校
7月24日 松本市中大会バレーボール 高綱中学校
7月26日 塩筑大会卓球 塩尻市体育館
10月25日 松本市新人戦バスケットボール 波田体育館

曽根　直紀 7月23日 安曇野市中大会女子バレーボール 三郷中学校講堂
11月1日 安曇野市新人戦バレーボール 三郷中学校講堂

征矢野勝利 7月19日 松本市中大会ソフトテニス 浅間温泉庭球場
10月25日 松本市新人戦バスケットボール 梓川体育館
11月1日 松本市新人戦バレーボール 梓川中学校

高原　祐樹 7月24日 安曇野市中大会卓球 穂高総合体育館メインアリーナ
8月2日 中信大会柔道 三郷文化公園体育館
11月22日 新人戦中信大会柔道 三郷文化公園柔剣道場

髙藤　　優 7月24日 安曇野市中大会男子バレーボール 三郷中学校講堂
11月1日 安曇野市新人戦バレーボール 三郷社会体育館

竹内　泰二 7月19日 中信大会バドミントン スカイパーク体育館
10月18日 新人戦中信大会軟式野球 朝日グラウンド

中信支部　救護活動報告書
 担当部員　関崎　直樹
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10月25日 松本市新人戦卓球 スカイパーク体育館
中島　孝之 7月23日 松本市中大会バレーボール 松島中学校
中條　昌信 7月23日 松本市中大会バレーボール 梓川中学校

7月24日 松本市中大会バレーボール 梓川中学校
7月24日 松本市中大会バレーボール 鉢盛中学校
11月1日 松本市新人戦バレーボール 鉢盛中学校
11月15日 新人戦中信大会バレーボール 梓川体育館　（兼）
11月15日 新人戦中信大会バレーボール 梓川中学校　（兼）

中村　吉孝 7月24日 中信大会軟式野球 三郷文化公園グラウンド
10月11日 安曇野市新人戦ソフトテニス 豊科南部公園テニスコート
10月25日 松本市新人戦バスケットボール 鉢盛中学校

根橋　隼人 7月19日 中信大会軟式野球 筑摩野中学校
濱　　　敦 7月23日 松本市中大会バスケットボール 信明中学校

7月24日 松本市中大会バスケットボール 信明中学校
濱野　勝宏 7月24日 松本市中大会バスケットボール 菅野中学校
降籏　秀徳 7月23日 安曇野市中大会女子バレーボール 三郷社会体育館

7月24日 安曇野市中大会女子バスケットボール 穂高西中学校体育館・講堂
8月2日 安曇野市中大会ソフトテニス個人 豊科南部公園テニスコート
10月25日 安曇野市新人戦バスケットボール 穂高西中学校体育館
11月8日 新人戦県大会バスケットボール 穂高西中学校体育館

保尊　伸昭 7月24日 安曇野市中大会女子バスケットボール 穂高東中学校体育館・講堂
松尾　雄太 7月23日 松本市中大会バレーボール 鉢盛中学校

7月24日 中信大会軟式野球 塩尻市営球場
10月11日 新人戦中信大会サッカー 旭町中学校グラウンド
11月1日 塩筑新人戦バレーボール 塩尻西部中学校体育館

三澤　茂明 7月24日 松本市中大会バスケットボール 丸ノ内中学校
10月25日 松本市新人戦バスケットボール 女鳥羽中学校

百瀬　弘樹 7月19日 中信大会軟式野球 松本市両島浄化センター運動広場
7月23日 松本市中大会バスケットボール 明善中学校
7月24日 松本市中大会バスケットボール 明善中学校
10月25日 松本市新人戦バスケットボール 南部体育館

吉澤　貴史 7月19日 松本市中大会バスケットボール 菅野中学校
7月23日 松本市中大会バスケットボール 菅野中学校
10月25日 松本市新人戦バスケットボール 菅野中学校

鷲沢　　亮 7月24日 塩筑大会男子バスケットボール 塩尻中学校体育館
10月25日 塩筑新人戦バスケットボール 塩尻中学校体育館

南信支部　救護活動報告書
                         担当部員　髙木　観志

諏訪地区
救護員氏名 活動日 競　　技　　名 会　　場

野口　邦治 7月24日 中体連卓球 岡谷スワンドーム
増澤　孝信 8月2日 中体連ハンドボール（男女） 長峰中体育館
丸山　敬士 8月2日 中体連バレーボール（女） 岡谷北部中体育館
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原　　　隆 8月2日 　　　　　〃 諏訪中体育館
赤羽　　翔 8月2日 　　　　　〃 諏訪南中体育館
伊藤　　篤 8月2日 　　　　　〃 富士見中体育館
林　　則之 8月2日 中体連軟式野球 諏訪中グランド
野口　邦治 8月2日 　　　　　〃 諏訪南中グランド
木村　浩士 8月2日 　　　　　〃 永明中グランド
藤田　良輔 8月2日 　　　　　〃 茅野東部中グランド
小松　孝史 8月9日 中体連バスケットボール（男） 岡谷西部中体育館
藤森　彰人 8月9日 中体連バスケットボール（女） 原中体育館
太田　聡明 8月9日 　　　　　〃 茅野東部中体育館
増澤　孝信 8月9日 　　　　　〃 岡谷東部中体育館
原　　　隆 8月9日 　　　　　〃 下諏訪中体育館
丸山　敬士 8月9日 中体連バレーボール（女） 岡谷北部中体育館
赤羽　　翔 8月9日 　　　　　〃 諏訪中体育館
野口　邦治 8月9日 　　　　　〃 諏訪南中体育館
伊藤　　篤 8月9日 　　　　　〃 富士見中体育館
山本　陽介 8月9日 中体連サッカー 長峰中グランド
関　　伸浩 8月9日 　　　　　〃 茅野北部グランド
伊沢　　裕 8月10日 中体連バスケットボール（男） 下諏訪中体育館
伊藤　　篤 8月10日 　　　　　〃 茅野北部中体育館
赤羽　　翔 8月10日 中体連バレーボール（女） 岡谷東部中体育館
野口　邦治 8月10日 　　　　　〃 茅野東部中体育館
矢嶋　大輔 10月4日 中体連新人大会サッカー 長峰中グランド
林　　則之 10月11日 中体連新人大会軟式野球 清水町野球場
増澤　孝信 10月11日 　　　　　〃 下諏訪スタジアム
伊藤　　篤 10月25日 中体連新人大会バスケットボール（男） 茅野北部中体育館
大森　省吾 10月25日 　　　　　〃 岡谷南部中体育館
関　　伸浩 10月25日 中体連新人大会バスケットボール（女） 茅野東部中体育館

10月25日 中体連新人大会バスケットボール（女） 富士見中体育館
阿部　光典 10月25日 中体連新人南信大会　軟式野球 しんきん諏訪湖スタジアム
野口　邦治 10月25日 　　　　　〃 茅野市営野球場
伊藤　　篤 11月1日 中体連新人大会バレーボール（男） 長峰中体育館
大森　省吾 11月1日 中体連新人大会バレーボール（女） 岡谷北部中体育館
伊藤　　篤 11月15日 中体連新人大会バスケットボール（男） 富士見町民センター
藤田　良輔 11月15日 中体連新人大会バスケットボール（女） 富士見中体育館

上伊那地区
救護員氏名 活動日 　　競　　技　　名 　　会　　　　場

藤澤　　望 8月2日 中体連バスケットボール（女） 伊那中体育館
吉原　賢一 8月2日 　　　　　〃 南箕輪村民体育館
澁谷　善宏 8月2日 中体連卓球 東部中第1・第2体育館
渡邊　　尋 8月2日 中体連ソフトテニス（男） 伊那市センターコート（14面）
平沢　俊秀 8月2日 中体連ソフトテニス（女） 南箕輪中テニスコート
酒井　　肇 8月2日 　　　　　〃 伊那市センターコート（4面）
宮下　　翔 8月2日 　　　　　〃 大芝テニスコート（4面）
清水　仁美 8月2日 中体連新体操 エレコムロジテックアリーナ
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伊東　功一 8月9日 中体連バスケットボール（男） 伊那中体育館
佐藤　光洋 8月9日 中体連バスケットボール（男） 箕輪村民体育館
北村　　豊 8月9日 中体連バトミントン 赤穂中体育館
飯塚　康弘 10月4日 中体連新人ソフトテニス男子団体戦 荒神山テニスコート
牛丸　定孝 10月25日 中体連新人南信大会バスケットボール（女） 南箕輪村民体育館
小口　幸一 10月25日 中体連新人南信大会バスケットボール（女） 南箕輪中体育館
北原　弘靖 11月1日 中体連新人バレーボール（男） 中川村社会体育館
石田　国博 11月1日 中体連新人バレーボール（女） 飯島中体育館
尾曽　共春 11月15日 中体連新人南信大会バトミントン エレコムロジテックアリーナ
伊東　功一 11月15日 中体連新人南信大会バトミントン 伊那中体育館

飯伊地区
救護員氏名 活動日 　　競　　技　　名 　　会　　　　場

伊藤　　睦 7月23日 中体連バレーボール（男） 高陵中体育館
奥村　幸志 7月23日 中体連バレーボール（女） 緑ヶ丘中体育館
古賀　修平 7月23日 　　　　　〃 阿智中体育館
原　翔一郎 7月23日 中体連軟式野球 今宮球場
西森　六三 7月23日 　　　　　〃 喬木村民グランド
矢澤　克浩 7月23日 　　　　　〃 高森町民グランド
田中　兼次 7月23日 　　　　　〃 阿智ｗａｉワイグランド
丸山　申介 7月23日 中体連サッカー 喬木中グランド
石原　尚幸 7月23日 　　　　　〃 松川中グランド
木下甲太郎 7月23日 　　　　　〃 旭丘中グランド
関島　康道 7月23日 中体連ソフトテニス 押洞テニスコート
土屋　隆恆 7月23日 中体連卓球男子団体 鼎町民体育館
羽生　　優 7月23日 中体連卓球女子団体 上郷体育館
肥後　和樹 7月24日 中体連バレーボール（男） 高陵中体育館
伊藤　浩兼 7月24日 中体連バレーボール（女） 緑ヶ丘中体育館
古賀　修平 7月24日 　　　　　〃 阿智中体育館
竹内　敏弘 7月24日 中体連バスケットボール（男） 豊丘中体育館
原　翔一郎 7月24日 中体連バスケットボール（女） 高森中体育館
松村　秀樹 7月24日 中体連軟式野球 今宮球場
下平　寛志 7月24日 　　　　　〃 喬木村民グランド
矢澤　克浩 7月24日 　　　　　〃 高森町民グランド
関島　康道 7月24日 中体連ソフトテニス 押洞テニスコート
羽生　　優 7月24日 中体連卓球（女） 上郷体育館
後藤　安成 7月24日 中体連剣道 松川中体育館
奥村明日美 7月24日 中体連水泳 飯田アクアパーク
原　　友仁 7月26日 中体連卓球男子個人 豊丘村民体育館
西森　六三 8月1日 中体連柔道 飯田市武道館
竹内　敏弘 8月23日 飯伊ミニバスケットボール新人戦 鼎体育館（男子）
原　翔一郎 8月23日 飯伊ミニバスケットボール新人戦 喬木村民体育館（女子）
北林　武文 9月5日 第41回少年野球松川大会 松川運動公園・上片桐町営グランド
小澤　雄司 9月5日 第41回少年野球松川大会 松川運動公園・上片桐町営グランド
尾曽　元広 9月5日 第41回少年野球松川大会 松川運動公園・上片桐町営グランド
後藤　安成 9月5日 第41回少年野球松川大会 松川運動公園・上片桐町営グランド
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小池　輝宗 9月5日 第41回少年野球松川大会 松川運動公園・上片桐町営グランド
古賀　修平 9月6日 県中体連新人体育大会南信地区大会水泳 アクアパーク飯田プール
矢澤　克浩 10月11日 中体連新人大会軟式野球 綿半県営飯田球場
髙木　観志 10月11日 　　　　　〃 市営今宮球場
丸山　申介 10月11日 　　　　　〃 市営今宮球場
後藤　安成 10月18日 第109回飯伊秋季剣道大会 飯田市武道館　剣道場
原　　友仁 10月25日 中体連新人大会卓球男子 高森町民体育館
木下甲太郎 10月25日 中体連新人大会卓球女子 豊丘村民体育館
伊藤　浩兼 10月25日 中体連新人南信大会バスケットボール（男） 高森中体育館
伊藤　　睦 10月25日 中体連新人南信大会バスケットボール（女） 豊丘中体育館
原　翔一郎 11月1日 中体連新人大会バレーボール（男） 阿智中体育館
古賀　修平 11月1日 中体連新人大会バレーボール（女） 緑ヶ丘中体育館
土岐　一生 11月1日 　　　　　〃 緑ヶ丘中体育館
松村　秀樹 11月8日 中体連新人大会南信大会卓球 高森町民体育館
土屋　隆恆 11月15日 中体連新人南信大会バレーボール（女） 阿智中体育館
原　翔一郎 11月15日 　　　　　〃 緑ヶ丘中体育館
肥後　和樹 11月15日 中体連新人南信大会バレーボール（男） 豊丘中体育館
後藤　安成 11月15日 中体連新人南信大会バレーボール（女） 松川町民体育館
古賀　修平 11月22日 　　　　　〃 緑ヶ丘中体育館
竹内　敏弘 11月22日 　　　　　〃 豊丘中体育館
羽生　　優 11月22日 中体連新人南信大会柔道 飯田市武道館
竹内　敏弘 12月20日 飯伊ミニバスケットボール選手権大会 飯田市上郷体育館
原　翔一郎 12月20日 飯伊ミニバスケットボール選手権大会 飯田市上郷体育館

　コロナ禍の中、会員の皆様におきまして、大変お疲れ様でした。　　　　　　　　　　　　　　　
　東信支部は、ちょうどコロナ感染が蔓延していたため父兄他の入場規制がかかりまして、救護も丁
重にお断りされました。それでも、何か役に立てないかと会員の声がかかり、消毒液・スプレーを進
呈いたしました。
　スポーツ支援部の皆様、救護にかかわった会員の皆様、ご協力いただきまして誠にありがとうござ
いました。
 スポーツ支援部長　石坂　秀司 
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介護予防事業報告
（令和元年７月～令和２年11月）

保険部　介護班長　原　　　隆

　日頃より介護予防事業に、ご理解ご協力を頂き心より感謝申し上げます。令和元年7月～令和2年
11月までの活動状況は以下のとおりです。公私ともにご多忙のなか、活動にご協力頂きました関係者
の皆様、誠にありがとうございました。

　特に令和2年度は未曽有の新型コロナウイルス感染症により、全県で計画が変更になるとともに再
開後もコロナ禍により人数を制限するなど状況が一変するなか、講師として活動頂きました皆様にお
かれましては、大変ご苦労頂きましたことに心より感謝申し上げます。
　コロナ禍にあってもフレイル予防は大切であるため、私たちの役割や期待は大きいことから、地域
貢献のために今後もご理解・ご協力のほど宜しくお願いいたします。

� ●東信支部　担当者　金児　　充
氏　名 月日 会　場 人数 地区 （市町村）

金児　充 7/5 かねこ接骨院 5 東御市
金児　充 7/10 〃 5 〃
金児　充 7/19 〃 6 〃
金児　充 7/26 〃 6 〃
金児　充 8/2 〃 6 〃
金児　充 8/9 〃 5 〃
金児　充 8/23 〃 6 〃
金児　充 8/30 〃 6 〃
金児　充 9/6 〃 5 〃
金児　充 9/13 〃 5 〃
金児　充 9/20 〃 5 〃
金児　充 9/27 〃 4 〃
金児　充 10/4 〃 6 〃
金児　充 10/11 〃 6 〃
金児　充 10/25 〃 4 〃
金児　充 11/1 〃 6 〃
金児　充 11/8 〃 5 〃

教室数 担当会員数 教室開催数 利用者延人数 担当市町村数

全　　県 ２４教室 ５４名 ６７９回 ８，２８1名 1２

東信支部 １教室 １名 ５４回 ２８０名 １

北信支部 7教室 1６名 ２０1回 ２，５1８名 ３

中信支部 ６教室 ５名 ５４回 ６３４名 ３

南信支部 1０教室 ３２名 ３７０回 ４，８４９名 ５

介護予防事業報告
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金児　充 11/15 〃 6 〃
金児　充 11/22 〃 6 〃
金児　充 12/6 〃 5 〃
金児　充 12/13 〃 5 〃
金児　充 12/20 〃 5 〃
金児　充 12/27 〃 5 〃
金児　充 1/10 〃 4 〃
金児　充 1/17 〃 4 〃
金児　充 1/24 〃 5 〃
金児　充 1/31 〃 5 〃
金児　充 2/7 〃 5 〃
金児　充 2/14 〃 5 〃
金児　充 2/21 〃 5 〃
金児　充 2/28 〃 5 〃
金児　充 6/5 〃 6 〃
金児　充 6/11 〃 5 〃
金児　充 6/19 〃 5 〃
金児　充 6/26 〃 6 〃
金児　充 7/3 〃 6 〃
金児　充 7/10 〃 5 〃
金児　充 7/17 〃 5 〃
金児　充 7/31 〃 5 〃
金児　充 8/6 〃 6 〃
金児　充 8/21 〃 6 〃
金児　充 8/28 〃 6 〃
金児　充 9/4 〃 6 〃
金児　充 9/11 〃 6 〃
金児　充 9/18 〃 6 〃
金児　充 9/25 〃 5 〃
金児　充 10/9 〃 5 〃
金児　充 10/16 〃 5 〃
金児　充 10/23 〃 5 〃
金児　充 10/30 〃 5 〃
金児　充 11/6 〃 4 〃
金児　充 11/12 〃 4 〃
金児　充 11/20 〃 3 〃
金児　充 11/27 〃 4 〃

� ●北信支部　担当者　松本　　毅
氏　名 月日 会　場 人数 地区 （市町村）

代表者記載
高橋（文）・大塚 R1.7/3

中野市ひざ腰らくらく教室・
（中野市保健センター）

高橋（文）・松本・大塚・鶴田・小橋・小林
樋口・布施谷・丸山・松田・高橋（和）・中島

12 中野市

��小橋・大塚 7/10 〃 12
丸山・大塚 7/17 〃 12 〃
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松田・大塚 7/24 〃 11 〃
高橋・大塚・鶴田 7/31 〃 10 〃

大塚祥司 8/7 〃 11 〃
高橋（文）・松田 8/21 〃 9 〃

小橋・松田 8/28 〃 11 〃
丸山・松田 9/4 〃 10 〃

高橋（和）・他9名 9/11 〃 7 〃
松田・他６名 9/18 〃 10 〃
小林・他9名 10/9 〃 16 〃
鶴田・小林 10/16 〃 16 〃

布施谷・小林 10/23 〃 16 〃
樋口・小林 10/30 〃 16 〃
中島・小林 11/6 〃 16 〃
松本・小林 11/13 〃 16 〃

小林・布施谷 11/20 〃 16 〃
鶴田・布施谷 11/27 〃 16 〃
樋口・布施谷 12/4 〃 16 〃
中島・布施谷 12/11 〃 16 〃
松本・他9名 12/18 〃 16 〃
布施谷貴博 12/25 〃 16 〃

代表者記載
松本　毅
他11名

R1.7/9
中野市ひざ腰らくらく教室

（中野市北部公民館）
大塚・高橋（文）・小橋・丸山（桂）・松田・鶴田
松本・小林（修）・布施谷・樋口・中島・高橋（和）

14 中野市

鶴田・松本 7/16 〃 14 〃
小林・松本 7/23 〃 14 〃

布施谷・松本 7/30 〃 14 〃
樋口・松本 8/6 〃 11 〃
中島・松本 8/20 〃 11 〃
松本・鶴田 8/27 〃 12 〃
小林・鶴田 9/3 〃 14 〃

布施谷・鶴田 9/10 〃 12 〃
樋口・鶴田 9/17 〃 11 〃

中島・他9名 9/24 〃 11 〃
鶴田　隆 10/1 〃 13 〃

代表者記載
高橋（文）・丸山

他11名
R1.9/26

中野市ひざ腰らくらく教室
（中野市西部公民館）

大塚・高橋（文）・小橋・丸山（桂）・松田・鶴田
松本・小林（修）・布施谷・樋口・中島・高橋（和）

14 中野市

丸山・高橋（和）他 10/3 〃 14 〃
高橋（和）・松田他 10/10 〃 14 〃

松田・小橋他 10/17 〃 14 〃
小橋・大塚他 10/24 〃 14 〃

大塚・高橋（文） 10/31 〃 14 〃
高橋（文）・小橋他 11/7 〃 14 〃

丸山・大塚他 11/14 〃 14 〃
高橋（和）・丸山他 11/21 〃 14 〃
高橋（和）・丸山他 11/28 〃 14 〃
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松田・高橋（文）他 12/5 〃 14 〃
大塚・松田他 12/12 〃 14 〃

高橋文彦・他9名 R2.1/8 〃 14 〃
大塚・高橋（文） 1/15 〃 14 〃
小橋・高橋（文） 1/22 〃 14 〃
丸山・高橋（文） 1/29 〃 14 〃
松田・高橋（文） 2/5 〃 14 〃

高橋（和）・高橋（文） 2/12 〃 14 〃
大塚・丸山 2/19 〃 14 〃

高橋（文）・丸山 2/26 〃 14 〃
小橋・丸山 3/4 〃 14 〃

高橋（和）・丸山 3/11 〃 14 〃
松田和也・他9名 3/18 〃 14 〃

丸山　桂 3/25 〃 14 〃

代表者記載
松本　毅
他５名

R2.6/24
中野市ひざ腰らくらく教室

（中野市中央公民館）
高橋（文）・松本・鶴田・大塚・小橋・布施谷
中島・丸山・松田・小林・高橋（和）・樋口

7 中野市

鶴田・松本 7/1 〃 7 〃
小林・松本 7/8 〃 6 〃
松本・鶴田 7/15 〃 6 〃

布施谷・松本 7/22 〃 6 〃
樋口・松本 7/29 〃 5 〃
鶴田　隆 9/9 〃 11 〃

松本・鶴田 9/16 〃 9 〃
小林・他６名 9/23 〃 11 〃

鶴田　隆 9/30 〃 10 〃
大塚・他9名 7/28 〃 8 〃
大塚・鶴田 9/8 〃 6 〃

高橋（文）・松田・鶴田 9/15 〃 7 〃
松田和也 9/29 〃 6 〃

丸山・松田 10/6 〃 8 〃
高橋（和）・松田 10/13 〃 7 〃

松田和也 10/20 〃 8 〃
高橋（文）・大塚 10/27 〃 8 〃

丸山・大塚・他５名 11/10 〃 8 〃
大塚・鶴田 11/17 〃 8 〃

松本　毅 R1.7/8 飯山市はつらつ健康教室月曜コース
（飯山市保健センター） 13 飯山市

〃 7/22 〃 13 〃
　〃 7/29 〃 12 〃
〃 8/19 〃 10 〃
〃 8/26 〃 12 〃
〃 9/2 〃 11 〃
〃 9/30 〃 11 〃
〃 10/7 〃 12 〃
〃 11/18 〃 10 〃
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〃 11/25 〃 10 〃
〃 12/9 〃 8 〃
〃 12/16 〃 10 〃

　〃 R2.1/6 〃 10 〃

松本　毅 R1.7/4 飯山市はつらつ健康教室木曜コース
（飯山市保健センター） 17 飯山市

　〃 7/11 〃 15 〃
　〃 8/22 〃 4 〃
　〃 8/29 〃 5 〃
　〃 9/12 〃 7 〃
　〃 9/19 〃 6 〃
　〃 9/26 〃 5 〃
　〃 10/3 〃 5 〃
〃 10/10 〃 6 〃
〃 11/14 〃 7 〃
〃 11/21 〃 4 〃
〃 12/5 〃 16 〃
〃 12/12 〃 12 〃
〃 12/19 〃 12 〃
〃 R2.1/9 〃 15 〃
〃 1/16 〃 13 〃

中島琢磨 1/23 〃 11 〃
〃 2/13 〃 12 〃
〃 2/20 〃 11 〃
〃 2/27 〃 8 〃

藤巻雄太 R1.7/3 飯山市社協「転倒予防教室」Ⅰ班
（飯山老健センター湯の入） 18 飯山市

〃 7/17 〃 17 〃
沼田鉄平 7/31 〃 12 〃
山﨑　裕 8/21 〃 14 〃
�藤巻雄太 9/4 〃 15 〃

�廣川さつき 9/18 〃 8 〃
山﨑　裕 10/2 〃 15 〃
松本　毅 10/16 〃 13 〃

〃 10/30 〃 11 〃
藤巻雄太 11/13 〃 10 〃
沼田鉄平 11/27 〃 14 〃
山﨑　裕 12/11 〃 14 〃
松本　毅 12/25 〃 13 〃
藤巻雄太 R2.1/15 〃 10 〃

〃 1/29 〃 13 〃
〃 2/12 〃 11 〃

山﨑　裕 2/26 〃 10 〃

松本　毅 R1.7/5 飯山市社協「転倒予防教室」Ⅱ班
（飯山老健センター湯の入） 15 飯山市

廣川さつき 7/19 〃 12 〃
〃 8/2 〃 11 〃
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沼田鉄平 8/23 〃 15 〃
山﨑　裕 9/6 〃 15 〃

廣川さつき 9/20 〃 16 〃
沼田鉄平 10/4 〃 12 〃

廣川さつき 10/18 〃 13 〃
〃 11/1 〃 14 〃
〃 11/15 〃 15 〃
〃 11/29 〃 18 〃

沼田鉄平 12/13 〃 18 〃
山﨑　裕 12/27 〃 16 〃
松本　毅 R2.1/17 〃 18

廣川さつき 1/31 〃 18 〃
廣川さつき 2/14 〃 15 〃

〃 2/28 〃 12 〃

山﨑　裕 R1.7/10 飯山市社協「転倒予防教室」Ⅲ班
（飯山老健センター湯の入） 16 飯山市

松本　毅 7/24 〃 18 〃
藤巻雄太 8/7 〃 9 〃

〃 8/28 〃 15 〃
〃 9/11 〃 14 〃

松本　毅 9/25 〃 13 〃
藤巻雄太 10/9 〃 17 〃
沼田鉄平 10/23 〃 12 〃
松本　毅 11/6 〃 11 〃

〃 11/20 〃 11 〃
藤巻雄太 12/4 〃 12 〃
沼田鉄平 12/18 〃 12 〃

〃 R2.1/8 〃 13 〃
山﨑　裕 1/22 〃 16 〃
沼田鉄平 2/5 〃 13 〃
沼田鉄平 2/19 〃 14 〃

廣川さつき R1.10/11 飯山市社協「転倒予防教室」Ⅳ班
（飯山老健センター湯の入） 18 飯山市

沼田鉄平 7/12 12
山﨑　裕 7/26 15
松本　毅 8/9 13

廣川さつき 8/30 18
沼田鉄平 9/13 14
松本　毅 9/27 16

〃 10/25 〃 16 〃
沼田鉄平 11/8 〃 18 〃
山﨑　裕 11/22 〃 15 〃
松本　毅 12/6 〃 15 〃

廣川さつき 12/20 〃 15 〃
〃 R2.1/10 〃 15 〃

沼田鉄平 1/24 〃 15 〃
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山﨑　裕 2/7 〃 16 〃
沼田鉄平 2/21 〃 16 〃

松本　毅 R1.10/8 湯の入健康教室①
飯山市老健センター湯の入荘 19 飯山市

〃 10/29 〃 17 〃
〃 11/12 〃 14 〃
〃 11/26 〃 14 〃
〃 12/10 〃 14 〃
〃 12/24 〃 16 〃
〃 R2.1/7 〃 17 〃

沼田鉄平 2/18 〃 14 〃
〃 2/25 〃 18 〃

大塚祥司 1/24 地域介護予防活動支援事業
「すくだせ！応援隊」 10 しんしゅうなかの

敬老園

樋口知宏 R2.11/11 地域介護予防活動支援事業
「みんなでなっちょ！体操出前講座」 6 中野市高齢者

センター
山﨑　裕 R1.7/8 木島平村「筋力アップ教室」 13 木島平村

〃 7/22 〃 13 〃
〃 10/15 〃 12 〃
〃 10/28 〃 12 〃
〃 11/11 〃 12 〃
〃 11/25 〃 12 〃
〃 12/9 〃 12 〃
〃 R2.6/8 〃 13 〃
〃 6/22 〃 13 〃
〃 7/6 〃 11 〃
〃 7/21 〃 9 〃
〃 8/3 〃 14 〃

� ●中信支部　担当者　森本　健雅
氏　名 月日 会　場 人数 地区 （市町村）

降籏・高原 R1.7/4 足腰らくらく体操教室 （明科会場） 17 安曇野市
〃 7/11 〃 18 〃
〃 7/18 〃 19 〃
〃 7/25 〃 17 〃
〃 8/1 〃 19 〃
〃 8/8 〃 15 〃
〃 8/22 〃 17 〃
〃 8/29 〃 15 〃
〃 9/5 〃 16 〃
〃 9/12 〃 17 〃
〃 9/19 〃 17 〃
〃 9/26 〃 14 〃

森本・降籏 R2.8/5 〃 11 〃
〃 8/12 〃 11 〃
〃 8/19 〃 12 〃
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〃 8/26 〃　 12 〃
〃 9/2 〃 12 〃
〃 9/9 〃 10 〃
〃 9/16 〃 10 〃
〃 9/23 〃 7 〃

降籏・中村 R1.12/10 足腰らくらく体操教室
（豊科ふれあいホール） 44 安曇野市

〃 12/17 〃 41 〃
〃 12/24 〃 40 〃
〃 R2.1/7 〃 39 〃
〃 1/21 〃 35 〃
〃 1/28 〃 27 〃
〃 2/4 〃 40 〃
〃 2/18 〃 29 〃
〃 2/25 〃 28 〃

降籏・森本 R1.12/4 足腰らくらく体操教室
（穂高保健センター） 30 安曇野市

〃 12/11 〃 25 〃
〃 12/18 〃 22 〃
〃 12/25 〃 23 〃
〃 R2.1/8 〃 23 〃
〃 1/22 〃 21 〃
〃 1/29 〃 25 〃
〃 2/5 〃 21 〃
〃 2/19 〃 20 〃

高田　保 R1.7/2 上松町運動機能向上事業
（高田整骨院） 5 木曽郡上松町

〃 7/9 〃 5 〃
〃 7/16 〃 3 〃
〃 7/23 〃 4 〃
〃 7/30 〃 5 〃
〃 8/7 〃 4 〃
〃 8/20 〃 4 〃
〃 8/27 〃 4 〃
〃 9/3 〃 5 〃
〃 9/10 〃 6 〃
〃 9/17 〃 6 〃
〃 9/24 〃 5 〃
〃 10/1 〃 5 〃
〃 10/8 〃 6 〃
〃 10/16 〃 5 〃
〃 10/23 〃 5 〃
〃 10/29 〃 4 〃
〃 11/5 〃 4 〃
〃 11/13 〃 3 〃
〃 11/19 〃 5 〃
〃 11/26 〃 6 〃
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〃 12/3 〃 4 〃
〃 12/10 〃 5 〃
〃 12/18 〃 6 〃
〃 12/24 〃 6 〃
〃 R2.1/7 〃 4 〃
〃 1/15 〃 6 〃
〃 1/21 〃 6 〃
〃 1/28 〃 6 〃
〃 2/4 〃 5 〃
〃 2/12 〃 6 〃
〃 2/18 〃 6 〃
〃 2/25 〃 6 〃
〃 4/1 〃 5 〃
〃 4/7 〃 6 〃
〃 5/19 〃 5 〃
〃 5/27 〃 6 〃
〃 6/2 〃 5 〃
〃 6/9 〃 3 〃
〃 6/16 〃 3 〃
〃 6/23 〃 5 〃
〃 6/30 〃 3 〃
〃 7/7 〃 4 〃
〃 7/16 〃 6 〃
〃 7/21 〃 5 〃
〃 7/28 〃 6 〃
〃 8/4 〃 6 〃
〃 8/18 〃 6 〃
〃 8/25 〃 5 〃
〃 9/1 〃 5 〃
〃 9/8 〃 6 〃
〃 9/15 〃 6 〃
〃 9/29 〃 6 〃
〃 10/6 〃 5 〃
〃 10/13 〃 5 〃
〃 10/20 〃 7 〃
〃 10/27 〃 7 〃
〃 11/4 〃 6 〃
〃 11/10 〃 5 〃
〃 11/17 〃 7 〃
〃 11/24 〃 7 〃

高田　保 R1.7/29 上松町健康教室事業
（いきいき広場こまくさ） 17 〃

〃 8/30 〃 16 〃
〃 9/30 〃 10 〃
〃 10/31 〃 16 〃
〃 11/29 〃 18 〃
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〃 12/23 〃 14 〃
〃 R2.1/30 〃 18 〃
〃 2/28 〃 10 〃
〃 3/24 〃 10 〃
〃 6/25 〃 10 〃
〃 7/31 〃 12 〃
〃 8/24 〃 11 〃
〃 9/24 〃 10 〃
〃 10/30 〃 8 〃
〃 11/30 〃 9 〃

� ●南信支部　担当者　松村　秀樹
氏　名 月日 会　場 人数 地区 （市町村）

阿部光典・秋山友彦 7/2 「健康柔ら体操教室」市内各施設 9 諏訪市
野口邦治・濵ひろみ 7/9 〃 4 〃
阿部光典・木村浩士 7/12 〃 15 〃
秋山友彦・原　　隆 7/16 〃 8 〃
濵ひろみ・阿部光典 8/6 〃 3 〃
木村浩士・秋山友彦 8/9 〃 11 〃
原　　隆・野口邦治 8/27 〃 15 〃
阿部光典・秋山友彦 9/3 〃 6 〃
原　　隆・木村浩士 9/6 〃 16 〃
野口邦治・阿部光典 9/10 〃 2 〃
秋山友彦・濵ひろみ 9/17 〃 12 〃
木村浩士・原　　隆 9/20 〃 6 〃
濵ひろみ・野口邦治 9/24 〃 6 〃
秋山友彦・濵ひろみ 10/1 〃 12 〃
木村浩士・原　　隆 10/4 〃 22 〃
野口邦治・木村浩士 10/8 〃 10 〃
阿部光典・野口邦治 10/15 〃 27 〃
原　　隆・秋山友彦 10/17 〃 13 〃
木村浩士・濵ひろみ 10/25 〃 10 〃
阿部光典・濵ひろみ 10/29 〃 9 〃
秋山友彦・阿部光典 10/31 〃 13 〃
野口邦治・原　　隆 11/1 〃 17 〃
木村浩士・濵ひろみ 11/5 〃 6 〃
阿部光典・野口邦治 11/12 〃 12 〃
原　　隆・木村浩士 11/14 〃 15 〃
秋山友彦・阿部光典 11/19 〃 12 〃
木村浩士・濵ひろみ 11/26 〃 11 〃
濵ひろみ・秋山友彦 11/28 〃 16 〃
阿部光典・原　　隆 12/3 〃 10 〃
野口邦治・木村浩士 12/6 〃 20 〃
秋山友彦・阿部光典 12/10 〃 15 〃
濵ひろみ・野口邦治 12/17 〃 19 〃
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原　　隆・秋山友彦 12/19 〃 16 〃
木村浩士・野口邦治 12/24 〃 18 〃
阿部光典・原　　隆 1/7 〃 27 〃
野口邦治・木村浩士 1/14 〃 17 〃
原　　隆・阿部光典 1/21 〃 24 〃
木村浩士・濵ひろみ 1/24 〃 22 〃
秋山友彦・阿部光典 1/28 〃 14 〃
濵ひろみ・秋山友彦 2/4 〃 12 〃
野口邦治・原　　隆 2/7 〃 17 〃
原　　隆・濵ひろみ 2/18 〃 25 〃
秋山友彦・阿部光典 2/25 〃 22 〃
原　　隆・秋山友彦 8/20 〃 8 〃
阿部光典・木村浩士 8/25 〃 18 〃
秋山友彦・濵ひろみ 9/8 〃 6 〃
阿部光典・野口邦治 9/11 〃 16 〃
木村浩士・秋山友彦 9/15 〃 14 〃
原　　隆・阿部光典 9/17 〃 8 〃
野口邦治・原　　隆 9/25 〃 7 〃
濵ひろみ・野口邦治 9/29 〃 5 〃
木村浩士・原　　隆 10/2 〃 10 〃
野口邦治・木村浩士 10/6 〃 4 〃
秋山友彦・濵ひろみ 10/8 〃 13 〃

阿部・秋山・濵 10/13 〃 19 〃
原　　隆・野口邦治 10/15 〃 5 〃
秋山友彦・濵ひろみ 10/20 〃 5 〃
濵ひろみ・木村浩士 10/23 〃 3 〃
阿部光典・原　　隆 10/27 〃 7 〃
木村浩士・阿部光典 10/29 〃 9 〃
阿部光典・秋山友彦 11/4 〃 4 〃
木村浩士・濵ひろみ 11/10 〃 7 〃
野口邦治・秋山友彦 11/13 〃 8 〃
原　　隆・木村浩士 11/17 〃 6 〃
野口邦治・阿部光典 11/19 〃 9 〃
村浩士・濵ひろみ 11/24 〃 8 〃

濵ひろみ・原　　隆 11/26 〃 6 〃
村松文次 7/6 ほいほい呼ぼういいだデイ （通所型A） 14 飯田市
馬場修平 7/14 〃 12 〃
木下芳郎 7/20 〃 13 〃

木下甲太郎 8/3 〃 12 〃
小島　誠 8/10 〃 12 〃
小嶋静人 8/17 〃 11 〃

木下甲太郎 9/7 〃 14 〃
村松文次 9/14 〃 11 〃
馬場修平 9/21 〃 14 〃
木下芳郎 10/5 〃 13 〃
小島　誠 10/19 〃 12 〃
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小嶋静人 11/2 〃 14 〃
原翔一郎 11/9 〃 11 〃
村松文次 11/16 〃 11 〃
馬場修平 12/7 〃 12 〃
木下芳郎 12/14 〃 12 〃

木下甲太郎 12/21 〃 12 〃
小嶋静人 1/11 〃 10 〃
原翔一郎 1/18 〃 13 〃
村松文次 2/1 〃 12 〃
馬場修平 2/8 〃 11 〃
木下芳郎 2/15 〃 11 〃
原翔一郎 3/7 〃 8 〃
小島　誠 3/14 〃 10 〃
小嶋静人 3/21 〃 9 〃
小嶋静人 6/6 〃 8 〃

木下甲太郎 6/13 〃 9 〃
村松文次 6/20 〃 7 〃
馬場修平 7/4 〃 9 〃
木下芳郎 7/11 〃 8 〃

木下甲太郎 7/18 〃 10 〃
小島　誠 7/25 〃 10 〃
小嶋静人 8/1 〃 7 〃
原翔一郎 8/8 〃 6 〃
村松文次 8/22 〃 6 〃
馬場修平 9/5 〃 9 〃
木下芳郎 9/12 〃 8 〃

木下甲太郎 9/19 〃 8 〃
小島　誠 9/26 〃 9 〃
小嶋静人 10/3 〃 9 〃
原翔一郎 10/10 〃 8 〃
村松文次 10/17 〃 8 〃
馬場修平 11/7 〃 8 〃
木下芳郎 11/14 〃 7 〃

木下甲太郎 11/21 〃 9 〃
小島　誠 11/28 〃 10 〃
東垣外竜 7/6 ほいほい呼ぼう北部デイ （通所型A） 7 飯田市
髙木観志 7/13 〃 7 〃
井坪克人 7/20 〃 9 〃
羽生　優 8/3 〃 8 〃
伊藤浩兼 8/10 〃 6 〃
伊藤　睦 8/17 〃 7 〃
東垣外竜 9/7 〃 8 〃
竹内敏弘 9/14 〃 10 〃
矢澤克浩 9/21 〃 7 〃
髙木観志 10/5 〃 9 〃
羽生　優 10/19 〃 8 〃



130

介護予防事業報告

伊藤浩兼 11/2 〃 8 〃
伊藤　睦 11/9 〃 9 〃
矢澤克浩 11/16 〃 6 〃
竹内敏弘 12/7 〃 8 〃
髙木観志 12/14 〃 9 〃
東垣外竜 12/21 〃 10 〃
羽生　優 1/11 〃 9 〃
伊藤浩兼 1/18 〃 9 〃
伊藤　睦 2/1 〃 8 〃
矢澤克浩 2/8 〃 9 〃
竹内敏弘 2/15 〃 7 〃
東垣外竜 3/7 〃 10 〃
髙木観志 3/14 〃 7 〃
井坪克人 3/21 〃 8 〃
髙木観志 6/6 〃 10 〃
井坪克人 6/13 〃 7 〃
羽生　優 6/20 〃 7 〃
竹内敏弘 6/27 〃 9 〃
伊藤浩兼 7/4 〃 7 〃
伊藤　睦 7/11 〃 7 〃
矢澤克浩 7/18 〃 7 〃
竹内敏弘 8/1 〃 7 〃
東垣外竜 8/8 〃 6 〃
髙木観志 8/22 〃 6 〃
伊藤　睦 8/29 〃 6 〃
井坪克人 9/7 〃 6 〃
羽生　優 9/14 〃 6 〃
伊藤浩兼 9/21 〃 6 〃
伊藤　睦 10/3 〃 6 〃
矢澤克浩 10/10 〃 6 〃
竹内敏弘 10/17 〃 6 〃
羽生　優 10/24 〃 6 〃
東垣外竜 11/7 〃 6 〃
髙木観志 11/14 〃 6 〃
井坪克人 11/21 〃 5 〃
松村秀樹 7/6 ほいほい呼ぼう竜東デイ （通所型A） 15 飯田市
丸山申介 7/13 〃 14 〃
木下陽子 7/20 〃 15 〃
石原尚幸 8/3 〃 16 〃
関島康道 8/10 〃 13 〃
肥後和樹 8/17 〃 14 〃
松村秀樹 9/7 〃 13 〃
丸山申介 9/14 〃 14 〃
木下陽子 9/21 〃 15 〃
石原尚幸 10/3 〃 15 〃
肥後和樹 10/19 〃 13 〃
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関島康道 10/27 〃 15 〃
松村秀樹 11/2 〃 12 〃
丸山申介 11/9 〃 12 〃
木下陽子 11/16 〃 13 〃
石原尚幸 12/7 〃 14 〃
関島康道 12/14　 〃 14 〃
肥後和樹 12/21 〃 14 〃
丸山申介 1/11 〃 14 〃
木下陽子 1/18 〃 16 〃
木下陽子 2/1 〃 14 〃
石原尚幸 2/8 〃 16 〃
関島康道 2/15 〃 16 〃
肥後和樹 3/7 〃 14 〃
木下陽子 3/14 〃 14 〃
丸山申介 3/21 〃 16 〃
木下陽子 5/23 〃 14 〃
石原尚幸 5/30 〃 13 〃
関島康道 6/7 〃 15 〃
肥後和樹 6/13 〃 13 〃
松村秀樹 6/20 〃 11 〃
丸山申介 7/4 〃 14 〃
木下陽子 7/11 〃 13 〃
石原尚幸 7/18 〃 15 〃
関島康道 8/1 〃 13 〃
肥後和樹 8/8 〃 14 〃
松村秀樹 8/15 〃 7 〃
丸山申介 9/5 〃 13 〃
木下陽子 9/12 〃 14 〃
石原尚幸 9/19 〃 13 〃
関島康道 10/3 〃 14 〃
肥後和樹 10/10 〃 11 〃
松村秀樹 10/17 〃 14 〃
丸山申介 11/7 〃 14 〃
松村秀樹 11/14 〃 13 〃
石原尚幸 11/21 〃 14 〃

木下甲太郎 8/7 JA南信州あぐりかなえ （通所型A） 8 飯田市
木下芳郎 8/21 〃 11 〃
小嶋静人 8/22 〃 10 〃
奥村幸志 8/29 〃 8 〃

木下甲太郎 4/8 〃 12 〃
木下芳郎 4/15 〃 9 〃
小嶋静人 4/16 〃 11 〃

木下甲太郎 6/10 〃 15 〃
木下芳郎 6/17 〃 9 〃
小嶋静人 6/18 〃 10 〃
奥村幸志 6/25 〃 10 〃
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木下芳郎 7/15 〃 11 〃
小嶋静人 7/16 〃 11 〃
奥村幸志 7/20 〃 10 〃
北林武文 7/3 松川町水曜くらぶ 8 松川町
小池輝宗 7/10 〃 8 〃
後藤安成 7/17 〃 8 〃

北林・後藤・小池 7/24 〃 8 〃
北林武文 7/31 〃 8 〃
小池輝宗 8/7 〃 8 〃
後藤安成 8/21 〃 8 〃
北林武文 8/28 〃 8 〃
小池輝宗 9/4 〃 8 〃
後藤安成 9/11 〃 8 〃

北林・後藤・小池 9/18 〃 8 〃
北林・後藤・小池 9/25 〃 8 〃
北林・後藤・小池 12/4 〃 4 〃

北林武文 12/11 〃 4 〃
小池輝宗 12/18 〃 4 〃
後藤安成 12/25 〃 4 〃
北林武文 1/8 〃 4 〃
小池輝宗 1/15 〃 4 〃
後藤安成 1/22 〃 4 〃

北林・後藤・小池 1/29 〃 4 〃
北林武文 2/5 〃 4 〃
小池輝宗 2/12 〃 4 〃
後藤安成 2/19 〃 4 〃
北林武文 2/26 〃 4 〃
小池輝宗 3/4 〃 4 〃
後藤安成 3/11 〃 4 〃

北林・後藤・小池 3/18 〃 4 〃
北林・後藤・小池 3/25 〃 4 〃

古賀修平・田中兼次 7/4 １次予防事業こけん塾　午前班・午後班 29 下條村
古賀修平・田中兼次 7/11 〃　午後班 26 〃
古賀修平・田中兼次 7/25 〃午前班・午後班 24 〃

〃 8/1 〃 24 〃
〃 8/8 〃 24 〃
〃 8/22 〃 27 〃
〃 8/29 〃 22 〃
〃 9/5 〃 26 〃
〃 9/26 〃 23 〃
〃 10/3 〃 26 〃
〃 10/10 〃 27 〃

古賀修平・田中兼次 10/17 １次予防事業こけん塾　午前班・午後班 27 下條村
古賀修平 10/24 〃 14 〃
古賀修平 10/31 〃 16 〃

古賀修平・田中兼次 11/7 〃 22 〃
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〃 11/14 〃 27 〃
〃 11/21 〃 26 〃

古賀修平 11/28 〃 13 〃
古賀修平 12/5 〃 12 〃

古賀修平・田中兼次 12/12 〃 27 〃
〃 12/19 〃 24 〃
〃 12/26 〃 20 〃
〃 1/9 〃 33 〃
〃 1/16 〃 26 〃

古賀修平 1/23 〃 16 〃
古賀修平・田中兼次 1/30 〃 29 〃

〃 2/6 〃 36 〃
〃 2/13 〃 33 〃
〃 2/20 〃 36 〃

田中兼次 2/27 〃 18 〃
古賀修平・田中兼次 7/2 〃 36 〃

〃 7/9 〃 28 〃
〃 7/16 〃 29 〃
〃 7/30 〃 30 〃
〃 8/6 〃 32 〃
〃 8/20 〃 28 〃
〃 8/27 〃 23 〃
〃 9/6 〃 31 〃
〃 9/24 〃 28 〃
〃 10/1 〃 32 〃
〃 10/8 〃 25 〃
〃 10/15 〃 30 〃
〃 10/22 〃 24 〃
〃 10/29 〃 29 〃
〃 11/5 〃 25 〃
〃 11/12 〃 21 〃
〃 11/19 〃 22 〃
〃 11/26 〃 23 〃

伊藤　睦 7/17 豊丘村地域ミニデイ教室 （村内各施設） 11 豊丘村
伊藤　睦 8/21 〃 10 〃
伊藤　睦 9/3 〃 11 〃
東垣外竜 9/25 〃 12 〃
東垣外竜 11/14 〃 13 〃
東垣外竜 11/19 〃 7 〃
東垣外竜 11/20 〃 13 〃
伊藤　睦 11/28 〃 8 〃
伊藤　睦 12/24 〃 13 〃
伊藤　睦 2/18 〃 13 〃
伊藤　睦 2/19 〃 9 〃
伊藤　睦 9/1 〃 9 〃
伊藤　睦 9/17 〃 11 〃
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東垣外竜 10/28 〃 14 〃
東垣外竜 11/19 〃 5 〃
伊藤　睦 7/5 豊丘村はつらつクラブころばん塾�（通所型A） 20 豊丘村
東垣外竜 7/12 〃 20 〃
伊藤　睦 7/19 〃 19 〃
東垣外竜 7/26 〃 19 〃
伊藤　睦 8/2 〃 19 〃
東垣外竜 8/9 〃 17 〃
伊藤　睦 8/23 〃 18 〃
東垣外竜 8/30 〃 18 〃
伊藤　睦 9/6 〃 21 〃
東垣外竜 9/13 〃 21 〃
伊藤　睦 9/20 〃 18 〃
東垣外竜 9/27 〃 21 〃
伊藤　睦 10/4 〃 19 〃
東垣外竜 10/11 〃 19 〃
伊藤　睦 10/18　 〃 19 〃
東垣外竜 10/25 〃 17 〃
伊藤　睦 11/1 〃 20 〃
東垣外竜 11/8 〃 23 〃
伊藤　睦 11/15 〃 17 〃
東垣外竜 11/22 〃 20 〃
伊藤　睦 11/29 〃 23 〃
東垣外竜 12/6 〃 19 〃
伊藤　睦 12/13 〃 18 〃
東垣外竜 12/20 〃 17 〃
伊藤　睦 1/10 〃 18 〃
東垣外竜 1/17 〃 14 〃
伊藤　睦 1/24 〃 14 〃
東垣外竜 1/31 〃 18 〃
伊藤　睦 2/7 〃 15 〃
東垣外竜 2/14 〃 14 〃
伊藤　睦 2/21 〃 14 〃
東垣外竜 2/28 〃 14 〃
伊藤　睦 3/6 〃 13 〃
東垣外竜 3/13 〃 12 〃
東垣外竜 3/27 〃 14 〃
東垣外竜 4/3 〃 11 〃
伊藤　睦 4/10 〃 10 〃
東垣外竜 6/12 〃 9 〃
伊藤　睦 6/19 〃 11 〃
東垣外竜 6/26 〃 11 〃
伊藤　睦 7/3 〃 14 〃
東垣外竜 7/10 〃 14 〃
伊藤　睦 7/17 〃 14 〃
東垣外竜 7/31 〃 14 〃
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伊藤　睦 8/7 〃 7 〃
東垣外竜 8/21 〃 9 〃
伊藤　睦 8/28 〃 8 〃
東垣外竜 9/4 〃 13 〃
伊藤　睦 9/11 〃 11 〃
東垣外竜 9/18 〃 14 〃
伊藤　睦 9/25 〃 12 〃
東垣外竜 10/2 〃 11 〃
伊藤　睦 10/9 〃 11 〃
東垣外竜 10/16 〃 10 〃
伊藤　睦 10/23 〃 11 〃
東垣外竜 10/30 〃 14 〃
伊藤　睦 11/6 〃 14 〃
東垣外竜 11/13 〃 16 〃
伊藤　睦 11/20 〃 13 〃
東垣外竜 11/27 〃 16 〃
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〔日時〕　令和2年11月7日　（土）
　　　　午後5：00 ～

〔場所〕　東御市中央公民館　2F　講義室

〔講師〕　（公社）長野県柔道整復師会　会長
� 高田　保　先生
　　　　（公社）長野県柔道整復師会　保険部長
� 柏木久明　先生

〔出席者〕東信支部会員　　26名

　冒頭、高田保会長より、コロナ禍における会
員の保険請求額の推移の現状などの説明があ
り、新患を増やすことの重要性などお話しいた
だいた。
　柏木保険部長より、保険部の実情について講
義を頂き、活発な意見交換が行われた。以下、
内容について報告する。

１．併給、重複施術について
　�　不支給となる事案もあるが、返戻となった

場合「療養費の支給基準」に則り施術してい
る旨訴え理解を求める。いずれにしても問診

時に医科との併診の有無について十分に聞き
取りを行い、対応をしておく。

2．自賠責について
　�　ＪＡ共済との懇談会にて、「逓減外し」に

応じられない旨回答を受けている。他の損保
会社では応じられているところもあるので、
個人で対応する。

　�　一部損保会社では、実態調査を行い、問題
のあるケースに弁護士同伴で来ることがあ
る。すぐに回答対応せず、本会に相談をす
る。

３．労災について
　�　腰部捻挫などの場合、患者調査を実施して

いるケースも出ている。
　�　公務災害の場合も「労災施術料金表」が適

用される。提出先は患者の勤務先となる。

４．学童の福祉医療費について
　�　来年8月より医科と同等に変更となるが、

各市町村により実施状況が違うので留意す
る。

令和２年度　東信支部車座集会報告書
東信支部　保険部　西村　公紀

支部情報支部情報
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　過日、10月17日土曜日、午後7時より長野県
柔道整復師会会館３階柔道場に於いて、北信支
部車座集会が行われました。昨年に引き続き2
回目となる会ですが昨今のコロナ禍の折、手指
の消毒と全員マスクを着用し感染対策をしっか
りとした上での開催となりました。
　初めに高田保会長の挨拶から始まり、柏木久
明保険部長の挨拶に引き続きまして本題へと移
りました。
　車座集会とは参加者が円座となり膝を突き合
わせて語り合う場であります。侃々諤々の意見
が飛び交い、記録として残すことができないよ
うなオフレコの話も出てくる、そのような本音
が出る集会でもあります。しかしながら、実際
には円座とはいかず、ソーシャルディスタンス
を保ち、膝を突き合わすこともなく椅子を並べ
ての距離を取った上での場となりました。
　車座集会の本来の目的である一つのテーマに
対して意見を交換するテーマ型と、幅広く意見
を展開していくフリートーク型に則り、テーマ
型としては事前に質問事項を募り、それに対し
て回答していく。また、フリートーク型として
は当日会場から出た質問にその場で回答してい

く形をとりました。
　先ず、テーマ型として事前に提出された質問
は『接骨院・整骨院のかかり方』としての地方
自治体から発行された内容に関するもの、もう
一つは昨年の台風19号災害によるボランティア
活動について一部不適切な言動があったので
は、という内容について柏木久明保険部長およ
び北信支部事業部より回答を頂きました。
　フリートーク型では当日発言された質問とし
て、医科との併診について、生活保護の受診に
ついての質問が上がりました。また、最近の大
きな問題になっている自賠責逓減については多
くの時間を割き問題点、要望点を論議致しまし
た。ある会員からはご自身の体験として自賠責
会社とのやり取りを述べて頂きました。
　何れにしても明日からの診療に直結していく
内容であり、とても有意義な車座集会となりま
した。
　最後になりましたがこのような場を設けて頂
きました高田保会長、柏木久明保険部長に謝辞
を申しますと共に、会員の役立つ情報を今後も
発信できる場をもっとできたらと思います。

令和２年度　北信支部車座集会
北信支部　保険部　宮本　義豊
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　令和2年11月14日（土）午後5時30分から塩
尻市総合文化センターの大会議室にて（公社）
長野県柔道整復師会の高田保会長と柏木久明保
険部長による中信支部車座集会が行われまし
た。
　中信支部会員26名が参加し、コロナ感染予防
対策として受付で手指のアルコール消毒と、ソ
ーシャルディスタンスの着座を行いました。
　まず高田保会長が挨拶を行い、コロナ禍での
保険請求推移と現状の説明がありました。「5
月の療養費の落ち込みがあったが、10月は前年
比98%程の回復傾向にある」との報告と「年々
右肩下がりの傾向には歯止めがかかっていない
ので、各院新規患者を増やすように頑張ってほ
しい」とのことや、「おかしな返戻にはきちん

と対応して、簡単に取り下げたりせず対応して
ほしい」と説明がありました。
　次に柏木久明保険部長から「院数も昔に比べ
増えて大変な状況下なので、会員みんながボト
ムアップして頑張る必要があるが、広告の出し
方など自分だけ良ければという柔整師の在り方
にも問題があるかもしれない」とのお話から始
まり「支給基準に問題があるケースについて」
や「患者さんと事実確認をしてしっかりインフ
ォームドコンセントを行うこと」「自賠責の請
求は各保険者の担当者と相談すること」など為
になるお話がありました。
　最後は三澤茂明中信支部長の謝辞と次に使う
人のために各テーブルのアルコール消毒で車座
集会を閉じました。

令和２年度　中信支部車座集会
中信支部　保険部　笠原　康稔

高田会長（左）と柏木保険部長（右）
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　佐久市での介護予防事業・新規参入の経過を
報告致します。
　令和2年8月19日に栁田清二佐久市長立会い
の下、市関係者と懇談致しました。
　佐久市では、国策による介護事業指示により
専属の理学療法士がおり、フレイル予防教室等
の介護予防事業を既に実施されているとのこと
でしたが、公益社団法人長野県柔道整復師会

（以下本会）が介護予防事業参入の打診をした
ところ、有難い申し出と言うことで快諾して頂
きました。その中で理学療法士と柔道整復師が
同様のことをやるのか、柔道整復師の特徴的な
ことを生かすのかと言う質問がありました。
　回答として我々柔道整復師は、業務範囲から
して「疼痛管理」が可能です。一般の方に理解
しやすく説明するなら「痛みの相談、管理をし
ながら運動の出来る身体にする」と言ったとこ
ろでしょうかと回答しました。佐久市の場合、
介護予防事業が総合事業ではなく、事業所対応
となるので国保連との兼ね合いも視野に入れて
いくとのことです。
　後日、介護予防事業参入にあたり市長より
直々に電話を頂き、福祉部高齢者福祉課高齢者
支援係と相談の上、本会や所属している柔道整
復師のアピールをして行くとの有難いお話を頂
きました。
　早速、福祉部高齢者福祉課高齢者支援係より

連絡を頂き、介護予防事業の一環として専門職
から講師を招いて講座を開催しているが、この
講座に是非とも本会の柔道整復師にも参加して
頂きたいとのお言葉を頂き、市での高齢者福祉
課専門職の紹介のリーフレットに柔道整復師を
加えて頂けるようになりました。
　又、市側の紹介にて令和2年9月30日に佐久
ケーブルテレビの「SAKUいち」の番組の中
で、本会の介護予防事業参入のためのアピール
をして頂きたいとお話を頂きました。出演当
日、5分と短い時間とぶっつけ本番、生放送と
いう状況の中、柔道整復師による寝たきり予防
体操というタイトルでしたので、一般の方に解
り易い様に肩回しの際、肩関節の可動域は肩甲
骨の動きが関与しているので、肩甲骨を動かす
ために後方へ大きく回す、座位にて大腿四頭筋
の強化の際、足関節を背屈して腓腹筋を伸ばす
方が四頭筋に負荷が掛かるということを実践し
ながら体操の基本的なポイントをアドバイスし
ました。
　以上、現在までの交渉・活動報告になります
が、上記の通りフレイル予防の観点から柔道整
復師の疼痛管理を前面にアピールしなければ参
加意義が薄れると思います。
　今後も本会の介護予防事業を通して地域貢献
していける様に展開していければと思います。

各市町村との交渉・活動報告
東信支部　柏木　亮輔 
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　北信支部の中野市の大塚でございます。3年
ほど前にも「私的研究会と介護予防教室につい
て」を掲載していただきましたが、今回も「そ
の後」ということでご依頼がありましたので報
告させていただきます。
　ご存じのように中野市は、平成26年度より

「ひざ腰らくらく教室」として中野市の介護予
防事業としてスタートいたしました。平成29年
度からは、一般介護予防事業として教室を継続
しております。年間に2、3回行政との会議を
開催し、相互に意見を出し合い非常に良い関係
を保ちながら進んでおります。この教室自体は
中野市の介護予防事業の中でも大変人気のある
教室となっております。
　しかしながら、ご存じのように新型コロナウ
イルス感染症の関係で、令和2年度の教室はス
タートと同時に一時中止という状況となりまし
た。1クール12回で開催しておりますが、2つ
のコースについては、2回ほど中野市の担当者
が、こちらで用意したDVDを見ながら代替開
催していただき、新型コロナウイルスの状況が
安定してきたところで、ガイドラインを徹底し
ながらこちらの講師が参加する形で再開するこ
とができました。今年度はこのまま開催できる
ことを希望しております。
　さて、今後の教室の状況ですが、今までは年
間5コースの教室を開催しておりましたが、令

和3年度からは、3コースに減少することとな
りました。理由としては、人気はあるが、リピ
ーターが多すぎて新規の受講者が増加していな
いことや、教室終了後に、自主グループを立ち
上げて地域の住民同士で体操教室を継続してゆ
くことに繋がっていないなどの問題点が出てま
いりました。しかしながら、ひざ腰らくらく教
室自体は、今後も継続して開催することは決定
しております。少し物足りなさを感じていまし
た。そんな中、タイミングよく長野市で、「緩
和型介護予防事業」参入が決まったことを受
け、中野市でも早速その対応に当たりました。
10月29日に、中野市の高齢者支援課係長らと緩
和型介護予防事業についてその内容などについ
て説明の会議を開催することとなり、その後中
野市の会員で内容について検討して参入するか
どうかを決定してゆくことが決まりました。今
後は、この緩和型介護予防事業を採用して、い
わゆるサテライト型で会員個人の施術所で事業
を展開してゆくことが可能と思われます。介護
予防事業は、今後もいろいろ変わってゆくこと
でしょうが、好機を逃さず積極的に行政にコン
タクトを取り活動することが必要と感じます。
なかなか厳しい業界の状況ですが、粘り強く対
応することが重要かと思います。簡単でござい
ますが、「中野市の介護予防事業の現状」のご
報告をさせていただきました。

中野市の介護予防教室の現状
北信支部　大塚　祥司
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　船旅が好きな私は連休を利用して年に3～４
回、1週間から10日程の船旅を楽しんでいるが
今回は妻の７５歳の誕生日を船上で過ごす為、1
月20日出航16日間東南アジアクルーズに乗船し
た。
　船旅は荷物が事前に部屋に届き、身軽さが何
よりだと思っている。眠っている間に目的地に
着き、ツアーに参加するも船に残るも自由。日
本船程凝った料理はなくても、フレンチ・イタ
リアン・ビュッフェ・寿司と一応何でも揃って
いる。大浴場も露天もある。劇場は県内の大型
ホールよりも広いかもしれない。乗客の国籍は
30 ヶ国を超え、乗船する度に素敵な外国の人々
と知り合う。何度も乗船していると乗務員とも
仲良くなり、日本的なプレゼントを用意して再
会を喜び合い旅の間中楽しく過ごすことが出来
る。
　豪華客船といわれるが外国船は、日本船と比
べて設定が安く（食事・交通費・催し物等）オ
ールインクルーシブルな為1泊1万円～20万円
程の幅がある。客室内容や食事等に差が出る
が、客室はどうでも良いと思う人にはお得な乗
り物だと思う。
　長年船旅をしているとハプニングはつきもの
で、毎回今度は何事もなく乗下船出来るか心配
するが、それはほとんどの場合天候によるもの
で、今回のウイルス発生など全くの想定外であ
った。たった1人の旅行者が持ち込んだウイル
スが、あの様な騒動になるとは当時思いもよら
なかった。船の中は全く普通で何かが起きてい
る兆しも感じなかったが、沖縄の検疫がかつて
ない程の時間がかかり、街に出るのが何時間も
遅れ少々異変を感じた。その夜かつてない程の
猛スピードで予定よりも半日も早く横浜港に入

港・湾外に停泊し、初めて船内放送で新型コロ
ナウイルスに感染した乗客がいて、横浜防疫部
の調査がある為着岸が遅れていると知った。下
船準備万端だった私は驚きはしたがそれほどの
事態になるとは思わず荷物も纏め廊下に出して
いた。その夜は食事も催し物も普通に楽しみ、
翌朝の下船予定は変わらないと呑気に構えてい
たが、夜中の2時過ぎに調査官が2人来室。体
温・体調の聞き取りがあったが防護服もつけ
ず、マスクだけでそれ程物々しい様子もなかっ
たが、結局はあの様な大変な事になり1ヶ月
間、拘束生活を送ることになった。
　最初のうちは詳しい事は一切知らされず、連
絡を取れる家族や友人達から逆に情報を得る
日々が続き、船内テレビは日本の放送はBS 1
のニュースしか入らず、頭上を飛び交うマスコ
ミのヘリコプターに驚いていた。通信状態も非
常に悪く電話も途中で途切れたり、3日に一度
湾外に出て水の交換作業をする際はLINEも届
かず、日本にいながら海外にいる様な不便さだ
った。焦ってもどうなるものでもなく腹を括っ
てこの状態を受け入れる覚悟はしたものの、ク
ルーズ中の快適な状態とは真逆で、食事はどん
どん悪くなり食べる気もなくなった頃に、カッ
プ麺等外部からの差し入れや、家族からの差し
入れが許可され、何とか過ごしてきた。
　企業からは様々な物が届き、船の側まで、

「頑張れ・もう少しです」と書かれた横断幕を
掲げたモーターボートが何回も来てくれたり、
励まされることも多々あった。私の部屋はベラ
ンダがとても広く寝室とリビングも別でとても
快適で日光浴や散歩も出来て、ストレスもそれ
程でもなかったが、窓のない内側の部屋の方達
の事を思うとどうしたらいいのか判らず、1日

ダイヤモンドプリンセス乗船記
北信支部　松本　　毅
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も早く下船をとしか思わなかった。
　厚生省の橋本副大臣が乗船して皆さん頑張り
ましょう。と船内放送で呼びかけたものの、相
変わらず乗客は何も判らず、キャプテンから本
日は何名の感染者が出ました。という報告の
み。クルーの人々の感染も始まり日本国内大騒
動になっている様子も船外から知らされた。
　下船してからの報道にある様な混乱も怒号も
私には全く見えず、恐ろしい程静まり返った廊
下。それに引き換え港に待機する報道陣の多
さ。ヘリコプターの煩さが強く印象に残ってい
る。一部の乗客が薬がないとか色々とマスコミ
に発信していたが、ベランダに洗濯物を干すと
直ぐに「干さないで下さい」と注意され、監視
をされている様子だった。
　食事ごとに写メを撮り、配られた様々な物も
写メに撮り、家族や友人に送るのが日課にな
り、掃除も洗濯もサービスが無くなり、自分で
洗って干し雑巾を掛け、まずい食事を食べ、な
ぜかぬるいお湯しか出ない風呂に震えながら入
り、を繰り返していた。
　仕事は気になっても本来の旅程の2週間分し
か手当てが出来ず、介護予防教室の代行のお願
い等様々な事案の対応に遅れが出ない様に苦心
はしたものの、連絡がつかない人も多く心苦し
い思いをした。自分が努力しても、注意してい
てもどうにもならない事があり判っていても出
来ない事がある、という事が充分に理解でき
た。
　3,５00人の乗員乗客の内７00人以上の方が感染
し、亡くなった方もいる。幸い私達夫婦も同行
していた友人夫婦もPCR検査で陰性となり拘束
1５日目に下船出来た。下船すると同時にマスコ
ミが寄ってきて犯罪者にインタビューする様な
雰囲気で、黙ってすり抜けてきた。船内にいた
全ての人はただ黙々と不安に耐えていただけ。
私は現役とはいえ、いつどうなってもおかしく
はない年齢だが、新婚旅行・家族旅行の人も多

くいる。そんな人々が楽しい筈の船旅の終りが
こんな結末になった事を心から気の毒に思う。
　下船してすぐに保健所から電話があり、海外
帰国者と同様の、更に2週間の自宅待機軟禁生
活が始まった。PCR検査のマイナスは何の為だ
ったか解らないが、担当者は法令による規則と
の答えしかなく、結局2週間自宅から一歩も出
る事なく買い物は子供達にして貰いながらの生
活を送った。その間保健所は日々の体温と体調
を問い合わせてきていただけだった。
　ある日保健所から私がジムに行っていると通
報があったが本当かと電話があり、ジムにろく
ろく確認もせず、また通報者の氏名も確かめも
せず電話をしてくる無神経さにほとほと呆れ
た。
　様々な噂が飛び交い「東京に行った」「上田
に行った」入院して休業している。仕事を辞め
た、死んだ等。広くは篠ノ井・長野・須坂・木
島平などから聞こえてきた。全てうそ・デマ。
2週間後再びPCR検査を受け陰性になり、3月
下旬からボチボチと仕事を始めた。
　様々な事があったこの10 ヶ月。悪い事ばか
りではない。人の優しさも見えた。人の裏の顔
も見えてしまった。思いもかけない人が、思い
がけなく優しく有難かったりもしたし、この人
はこんな人だったのかと、がっかりしたり、人
間社会の深層を観た。まるで映画に出演してい
たような10 ヶ月だった。 
　アメリカの映画監督さんから、ダイヤモンド
プリンセスでの一連の経過を映画にしたい。と
いう話もあり、日本のコーディネーターの方の
訪問を受けたし、風評被害について聞きたいと
いう歌手の方も訪ねてきた。貴重な体験だった
と思っている。今後は何にも煩わされず、楽し
く生きていくと決めている。日本船が再開され
た。いつ乗ろうかと心躍らせながらパンフレッ
トを眺めている。全くこりてはいない。
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G.スイートルルームの玄関スペース

G.スイートルルームのリビング

下船時、大黒ふ頭でのダイヤモンドプリンセス

静まり返った廊下

ダイヤモンドプリンセス号全景
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　安曇野市の介護予防教室では、新型コロナウ
イルスの感染拡大を受けて、令和元年度の介護
予防事業を2月末にいったん中止した。しか
し、様々な事業が中止、自粛、縮小する中で、
外出機会等が減り、高齢者のフレイル進行が懸
念されることから、感染予防対策を取ったうえ
で事業を再開することになった。

　教室実施にあたり、3つの密を避けるような
対策をとることとした。
①　密閉の回避
　　原則として常時、窓などを開放して換気を

行う。困難な場合は換気回数を30分に1回以
上数分程度、窓を開放して換気を行う。

②　密集の回避
　　会場に合わせて参加人数を制限し、十分な

距離をとれるようにして密集を避ける。
③　密接の回避
　　受付、会場の配置は2メートル以上の間隔

をとる。両手を広げて手が触れない距離をと
る。

　　原則、スタッフ、参加者ともに、運動時及
び休憩時において、常時マスクを着用するこ
とを徹底する。

　　会話は必要最小限にし、大きな声で話さな
いようにする。

　チェックリストを用いて、毎回、体調、行動
歴を確認するほか、利用者、担当者は以下のこ
とに留意し①～④について対象となった場合は
速やかに担当者に報告をすること。
①　体調管理について
　1．参加時の体温、発熱（3７.５℃以上、また

は平熱プラス1℃以上）の有無

　2．参加2週間における以下の事項の有無
　　　・平熱を超える発熱
　　　・咳、のどの痛みなどの風邪様の症状
②　本人または同居人について2週間目までの

間に県外及び県外の感染拡大地域への移動は
ないか、または対象地域からの移動者との接
触はないか。

③　本人または家族について、濃厚接触者とな
りうる可能性がないか、また周囲における感
染者の発生がないか。

④　本人または家族が立ち寄った場所に感染が
発生していないか。

　教室開催期間中も感染警戒レベルが上がった
場合には中止する。

　以上のことを踏まえ、教室当日、会場に到着
したら、スタッフの手指の消毒、検温、チェッ
クリストに記入し問題がないことを確認の上、
署名をする。会場の換気と設営をし、机、椅
子・筆記用具の消毒を行う。参加者には手指の
消毒、当日の体調、行動歴の確認を行い、問題
があれば参加を取り止めてもらう。参加人数は
20名以下にして、教室の配置はスクール方式と
する。本年度に限り身体計測は行わない。教室
で使うセラバンドは、個人持ちにして、用具の
持ち回りは行わないようにする。運動指導にあ
たる者については、大声による飛沫拡散を防止
するため、フェイスガードの使用、拡声器の使
用などの対策を講じる。飛沫や接触を避けるた
め、向かい合ったり、参加者同士でつながるよ
うな体操は行わない。何らかの身体的理由な
ど、特別な場合を除き、原則として水分補給時
以外はマスクをつけたままとする。教室終了後

安曇野市の介護予防教室のコロナ対策について
中信支部　介護班　森本　健雅
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は速やかに帰宅してもらい不要な接触は避け
る。用具の消毒を行い撤収終了後、スタッフは
当日の感染対策ができたかを記録用紙に記入
し、署名をして終了とする。

　新型コロナウイルス感染症の終息が見通せな
い中、自分自身も可能な限り、体調管理や感染
防止活動に努め、介護予防事業を行っていきた
い。
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　今年の当初からコロナウイルス感染症が世界
的に蔓延して世界中大騒ぎになっています。幸
いなことに長野県では、感染者は出ましたが大
きく感染が広がることもなく平穏を保っていま
す。私の住んでいる南信の飯田市も感染者が少
ない状態を保っています。しかし、この感染症
の特徴の一つとして、高齢者の重症化率が高い
ことが挙げられます。
　介護予防運動教室では、高齢者を対象として
いますので特に感染予防には注意しなければな
らないと思います。しかし、感染を怖がるあま
り、外出の減少・人と話す機会の減少など問題
となる現象も起こっています。つまり外出の減
少は、運動量の低下による筋力低下・運動巧緻
性の低下などにつながり、人と話す機会の減少
は、認知機能の低下につながります。また、マ
スクの常用は酸素吸入量の低下につながり全身
の機能低下の懸念もあります。だからこそ、介
護予防運動教室の重要度はこれから増えていく
と考えられます。
　今年の2月9日に県会館で催された機能訓練
指導員フォローアップ講習会での信州大学医学
部百瀬公人教授のお話でもありましたが運動
Volumeの式として示されたのが、高負荷短時

間運動＝低負荷長時間運動。つまり日常生活に
おけるQOLの向上を目的とした運動や指導を
今まで以上に増やし、更に参加者の日々の運動
習慣を増やす指導を増やすことにより、日常生
活の運動Volumeを増やすことができると考え
られます。ただ単に運動指導するだけならボラ
ンティアの方でも可能ですが、痛みの管理や一
人一人に合った指導等、運動器の受傷から治癒
するまで一人で診ている柔道整復師ならではの
強みを発揮する良い機会かと思われます。
　入院患者に対するリハビリテーション（一対
一で指導ができる・運動のタイミングをコント
ロールできる・痛みが出た場合、即処置でき
る）とは異なり、介護予防運動教室は多くの場
合、週に一回。また参加するもしないも参加者
の自由であり、トレーニングで追い込んだ場合
の痛みのコントロールもできませんが、このよ
うな考え方で安全に充分に運動量を増やすこと
が可能かと思われます。このことは柔道整復師
が日常業務で常にやっていることの延長線にあ
りますので、確かに大変な時期ですが、こんな
時期だからこそ柔道整復師の良さを発揮できる
のではないでしょうか。

コロナ時代の介護予防運動教室
南信支部　松村　秀樹 
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　令和1年8月10日～8月12日の2泊3日テン
ト泊で立山・剱岳を登ってきました。立山とは
北アルプスの北部に位置する山で雄山（おや
ま、標高3003ｍ）、大汝山（おおなんじやま、
標高301５ｍ）、富士ノ折立（ふじのおりたて、
標高2999ｍ）の3つの峰を総称して「立山」と
いいます。

　剱岳は富山県東部の立山連峰にある標高2999
ｍの山、日本国内で一般登山者が登るうちでは
危険度の最も高い山とされていて、多くの鎖場
やはしごのルートがあり難所としてカニのタテ
バイ、カニのヨコバイと呼ばれる鎖場がありま
す。
　今回の登山は総距離18.3㎞、総時間16時間42
分で計画し、テントや食料、水、その他必要な
装備20㎏近くの荷物を背負って1日目は扇沢駅
からトロリーバス→ケーブルカー→ロープウェ

イ→トロリーバスを乗り継いで室堂へ。登山届
を提出し雷鳥沢キャンプ場まで歩きテントを張
り1泊。午後スタートの為、初日は距離が稼げ
ずトレッキングで終了。翌日はタフな行程にな
るので21：00には就寝し翌日に備えました。
　2日目、3：00にはテントを撤収しヘッドラ
イトをつけて暗い登山道を歩き3時間ほどで本
日の宿泊地剱沢キャンプ場に到着。テントの設
営と朝食を済ませ、いよいよ剱岳のアタック開
始。まずは長い雪渓を歩き次第に岩場鎖場とス
リル感が増していきます。ヘルメットを着用し
落石に注意しながら登っていくと難所カニのタ
テバイ「５0ｍほどのほぼ垂直の岩壁」に到着。
ここは前の人との距離をとる必要があるため、
大渋滞がおきていました。鎖と足場がしっかり
と整備されているためそれほど難しくは感じま
せんでした。ここを過ぎると山頂までもう少
し、ガレ場が続くため浮石に気を付けながら登
ります。毎年、落石による事故が発生していて
この日も救助ヘリが出動していました。
　剱岳の頂は意外と広くたくさんの登山者で賑
わっていました。記念撮影と昼食をとりながら
休息をとり下山です。下山も難所カニのヨコバ
イ「鎖をたよりに左斜下降」など有ります。
　ここは後ろ向きで一歩目を出すため足場が分
かりづらく少し難しく感じました。渋滞なども
あり予定の時間よりも大幅にオーバーしました
が無事にテント場まで戻ってきました。最終日
に備えて、夕食をとりながらゆっくりと休息し
過ごしました。
　3日目、４：00に出発し稜線を真砂岳、富士
ノ折立、大汝山、雄山と歩き立山踏破。
　雄山の山頂には雄山神社本宮があり、日帰り
登山もでき人気の山で山頂は混雑していまし

立山・剱岳縦走
南信支部　肥後　和樹
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た。記念撮影を済ませ、下山。急なガレ場を40
分ほど下ると一ノ越に着きます。ここから先は
舗装されたゴロゴロの石畳を進みます。ここま
でくると緊張感から解放され疲労が出てきまし
たが無事に室堂まで下山しました。
　今回の登山は2日目の行程が長かったので大
変ではあったが天気に恵まれとても満足した登
山でした。毎年、計画を立てて登っていますが
これからも安全第一でこれからも登山を続けた
いと思います。
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中信支部

� 信濃毎日新聞　2020年12月22日（火曜日）

� 市民タイムス　2020年12月22日（火曜日）

　（公社）長野県柔道整復師会中信支部の有志の会員で構成する中信柔道整復師互助会は木曽・ねざ
め学園に寄付をしました。
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街かどあれこれ

南信支部

南信州新聞　2020年７月28日（火曜日）
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南信支部

� 南信州新聞　2020年７月28日（火曜日）
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新たなスタート　新入会員紹介

　初めまして。北信支部の湯本駿人（ゆもとは
やと）と申します。
　令和2年10月に長野市中御所にてひなた整骨
院を開業致しました。
　私は小学校二年生の頃から野球をやっていま
した。高校は飯山高校に進み、野球漬けの毎日
を送っていましたが、高校二年の秋頃に腰を痛
め入院しました。そんな時に助けて頂いたのが
その病院のリハビリで働いていた理学療法士さ
んでした。身体のリハビリは勿論の事、お話な
ども色々させて頂き、私にとってはとても大き
な存在になりました。私も医療に携わり、怪我
に悩まされている沢山の人達を救いたいと思う
ようになりました。柔道整復師の資格を取得す
れば開業が出来ると言う事を知り、開業が出来
ればその地域に貢献できる事や多くの人を助け
られると思い柔道整復師を目指そうと思いまし
た。
　専門学校卒業後は「ひびき接骨院」で約二年
間研修させて頂きました。そこで沢山の事を学
ばせて頂き、小林院長をはじめ、一緒に働いた
沢山の仲間にはとても感謝しています。これか

らは「ひびき接骨院」で学んだことを活かして
いきたいと思っています。
　まだ開業して間もないですが、そこでも多く
の事を学びました。多くの患者さんが来院して
くださり、私自身に頼ってくださっている方が
沢山いることに感謝し、来院して頂いた患者さ
ん一人一人にしっかりと寄り添い、丁寧な対
応、施術を心がけ精進していきたいと思いま
す。
　最後にここまで沢山の方々の協力もあり、今
の自分があると思っています。両親や小林院
長、ひびき接骨院スタッフをはじめ、多くの
方々が自分に協力をしてくださりとても感謝し
ています。その気持ちをいつまでも忘れること
なく、現状に満足せず自分の目標に向かって誇
りを持ち、業務をこなしていきたいと思ってお
ります。まだまだ年齢も中身も未熟者ですが、
諸先生方を見習い少しずつ成長していきたいと
思っております。
　今後とも御指導のほどよろしくお願い致しま
す。

より多くの人助けの為に
北信支部　湯本　駿人

新入会員紹介
新たなスタート
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　この度、長野県柔道整復師会の一員となる事
になりました、飯田市【とき接骨院】土

と

岐
き

一
かず

生
ま

と申します。
　令和2年6月、新型コロナウイルスが猛威を
振るう中、私は父より継承による代替えをする
ことになりました。継承による代替えなので、
特別大きな変化はありませんが、この会の一員
として新たなスタートと思う所存です。
　私は、2011年3月までの6年間、東京池袋の
福島接骨院にて、住み込みで研修をさせて頂き
ました。最初の3年間は学生でしたので、昼間
は接骨院での研修、夜間は学校、日曜祝日は急
患対応の為に接骨院に缶詰と、1年365日ある
中、休んだのは就寝時と数日の休暇のみでした
ので、過ぎた時間は刹那に感じました。免許取
得後は当時の院長により「接骨院とは何ぞや」
や保険請求のいろは等、たくさんの為になる知
識を教えて頂きました。楽とはいえない状況下
でしたが、今の私があるのも、福島接骨院で研
修を受けた日々のお陰だと感じております。
　2011年3月、東日本大震災により日本は東北
地方を中心に大変深刻な状況に陥りました。私
を含め身内には大きな被害はありませんでした
が、大切な人を失われた方々の事を考えると胸
が痛みます。その年の4月、飯田市に居を移
し、父の元で働きだすと同時にJATAC長野と
いうトレーナー団体での活動もはじめ、長野県
の陸上に携わるようになりました。そこで父を
含む3人の先駆者の知識、技術を目の当たりに
し衝撃を受けたのを覚えています。それまでの
私は、施術とは回復させていく事位にしか思っ
ておりませんでしたが、スポーツの世界ではそ

の場で最高のコンディションにし、パフォーマ
ンスを引き出さねばならぬ事を知りました。当
たり前の様な話ですが、それを当たり前の様に
出来る人はどれ程いるのか、そういう施術を私
は目指したいと思いました。そういった意味で
は、生涯半人前という気持ちでいる方が、慢心
せず日々勉強し、更なる高みを望めるはず。命
が尽きる頃にやっと一人前となれるよう、認め
てもらえるよう、柔道整復師として地域の皆様
の力になり、また長野県の陸上の更なる発展・
競技力向上を目指し尽力していきたいと思いま
す。
　長野県柔道整復師会の諸先輩方に比べたらま
だまだ若輩者である為、至らない点が多々ある
かと思いますが、皆様に一歩でも近づけるよう
日々の努力を怠らず、精一杯頑張りたいと思い
ます。
　皆様、こんな私ですが、今後共ご指導、ご鞭
撻のほどよろしくお願い申し上げます。

新たなスタート
南信支部　とき接骨院　土岐　一生
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部会報告／保険部

保　　険　　部

１．日　時　令和2年7月18日（土）　15：30～17：20

2．場　所　（公社）長野県柔道整復師会　会館

３．出席者　柏木久明保険部長、西村公紀会員（東信）、宮本義豊会員（北信）、
　　　　　　笠原康稔会員（中信）、丸山申介会員（南信）
　　
４．議　題
　⑴　令和2年度保険部事業計画について
　　・�JA共済連等、保険者団体との懇談会については、新型コロナウイルスの影響により延期され

ており、開催時期は未定。

　　・「車座集会」は今年度も開催予定であり、秋以降に開催の方向で準備を進める。

　⑵　患者調査等について
　　・�「保険者がやむを得ないものを認めるとき」の解釈については、保医発第0519001号平成21年5

月19日付にて、「受領委任は柔道整復師の急性、亜急性（平成30年6月１日より削除）の外傷
性疾患を扱う制度であって現物払いである」と一部保険者に通知されており、「やむを得ない」
は受領委任を取り扱わない柔道整復師を意味するものである。

　　　�「やむを得ない場合に該当しない」として返戻があった場合は、柏木保険部長に対応をお願い
する。

　　・�「併給の問題」については、令和元年11月25日付で日整より各保険者団体等に発出された「療
養の給付と柔整療養費の併給調整についての意見書」が本年2月28日の第16回柔道整復療養費
検討委員会に於いて、異議の申し立てを受け「時期尚早であった」として取り下げられた経緯
を踏まえ、保険者より「不支給又は一部不支給」の対応を受けることが懸念される。

　　　�会員においては、特に健康保険組合の被保険者の取扱には十分注意を払い、施術前に十分な聞
き取りを行い、投薬期間中の施術など併給の対象とならないよう注意喚起をしていく必要があ
る。１回の施術にもかかわらず返戻を受けたケースの中には、併給が起因している場合もある
ので、注意が必要である。

　⑶　自賠責保険関係について
　　・�逓減の有無について、本会の原則はあくまでも「目安表に沿って施術をするよう指導する」と

いうことであるが、会員個人の判断の中で対応をお願いしたい。

令和２年度第１回保険部会　議事録　報告書
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　　・�施術３か月間は目安表のもとに行い、それ以降は健康保険に切り替えるというやり方も、経営
方法の一つとして取り入れることもあって良いかもしれない。

　⑷　書籍購入の件（療養費の支給基準）
　　・�令和2年度版療養費の支給基準の購入希望者は、8月20日までに支部ごとに取りまとめ、事務

局両角さんに報告する。

　⑸　その他
　　・次回の部会開催日については未定である。

� 議事録作成者　東信支部　西村公紀

� 以上
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事　　業　　部

日　時：令和2年6月6日（土）　午後４時～5時30分
場　所：（公社）長野県柔道整復師会会館
出席者：宮下　厚・小林　毅・山内　明・権藤俊和・上原　哲（計�5名）

【議　題】
　⑴　日本赤十字社長野県支部・救護隊との懇談会について
　　　7月上旬、日本赤十字社長野県支部の会議室にて懇談会を予定
　　　長野びんずる開催中止に伴い、救護活動も中止
　⑵　四支部親睦交流会について
　　　本年度は開催中止
　　　次年度も全国及び県内の新型コロナウイルス感染症の感染状況により検討
　⑶　長野県総合防災訓練について
� １．期　　日　令和2年10月18日（日）
� 2．場　　所　東御市中央公園グランドほか
� ３．訓練項目　多数傷病者対応訓練（応急救護処置訓練）
� ４．留意事項　
　　　・訓練内容及び必要人員の等の詳細について、別途連絡あり
　　　・�全国及び県内の新型コロナウイルス感染症の感染状況により、中止の可能性あり
　　　　県事業部員及び、東信支部�長野県柔道整復師会特殊奉仕団へ参加要請となる
　⑷　日本赤十字社第３ブロック支部合同災害救助訓練について
� １．期　　日　令和2年11月7日（土）
� 2．場　　所　諏訪赤十字病院、旧東洋バルブ諏訪工場跡地ほか
� ３．留意事項　
　　　・訓練内容及び必要人員の等の詳細について、別途連絡あり
　　　・全国及び県内の新型コロナウイルス感染症の感染状況により、中止の可能性あり
　　　　県事業部員及び、南信支部�長野県柔道整復師会特殊奉仕団へ参加要請となる
　⑸　生活習慣病予防健診について
　　　９月開催で計画中にて、詳細決まり次第告知
　⑹　私的研究会の報告書及び表彰につて
　　　今年度より私的研究会への生涯学習表彰はしない
　⑺　生涯学習講演会について
� １．期　　日　令和2年11月22日（日）
� 2．場　　所　ザ･グランドティアラ上田高砂殿（上田市）
� ３．時　　間　午前９時　開始予定

令和２年度　第１回事業部会　会議録
南信支部事業部長　上原　　哲
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� ４．講　　師　一般社団法人日本スカイランニング協会　代表理事　松本　大
　　　　新型コロナウイルス感染症の感染状況により、予定変更あり
　⑻　その他
　　　11月21日（土）　第2回事業部会�予定（上田市）
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学　　術　　部

� 令和2年１月11日（土曜日）午後４時～
� 於、辰野町民会館2Ｆ学習室　　　　　
出席者　西條賢治　菊池和哉　宮崎剛　三間慎一郎　佐藤光洋

議事　①各支部学術大会の収支報告について
　　　②県学会について
　　　③次年度事業計画・予算について

� 令和2年2月15日（土曜日）午後４時～ 　　
� 於、（公社）長野県柔道整復師会2Ｆ　会議室
出席者　西條賢治　菊池和哉　宮崎剛　三間慎一郎　佐藤光洋

議事　
　ⅰ．県接骨学会について
　　①�　第46回長野県接骨学会会場について　当日の一連の流れを佐藤光洋南信支部学術部長より簡

易デモンストレーションを行った。その後問題点の洗い出しと改善点を上げ当日の役割を確認
した。また垂れ幕の説明があった。

　　②�　ポスター、大小の枚数確認について　配布状況・町民会館へのパンフレット配布状況報告を
受けた。

　　③�　一般聴講者の確保について　県として、主要施設へのポスターに配布で広報を図る。支部と
して患者の皆さんだけでなく各市町村へ広報を図る。

　　④�　アンケートについて　昨年同様に一般聴講者へは当日、会員には３月末の内報へ同梱する。
内容は昨年のものを踏襲し意見を反映していくように努める。

　　⑤�　フライヤーについて　一般聴講者へ特別・基調講演分を県柔整師会のパンフレットとアンケ
ートと同梱しクリヤファイルに入れてお渡しすることが決まった。

　　⑥�　会員への呼びかけについて　2月15日現在で会員参加表明者は149名との報告。欠席予定者
にも都合がつけば出席を啓蒙する。

　　⑦　当日のタイムスケジュールについて　タイムスケジュールの確認作業を行った。
　　⑧�　食事会について出席者の確認。確認の上、席次（案）の策定、宿泊者の確認も行った。

令和１年度第３回　学術部会

令和１年度第４回　学術部会

学術部部会報告（令和2年1月1日〜令和2年12月31日）
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　　⑨　県広報誌への寄稿について。南信支部、佐藤光洋先生が寄稿することに決まった。
　ⅱ．学術部・次年度について
　　①　令和2年度、各支部学術部・学会開催費用について兼学術部長西條賢治より説明があった。
　　②　学会論文の方向性について。症例報告を積み上げていく方向性を共有した
　　③　北信越学会について、予定日と県学会代表者が発表を行うことが決まった　
　ⅲ．今後の予定
　　①　第5回兼学術部会　３月7日　辰野町民会館
　　②　第46回長野県接骨学会
　　③　第6回県学術部会　

その他、
　１．日接医学会評議員選挙結果について　当会より３名の当選報告があった。
　2．学術部の方向性について　共有する仲間を作りボトムから意見を上げて検討する。トップダウ

ンを行うのではなく自由な意見を上げる部を目指す。
　３．第47回長野県接骨医学会について
　　　三間慎一郎、中信支部学術部長より開催場所・開催時期の説明があった。第46回長野県接骨学

会設営の反省を踏まえ、会場は準備手配運営に手間の少ないホテル等のコンベンションセンター
が望ましいのではないか、との提案があった

� 令和2年４月４日（土曜日）午後４時～ 　　
� 於、（公社）長野県柔道整復師会2Ｆ　会議室
出席者　西條賢治　菊池和哉　宮崎剛　三間慎一郎　佐藤光洋

議事　①　北信越学術大会長野県代表論文選定
　　　　�　第45回・46回の県接骨学会の発表論文より県代表を東信支部、廣川喜博先生に決定。（県

学会支部代表発表のビデオ視聴及び支部学術部長によるプレゼン後に検討し部長・各支部学
術部長、5名の多数決により決定）

　　　②　北信越学術大会の日程確認
　　　　　前夜祭（6月20日）、学術大会（6月21日）の報告が部長よりあった　　
　　　③　令和１年度　学術部事業報告の共有
　　　④　支部学会について
　　　　�　公益事業のため支部学会の詳細を部長へ。日時、場所、演題名及び氏名（支部研究論文発

表者、特別講演講師）を報告することになった。
　　　⑤　今年度の事業について
　　　　１．令和2年度予算要求の報告、理事会にて後日決定（部長）
　　　　2．県学会　第47回長野県接骨学会は中信支部にて開催予定

令和２年度第１回　学術部会
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� 令和2年5月16日（土曜日）午後４時～ 　
� 於、（公社）長野県柔道整復師会３Ｆ　道場
出席者　菊池和哉　宮崎剛　三間慎一郎　佐藤光洋

※�今回の部会は、第41回日本柔道整復師会北信越学術大会石川大会が新型コロナウイルス感染症拡大
の状況を鑑みて中止となったため、ＤＶＤを作成し会員に配布することが決定された従って、要綱
に沿ったものを作成するために臨時に第2回目の部会を開催し、長野県代表者の研究発表を録画し
て作成したものを（公社）石川柔道整復師会に提出するために行った。

　経費については過日の県理事会において承認済み。

議事
　①�　第41回日本柔道整復師会北信越学術大会石川大会、北信越ブロック会論文集（仮称）のＤＶＤ

作成。
　②�　（公社）石川県柔道整復師会学術担当、金田様に5月16日（土曜日）に再度提出の確認を電話

にてする。
　　　【１、研究発表撮影ＤＶＤ　2、論文　３、Power　Point　スライドをＵＳＢ】
　　　この３点を電話にて確認する。（三間慎一郎）
　③　役割分担
　　　監督・論文編集　　　　　　　　　　　　　三間慎一郎
　　　タイムキーパー・論文確認作業　　　　　　菊池和哉　　　　
　　　記録・データ保管　　　　　　　　　　　　佐藤光洋
　　　ビデオ撮影・ＤＶＤ作成・提出係　　　　　宮崎剛
　　　照明・会場準備・後片づけ　　　　　　　　全員
　　　※デジカメの動画でも同時撮影を行った。
　④　その他

令和２年度第２回　学術部会

　　　　３．各支部の学術活動、北信越学会、医学会、試験財団への協力。
　　⑥　各支部学会開催に係る予算について　　昨年同様、608,000円の予算付けをした。
　　⑦　その他
　　　１�．第46回長野県接骨学会は中止となったが、各支部の代表者に奨励金（2万円）を理事会に

諮ることを決定した。
　　　2．今年度より、県学会開催地（中信）の三間慎一郎先生が県副学術部長に任命された。
　　　３�．部長より支部学会研究発表者に対し、総評を踏まえて具体的な例を挙げられ意思の共有を

図ること、また症例報告の研究発表をすることが望ましいと提案があった。
　※備考�　令和2年４月6日（月曜日）に、会長・県学術部長より北信越学会6月21日（石川）の中

止連絡がメールであった。（コロナ感染症の予防のため）来年度は富山県にて開催予定。
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　　　論文は、2パターンを（三間慎一郎）が作成し発表者確認後に宮崎剛先生に送る。
　　�　担当者（宮崎剛）が３点を揃えて会へ提出後、会より（公社）石川県柔道整復師会に郵送す

る。

� 令和2年7月11日（土曜日）午後３時30分～
� 於、ホテルブエナビスタ会議室　　　　　　
出席者　西條賢治　菊池和哉　宮崎剛　三間慎一郎　佐藤光洋

議事　
　①　県学会について
　②　支部学会について
　③　会員の状況、県理事手当削減、事業の見直しと経費削減について
　④　支部学会開催に係る予算についての確認
　⑤　県学会会場視察及び担当者との面談
　⑥　その他

【決定事項】
　１�．県学会については、開催予定にて準備を進める。会場についてはホテルブエナビスタ（松本

市）2Ｆメディアーノを全日にて確保。会長、理事の先生方の意向を8月までに確認する。
　2．新型コロナウイルス感染症拡大予防対策として支部学会、講演会の中止決定。
　３．学会中止に伴い非接触型の学会方法をア～エの通り実行する。
　　ア　各支部にて４題以上の論文を県学術論文作成要綱に沿って県に提出。
　　イ　支部にて代表論文を決定する。
　　ウ　集めた論文は四支部まとめ学会誌（抄録集）として、全会員に配る。
　　エ�　支部代表論文は、収録し県ホームページやfacebookにて期間限定にて会員のみに配信予定。

広報部に協力依頼。
　４．各支部にて過去の論文（20年分を目標）を集めて分類してまとめる。

【懸念事項】
　前年度県学会研究発表者への奨励金が給付されていないがどうなっているかと質問あり
　学術部長より、県理事会にて承認されているので、事務局から支払いがなされていないことを確認
し催促します。

【その他】
　部会開催時間が県学会会場の都合により30分早まった。

令和２年度第３回　学術部会
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� 令和2年９月12日（土曜日）午後４時～ 　　
� 於、（公社）長野県柔道整復師会2Ｆ　会議室
出席者　西條賢治　菊池和哉　宮崎剛　三間慎一郎　佐藤光洋

【議事】
　①　理事会決定事項について
　②　支部・県学会予算について
　③　支部論文の締め切り・県学会論文締切りと予定
　④　その他

【決定事項】
　①　県学会はコロナウイルス感染症拡大予防対策のため中止決定（理事会）
　②　学会（支部・県）中止に伴い非接触型の学会、論文提出について　　　　　　　
　　　・1�2月末までに各支部発表者は論文を支部学術部へ提出し、支部にて代表論文を決定する。
　　　�・令和３年１月中旬頃には県代表論文を選考する。
　　　・令和３年2月下旬には学会誌（各支部提出論文）完成を目指し会員に配る。
　　　・支部代表論文は、県会館にて令和３年2月中旬に収録し会員に配信予定。
　③　各支部の過去論文（20年間分を目標）を集めての分類方法について
　　　�・�各支部にて論文をできる限り収集し、発表者氏名ごと演題名をまとめ目次作成案を採用す

る（菊池和哉）
　　　�・学会誌編集担当者を三間慎一郎先生に決定。

【報告事項】
　　　・前回懸念事項の県学会研究発表者への奨励金は給付済。
　　　・学会開催会場・宿泊は、ホテルブエナビスタ（松本市）キャンセル済み（三間慎一郎）

【その他】
　　　・�部会開催挨拶にて県学術部長より、現段階での会の状況を総括的に話され、また柔道整復師

が介護関連参入について南信支部学術部長より情報提供があった。
　　　・コロナウイルス感染症の状況によりメール会議とする。
　　　・部会開催
　　　　　予定　第5回県学術部会　令和３年１月中旬
　　　　　　　　第6回　〃　　　　令和３年３月中
　　　　　　　　第7回　〃　　　　状況を見て決定
　　　　　
　　　�　（5月に北信越学術大会用に長野県代表論文の撮影があったため１回例年より多い・理事会

承認済み）

令和２年度第４回　学術部会
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スポーツ支援部

� 令和2年7月11日（土）午後３時～
� 本会会館会議室　　　　　　　　　

出席者　石坂秀司　横関康寿　高原義勝　関崎直樹　髙木観志
　　　　柔道　　　市川　敦　三澤勇斗　高原祐樹　伊藤　篤

１．開会の辞　高原義勝副部長
2．部長挨拶　石坂秀司部長
３．議事　　　議事録作成（北信　三澤勇斗）

　ア　スポーツボランティア
　　①　事業計画
　　　　今後の活動について
　　　　・中体連救護（交流大会）　
　　　　　北信：6月16日、中体連会議にて競技等の正式決定と本会への救護要請に伴い、救護に関

するガイドラインを作成し、無観客試合で行って頂けるよう要請。（無観客試合で
なければ救護には行けない旨を伝えた）

　　　　　東信：6月中旬、中体連会議にて救護は中体連の方で対応するので要請なし。

　　　　　中信：ほとんどの競技は救護要請あり。2、３年生中心の試合で観客は３年生の保護者の
みで開催。

　　　　　南信：6月末、中体連会議にて救護要請あり。観客は父兄のみで開催。

　　②　長野県競技力向上対策本部「第12回医科学専門医委員会」の開催について
　　　　１　日　時　令和2年7月27日（月）午後2時から午後４時まで
　　　　2　場　所　長野県スポーツ会館　2階会議室（長野市大字南長野字聖徳545-1）
　　　　３　内　容（予定）　新型コロナウイルス感染症対策を踏まえた今年度の活動内容についてなど
　　　　４　その他　県の規定に基づき、謝礼及び旅費をお支払いしますので、ご印鑑をお持ちください。
　　　　会議出席の際は、マスク着用をお願いします。
　　　　→北信　高原義勝先生出席　

　イ　柔道関連

令和２年度　第１回スポーツ支援部会　議事録
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部会報告／スポーツ支援部

　　①　日整柔道大会：中止
　　②　北信越ブロック柔道大会：中止
　　③　チャンピオン大会　6/21　上田市　正副会長　部長　東信柔道委員：中止
　　④　柔道合宿：中止
　　⑤　醍醐杯：中止
　　⑥　県柔連評議員選出について：中信　高原祐樹先生
　　⑦　柔道ながの原稿依頼について：南信　伊藤篤先生

　ウ　スポーツ支援部の在り方
　　①　救護経験の少ない先生を育てる。（他の先生の救護に付き添わせるなど）
　　②　できるだけ色々な先生に救護を協力頂きたい。
　　③　救護に協力頂いた会員に仕事に見合う報酬を出してもらえるよう働きかける。

　エ　その他
　　①　新型コロナウイルスの影響で救護員の希望が少ない。
　　②　感染予防や救護活動ガイドラインがあるのかと会員から質問があった。
　　　　�→北信　高原義勝先生の作成したガイドラインを基に各地区の保険部員から内容の追加事項

等の意見を取りまとめた上で、県のガイドラインを作成し県に提出予定。
　　③　中体連の大会でパンフレットに救護員の施術院名を載せているか
　　　　�→地区により異なり、北信と中信は掲載されており、東信と南信は掲載されていない状態の

ため、今後は救護要請があった場合、中体連に依頼して院名を掲載してもらう。
　　④�　令和１年度分の活動支援金は新型コロナウイルス感染予防にて総会等が中心になったため、

各地区の部員が各先生に届ける形式となったが、今後、療養費と併せて振り込み形式にするか
どうか理事会に提案予定。

　　⑤　今後、講習会等がweb化できるか。
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� 部会報告／広報部

広　　報　　部

日　時：令和2年6月20日　15時～17時30分
場　所：（公社）長野県柔道整復師会　会館（会議室）
出席者：三澤茂明　内堀泰明　小島弘光　宮澤輝　野口邦治　宮沢康信
議題
・ほねつぎ110号について（特集等の打ち合わせ）
　記事内容
　　夏号は休刊
　　コロナ記事
　　　・小松裕先生がYouTubeへコロナ関連の動画をアップしている関係でコロナの記事を依頼
　　　・松本先生依頼（クルーズの体験談）
　　　・西條先生依頼（詳しい経過）
　　　・広報誌年一回発行へ決定、時期は冬号と同じ、１から12月までの内容を掲載、12月最終記事

依頼、１月編集会議、１月末配布。
　　　・内報編集の担当者について
　　　　7月編集分から宮澤輝会員へバトンタッチ、12月まで担当。
・ホームページの運営について
　月2回の更新ができる（三澤会員）、急ぎの記事はこの限りではない
・マメールについて（状況把握・発信方法等）
　各支部広報部員が月末にマメール名簿と支部名簿を照らし合わせ、漏れている会員がいないかチェ

ック。
・Facebookの情報収集等について
　現在ほぼすべての情報アップを宮澤康信会員が行っている、広報部員が同じことができないかチャ

レンジする
・その他
　県総会が少人数において開催予定。その様子をFacebookの会員限定ライブ配信、またはYouTube

のパスワードを用いたライブ配信が出来る事を確認。
　→理事会へ提案
� 以上

令和2年度　第1回広報部会会議録
東信支部広報部長　内堀　泰明
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部会報告／広報部

日　時：令和2年10月24日（土）15時～17時30分
場　所：（公社）長野県柔道整復師会　会館（会議室）
出席者：三澤茂明　内堀泰明　小島弘光　宮澤輝　野口邦治

議題
・ほねつぎ110号について（特集等の打ち合わせ）
　●支部情報
　　車座集会の原稿依頼。
　●支部たより
　　各支部学会を掲載する方向に。それ以外も掲載可能。
　　部会以外の原稿依頼は5,000円ほど出せるよう、三澤県広報部長より理事会に提言。
　　各支部介護予防教室担当者に原稿依頼。
　●あなたにもできる！ ZoomでWeb会議
　　�日整から配布されたPDFの「Zoom―Web会議マニュアル」があるので、それを少し加工・編集

しオリジナリティを出し広報ほねつぎに掲載する。
・ZoomによるWeb会議について
　�広報誌ほねつぎの校閲作業以外の時に行う。基本、土曜日で目安として20時頃から１時間を予定。
・ホームページの運営について
　�日整トピックスの掲載希望の声もあるが、基本県内のもののみ掲載。
・マメールについて（状況把握・発信方法等）
　�マメールにログイン後、管理者メニュー内【削除済み会員】をクリックし、毎月の内報完成後にチ

ェック。同時に、新規登録会員もチェック。
・�本会の活動内容が分かるビデオの作成について
　�既に、長野・安曇野・諏訪の映像を基に作成した介護班のビデオはあるが他の部も少しずつ素材を

集めておく。作成に相応しい会員は長野市・篠崎会員。
・その他
　�１　メッセンジャーとZoomを比較すると、後者の方が使い勝手が良いのでは。
　�2　次号の広報誌ほねつぎの原稿締切は令和2年12月7日（月）
　�３　次の第３回広報部会は令和３年１月９日（土）15：00から開催。
� 以上

令和2年度　第2回広報部会　会議録
南信支部広報部長　野口　邦治
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� 会務報告

新入会員� 令和２年12月末現在　

地区 氏　　名 郵便番号 住　　　　　所 会員種別 入会年月日 備考

東信 磯部　明弘 385-0021 佐久市長土呂904-1 正会員 R2.　7.　1

南信 土岐　一生 395-0151 飯田市北方20-11 正会員 R2.　6.　1

北信 牧野　紘大 380-0816 長野市三輪田町1338-6 賛助会員 R2.　4.　1

北信 辻　　竜也 387-0011 千曲市杭瀬下505-1 賛助会員 R2.　4.　1

北信 坂口　梨沙 381-0034 長野市高田380 賛助会員 R2.　4.　1

北信 倉石慎太郎 381-0103 長野市若穂川田1684-2 賛助会員 R2.　4.　1

北信 小林　隆治 383-0042 中野市西条564 賛助会員 R2.　4.　1

北信 宮尾佳菜子 380-0816 長野市三輪1313-13 賛助会員 R2.　4.　1

北信 黒岩真由美 380-0083 長野市西三才1367-3 賛助会員 R2.　4.　6

北信 竹節　真人 383-0042 中野市西条564 賛助会員 R2.　4.　9

北信 花岡　大成 380-0816 長野市三輪1313-13 賛助会員 R2.　4.20

北信 野本　綾子 383-0015 中野市大字吉田952-1 賛助会員 R2.　5.20

中信 小林南名香 399-7104 安曇野市明科七貴5728-2 賛助会員 R2.　4.　1
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会務報告

会員の異動�

地区 氏　　名 郵便番号 住　　　　　所 会員種別 入退会年月日 備考

東信 長谷川寛樹 384-2102 佐久市塩名田581-6 正会員 R2.　1.31 退会

東信 窪田　保富 386-0041 上田市秋和548-5 正会員 R2.12.31 退会

北信 宮沢　隆一 380-0873 長野市新諏訪1-8-52 正会員 R2.　4.　6 退会

北信 祢津　明子 389-0601 埴科郡坂城町坂城10084 正会員 R2.　4.30 退会

北信 堤　　慶治 381-2216 長野市下氷鉋1-7-1 正会員 R2.　5.　1 死亡

北信 大谷　尚徳 381-0015 長野市石渡35-1 正会員 R2.　9.　1 新規開設

北信 湯本　駿人 380-0935 長野市中御所岡田町126-4 正会員 R2.10.16 新規開設

中信 松沢　和夫 399-8204 安曇野市豊科高家5211-119 正会員 R2.　4.30 退会

中信 柳沢　恵一 390-0221 松本市里山辺1431-3 正会員 R2.　6.16 退会

南信 手塚　正人 395-0073 飯田市羽場坂町2351-53 正会員 R2.　3.31 退会

北信 太田　英実 380-0816 長野市三輪1313-13 賛助会員 R2.　1.31 退会

北信 小布施雄樹 381-0083 長野市西三才1367-3 賛助会員 R2.　3.31 退会

北信 東山　直也 381-0103 長野市若穂川田1684-2 賛助会員 R2.　3.31 退会

北信 黒岩真由美 381-0083 長野市西三才1367-3 賛助会員 R2.　9.30 退会

北信 柳澤　春吉 382-0081 須坂市横町310-4 賛助会員 R2.10.12 退会

中信 春原　潤也 399-7104 安曇野市明科七貴5728-2 賛助会員 R2.　1.31 退会

中信 青木　　颯 399-7104 安曇野市明科七貴5728-2 賛助会員 R2.　2.19 退会

中信 峯村　桃子 390-0828 松本市庄内3-7-1 賛助会員 R2.　7.21 退会
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本づくり一筋に！
100％まかせられるプロ集団が
あなたの本づくりを強力にバックアップ！
まずはご相談ください。

出版・印刷のご相談はお気軽に当社へ！

本　　社　〒380-0943　長野県長野市安茂里 2161-2
　　　　　TEL.026-226-5311 FAX.026-228-0799
　　　　　E-mail　info@meiwa-ms.co.jp
　　　　　URL　http://www.meiwa-ms.co.jp
東京支社　〒175-0081　東京都板橋区新河岸 2-9-12
　　　　　TEL.03-3976-1801　FAX.03-3976-1802
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ほねつぎ第111号（夏季号）発行予定日と締切予定日▲

投稿される方へのお願い ▲
▲

編　　集　　後　　記 ▲

１．Wordで作成された原稿・写真はＵＳＢメモリーに書き込みお送りいただくか、Ｅ－mailの貼
付ファイルで送信してください。

２．原稿にテーマ・タイトル・支部名・氏名など記載していただき、指示書と共に提出してくださ
い。

３．寄稿者の顔写真も貼付してください。
４．投稿用写真には必ず説明文を記載してください。

業界の年鑑となるよう様々な情報・事業報告・ご提言等多くお寄せください。

　ほねつぎ１１０号を最後までご覧いただき有難うございます。
　２０２０年は本来であれば東京オリンピックで盛り上がっている年のはずでしたが、新型コロナウ
イルスが世界中に甚大な被害をもたらす年となりました。私達の業界にも影響が及びましたが、
出来る限りの感染症対策を行い、安心して来院して頂くための環境を整え対応をしてきました。
人々の生活や意識にもさまざまな変化が生じていますが、どのような状況下でも柔道整復師倫理
綱領の崇高な理念と、目的達成に全力を傾注し、国民のために取り組むことが私たちの宿命だと
改めて感じています。
　最後にほねつぎ発行にあたり、ご協力いただいた皆様に広報部一同心から感謝致します。一年
間有難うございました。
� 広報部　北信支部　小島　弘光

原��稿��締��切　　◆2021年６月10日◆
宛　　　　先　　（公社）長野県柔道整復師会　広報部宛
電　　　　話　　026－224－6800　　　フ�ァ�ッ�ク�ス　　026－224－7575
Mail�address　　chousei@orion.ocn.ne.jp
発�行�予�定�日　　2021年７月

表 紙 写 真 説 明
「奥社からの戸隠山」

写真提供者：伊豫田幹幸
　お天気が良いので戸隠五社巡りプラス鏡池へスノーシューハイクに出か
けた時に奥社から戸隠連山を見上げた一枚です。
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